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（───目が回ってる……？）

　手にしていたグラスをテーブルに置き、初は瀬せ佑ゆう樹きは軽く頭を振る。

　飲み始めたばかりのワインはまだグラスの半分も減っていないにも拘かかわらず、何故なぜか意識が朦もう朧ろうとしてきていた。

　居酒屋の安い焼しよう酎ちゆうが使われたサワーで気持ち悪くなったことはあるけれど、空すきっ腹に飲んだときだって、こんなふうに酔うことは一度もなかった。

　仕事をしているときは気持ちが張っているせいか、あまり疲つかれを感じないのだが、週末になると、途と端たんに体が重く感じることがある。もしかしたら、自分で思っている以上に体が疲ひ弊へいしているのかもしれない。

　師走しわすということもあり、このところずっと仕事が立て込んでいた。目まぐるしいとしか云いいようのない忙いそがしさだったけれど、昨日今日になってようやく落ち着いてきた。この体調の悪さは、気が緩ゆるんだせいもあるかもしれない。

（家飲みでよかった）

　外で気持ち悪くなっていたら、帰宅することさえ至難の業わざだったはずだ。

「……水飲んでくる」

　とりあえず、酔いを覚ますのが先だ。そう思い、キッチンに行こうとして立ち上がったけれど、足に力が入らず膝ひざをついてしまった。

「……ッ」

「大だい丈じよう夫ぶか、佑樹」

「あ、うん、ちょっと立ち眩くらみがしただけ」

　心配そうに声をかけてきたのは、隣となりでつまみのナッツを口に運んでいた岡おか崎ざきだ。

　岡崎は大学の頃ころからの友人の一人で、一年のときに同じクラスになってからのつき合いだ。好きなマンガやよく聴きく音楽に共通するものが多いこともあり、言葉を交かわすようになった。

　彼からよく連絡が来るようになったのは、大学を卒業し、就職してからだ。在学中はあまり飲み会に顔を出さないタイプだったのに、何故かこのところよく誘ってくる。

　岡崎は夏に転職したばかりらしく、慣れない仕事にストレスを感じているようだ。

（まあ、仕事の愚痴は同じ会社の人間には云いにくいんだろうけど……）

　佑樹自身、昔から聞き役になることが多い。三人兄弟の一番上ということもあり、頼られることは苦ではないし、世話を焼くのも好きなほうだ。自分ではよくわからないが、相談しやすい雰ふん囲い気きがあると他ほかの友人にも云われたことがある。

　ここしばらくは仕事が忙しく、なかなか岡崎の誘いに乗ることができなかった。何度も断っていて申し訳ないと思っていたのだが、ようやく今日お互たがいの都合がついたというわけだ。

　佑樹の部屋で飲むことになったのは、岡崎のリクエストだ。仕事の愚痴を外で口にすると、どこで誰だれが聞いているかわからないからだろう。

　いま飲んでいたワインは、岡崎がいい銘めい柄がらが安く手に入ったからと土産みやげに持ってきてくれたものだ。渋しぶみの強い赤ワインで、香りはいいのだが、妙みように舌に残る苦さがあった。

　ワインの善し悪あしがわかるような舌をしているわけではないけれど、保存が悪くて成分が劣れつ化かしていた可能性もある。安くなっていたのは、そのためだったのかもしれない。

「座ってろよ。俺が水持ってくるから」

「うん……」

　佑樹は元の位置に腰こしを下ろし、キッチンへ向かう岡崎を見送る。もし、ワインが原因なら彼も同じように具合が悪くなっているかもしれない。そんな心配をしたのだが、彼の足取りは思った以上にしっかりしていた。

　ワインで気分が悪くなったのは自分だけのようだ。ローテーブルに目をやると、彼のグラスはさっきからほとんど減っていなかった。

（あれ？　口に合わなかったのかな）

　好きな銘柄だと話していたのに飲み進んでいないということは、やはり本来の味から変化してしまっていたのかもしれない。

「佑樹、自分で飲めるか？」

「あ、うん、ありがとう」

　キッチンから戻もどってきた岡崎から、差し出されたグラスを両手で受け取って口元に寄せる。手元も覚おぼ束つかなくなっているようで、飲むときに口の端はしから水が零こぼれてしまった。

「零れてるぞ」

「……っ」

　岡崎の指が、佑樹の顎あごを拭ぬぐう。何故かその感かん触しよくで背筋に悪お寒かんが走った。それが顔に出てしまったのか、岡崎が怪け訝げんな様子で訊きいてくる。

「どうした？　気持ち悪いなら横になったほうがいい。ベッドに連れて行くか？」

「いや、大丈夫。ちょっとくらっとしただけだから」

　力なく笑ってごまかしたけれど、自分でもいまの反応は不可解だった。

「そうか？　無理はするなよ」

「うん、ありがとう。でも俺、今日はどうしちゃったんだろう。いつもはこんなに酔わないんだけど……」

「しばらく飲んでなかったせいもあるんじゃないか？」

「うーん、一昨日おとといも飲んだけど、そのときは何ともなかったんだよな」

「一昨日？　飲みに行ってたのか？　その日は仕事があるって云って俺の誘いは断ったくせに」

「だから、取り引き先の人と行ったんだよ。つき合いだって仕事のうちだろ」

「………」

　佑樹の答えに、岡崎は不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んでしまった。佑樹が、自分の誘いを断って飲みに行っていたことが不満なようだ。小学生ではないのだから、そんなことで臍へそを曲げないでもらいたい。

　とりあえず、この話を続けるのはよくないと判断し、話題を変えることにした。

「それより、岡崎は何ともないのか？」

「俺は大丈夫だ」

「じゃあ、ワインが合わなかったのかな。まあ、疲れてたってのもあるだろうけど───」

　何気なくそう口にしたら、岡崎はさっき以上に表情を強こわ張ばらせて、キツい口調で佑樹に反論してきた。

「何云ってるんだ、そんなわけないだろ」

「ご、ごめん」

　怖こわい顔をしている岡崎に驚おどろき、反射的に謝ってしまう。

　自分の持ってきたワインで気分が悪くなったと云われたことが不ふ愉ゆ快かいだったのかもしれないが、予想外の反応に佑樹は困こん惑わくするしかなかった。

「気持ち悪いなら、ネクタイ外したらどうだ？　襟えり元もとを緩めたほうが楽になるだろ」

「え？　あ、ああ、そうだな。大丈夫だって、自分でできるから」

「いいから」

「もう、いいって」

　岡崎の手を振り払おうとしたけれど、強ごう引いんにネクタイを引き抜ぬかれて、ワイシャツのボタンまで外されてしまった。襟元どころか全すべて外していきそうな勢いだったため、慌あわててその手を押さえる。

「何してるんだよ！」

「遠えん慮りよするなよ」

「本当に平気だから、放ほうっておいてくれないか」

　岡崎はどこかムキになっているように見える。落ち着けようとして云った言葉も、斜め上の解かい釈しやくで捉とらえられてしまう。

「俺に触られるのが嫌なのか？」

「は？　そうじゃないけど……」

　心なしか、今日の岡崎の様子はおかしい。普ふ段だんも変わり者の面はあるけれど、とくに今日は不ふ穏おんな雰囲気を感じる。

（何か、嫌な感じがする）

　仕事のストレスのせいで、苛いら々いらしているのかもしれない。

　佑樹を怖い顔で見下ろしたまま、岡崎はその場をどこうとはしなかった。そして、思い詰つめた表情で不可解な問いかけをしてくる。

「───佑樹は、俺のことどう思ってる？」

「どうって何が？」

　問いの意味がわからず、訊き返してしまう。何故なぜ、こんなときにそんな話をしてくるのだろうか。岡崎の意図が理解できない。

　怪訝に思っていると、岡崎は低い声を絞しぼり出すように告げてきた。

「俺は、お前のことが好きだ」

「へ？」

　云いわれた言葉の意味が理解できず、佑樹は目を瞬しばたたく。岡崎の突とつ拍ぴよう子しもない告白に、間の抜けた返事しかできなかった。

（俺を…好き……？）

　頭の中で何度も反はん芻すうしてみる。好きというのは、どういう意味合いで云っているのだろうか。

「ずっと好きだったんだ」

「ちょ、ちょっと待て」

　佑樹は決して、同性同士の恋愛に偏へん見けんがあるわけではない。

　中学高校と通った男子校ではカップルが何組かいたし、親友も男同士でつき合っている。佑樹自身、高校時代に同級生から告白されたこともあった。つき合ったことはないけれど、好きであることに異性も同性もないと思っている。

　驚いたのは、岡崎が自分にそういう気持ちを持っていたことに対してだ。

　もちろん、自分も岡崎に好感を持っているからこそ、友人関係を続けているわけだが、わざわざそう云ってくるということは、それ以上の感情を抱いだいているということなのだろう。

　面めん食くらったまま固まってしまった佑樹の肩を、鬼き気き迫せまる表情をした岡崎が摑つかんできた。

「佑樹も同じ気持ちでいてくれてると思ってた。いつか、佑樹からそう云ってくれると思ってたから、いままでずっと我慢してきたんだ」

「はあ!?」

　告白自体も唐とう突とつだったけれど、一方的に繰り広げられる身勝手な論理にも啞あ然ぜんとしてしまう。

（最近、連絡が多いとは思ってたけど……）

　岡崎の気持ちも知らなかったし、そもそも、特別親しい友人だったというわけではない。何故そんな思い込みをしたのか、佑樹には心当たりすらなかった。

「でも、もう限界なんだ！」

「……ッ」

　ただ呆あつ気けに取られている佑樹とは対照的に、岡崎は一人でヒートアップしていく。

「俺が誘ってやってるのに仕事だ何だと断りやがったかと思ったら、他ほかのやつと飲みに行ってただと？　しかも、今日は久しぶりに会うっていうのに、関係ないやつの話ばかりして……俺をバカにしてんのか？」

「か、関係ないって、友達の話だろ…？」

　さっきまで話題にしていたのは、来年の春に招待されている大学の同級生の結けつ婚こん式の話だ。披ひ露ろう宴えんで余興を頼まれているから、それの相談をしていただけの話だ。

「あんなやつ友達じゃない。昔から俺と佑樹の邪じや魔まばかりしやがって…！　いいか？　佑樹は俺のことだけ考えていればいいんだよ」

「ちょっと何云ってるかわかんないんだけど……痛ッ」

　肩に岡崎の指が食い込んで痛い。振り払うこともできず、その場に押し倒たおされた。信じられない行こう為いに、頭の中が真っ白になる。

　酔いのためか手足に力が入らず、視界もぶれるせいで思うように抵てい抗こうできない。

「こうするのが一番いいってわかったんだ。佑樹、俺のものになってくれ」

「待っ……手順が違ちがうだろう！」

　佑樹は絞り出すように、岡崎を一いつ喝かつした。もしも、その想おもいが本物だとしても、こんなふうに一方的に行動されて、気持ちが動くわけがない。

「じゃあ、佑樹は手順を踏ふめば、大人しく俺のものになってくれるのか？」

「それは───」

　逆に訊きき返され、答えに詰まってしまった。いままで、岡崎に対してそういう感情を持ったことは一度もない。ただの友人の一人としか思っていなかった。

　もしも違うアプローチをされていたら、歩み寄れていた可能性があったかもしれない。

　けれど、もうすでに彼に対しての信しん頼らいは壊こわれてしまった。思い詰めた末の行為なのだろうが、相手の気持ちを慮おもんぱかれない人間に対して好意は抱けない。

　そんな佑樹の心の中を見み透すかしたかのように、岡崎は暗く笑った。

「……ッ!?」

「だから、こうするしかないんだよ」

　するりと頰ほおを撫なでられ、鳥とり肌はだが立った。元々、スキンシップの多いやつではあったけれど、いまの触ふれ方には性的なものを感じた。

　次の瞬しゆん間かん、シャツを力任せに開かれ、ぶちぶちと耳みみ障ざわりな音を立ててボタンが弾はじけ飛んだ。まさか、友人と飲んでいて身の危険に晒さらされることになるなんて考えもしなかった。

「ふざけた真似まねはやめろ……！」

「俺は本気だ。いままで、俺がどんな思いで悪い虫がつかないようにしてやってきたか…！」

「それ、どういう───」

「男にも女にもいい顔しやがって、尻しりが軽いにもほどがある。佑樹は俺のことだけ見てればいいんだよ！」

　理解不能な論理に頭が痛くなってくる。けれど、岡崎の言葉でこれまで不可解に感じていたことの正体がわかった気がした。二人でいるときに第三者が交ざるのを嫌がったのは、佑樹に対して歪ゆがんだ独どく占せん欲よくを抱いていたからだったのかもしれない。

　これまでに、親しくなりかけていた友人が急に距きよ離りを取るようになったことが幾いく度どとなくある。もしかしたら、それは全て岡崎のせいだったのかもしれない。

「佑樹だって、俺のことが好きだろう？」

「お前のことを友達以上に思ったことはない。もう友達とも思いたくないけどな」

　こんなとき、相手を刺し激げきするような物云いはよくなかったかもしれない。けれど、朦もう朧ろうとしてきた意識ではそこまで自制を利きかせることができなくなっていた。

「うるさい！　口答えするな！」

　案の上、激げつ昂こうした岡崎に襟えり首くびを摑まれて絞しめ上げられた。息苦しさに咳せき込みそうになるのを堪こらえながら、睨にらみ返す。

「……っ、ふざけんな…！　本当に好きだったら、相手が嫌がるような真似できるわけないだろ!?」

「黙だまれって云ってるだろう!?」

「……ッ」

　頰を平手で叩たたかれた。室内に乾かわいた音が響ひびく。痛みよりも、いままで友人だと思っていた相手に暴力を振るわれたことがショックだった。

「心配しなくても、気持ちよくしてやるよ。最初は恥はずかしいかもしれないけど、そんなことすぐに感じなくなる」

「────」

　岡崎の目は本気だった。もう話の通じる相手ではないのだと実感する。

　これまで彼に対して抱いていた微かすかな違い和わ感かんや不安は、彼の中にあったこうした暴力的な部分に対して感じていたからかもしれない。

　佑樹が脱だつ力りよくしたのを観念したと勘かん違ちがいしたのか、引き裂いたシャツの下に手を差し入れてきた。肌はだを撫で回し、首筋に顔を埋うずめてくる。耳にかかる生温かい息に我に返った。

「やめ…っ、触るな……！」

　肌を撫でられる感かん触しよくも耳元で聞こえる荒あらい呼吸も気持ち悪い。慌あわてて抵抗するも、体重をかけて押さえつけられている状じよう況きようでは、思うように体を動かすことも難しかった。

　だからと云って、泣き寝ね入いりなどするつもりはない。遮しや二に無む二に手足をばたつかせたり、爪つめを立てたりと必死に抵抗していると、来客を知らせるチャイムが鳴った。

　虚きよを衝つかれ、お互たがいの動きが止まる。

「こんな時間に誰だれだ？　傍はた迷めい惑わくなやつだな」

　岡崎は自分のことを棚たなに上げた不満を口にする。けれど、佑樹は反論よりも反はん撃げきの隙すきを狙ねらっていた。岡崎が舌打ちをし、佑樹の服を剝はぎ取ろうとしてきた瞬間、再びチャイムが鳴った。

　どんな用件かはわからないが、いまの佑樹にとっては救いになった。

（いましかない───）

　気が逸それた隙に大きく息を吸い、渾こん身しんの力を振り絞しぼって岡崎を蹴り飛ばした。

「な……っ」

　ガツッという鈍にぶい音が聞こえる。多分、頭を硬かたいものにぶつけたのだろう。岡崎が呻うめいている間に這はうようにしてリビングのドアに縋すがりつき、どうにか立ち上がった。

　そして、縺もつれそうになる足を必死に前に繰り出して、佑樹は玄げん関かんのノブに飛びついた。

「……っ」

　相手を確かく認にんもせずドアを開けると、背の高い男性が立っていた。

「夜分遅おそくに申し訳ない」

　助けを求めればいいものを、虚を衝かれたせいでぽかんとしてしまった。頭がぼんやりとしているせいで、思考も口も上手うまく働かないけれど、多分彼は訪ねる部屋を間ま違ちがえたのだろう。

　鼻筋の通った日本人離ばなれした容貌に、バランスのとれた長い手足。佑樹の理想が服を着て立っていると云いっても過言ではないその姿に一いつ瞬しゆん見み蕩とれかけた。

（すげーイケメン……。外国の人かな……）

　色白の肌にさらさらの黒い髪をしているが、顔立ちの端たん整せいさは思わず息を吞のむほどだった。

　必死の思いで逃にげてきたはずなのに、自分の状況も忘れて見入っていた佑樹に、男は顔色を変えて訊いてきた。

「その格好はどうしたんだ？」

「あっ、これは……」

　逃げることに必死で、さっき岡崎にシャツを引き裂かれたことを忘れていた。慌てて胸むな元もとをかき合わせ、肌を隠かくす。平手打ちされた頰にも、跡あとが残っているのかもしれない。

　同性の友人に襲おそわれたと云って、信じてもらえるだろうか。そんな逡しゆん巡じゆんをしている間に岡崎が背後に迫せまっていた。

「佑樹、誰だその男。何してんだよ」

「……っ」

　追いかけてきた岡崎の声に、佑樹の体が強こわ張ばった。訪ねてきた男性とのやりとりは、聞こえていなかったようだ。びくりと怯おびえた反応をしたせいか、男は岡崎との間に入り、佑樹を自分の後ろへと隠してくれた。

「君こそ、何をしていたんだ？」

「お前には訊いてねぇよ！　佑樹、どういうことだ!?　俺以外に男を呼んでたなんて聞いてねーぞ！」

　こんなふうに怒ど鳴なられる筋合いはない。ぼんやりする頭で、咄とつ嗟さに突とつ拍ぴよう子しもないことを云ってしまった。

「い、いま好きな人だよ」

「はっ、そんな出任せ信じられるわけないだろう」

　岡崎はせせら笑う。云い訳にしたって、突とつ飛ぴすぎたかもしれない。会社の同どう僚りようとか、高校のときの友人とか、説得力のある言葉にしておくべきだった。

　勝手に巻き込まれたこの人も、困こん惑わくしているに違ちがいない。どうこの場の収しゆう拾しゆうをつけようかと必死に思考を巡めぐらせていたら、予想外の援えん護ごが来た。

「どうして君にそう云いきれるんだ？　心の中のことは、本人にしかわからないものだろう？」

　驚おどろきのあまり、佑樹は男の顔を見上げてしまった。彼は振り返り、佑樹にだけわかるように目配せをしてくる。

（助けてくれるってこと……？）

　縋るような眼まな差ざしを向けたら、鷹おう揚ような笑えみを向けられた。

「うるせぇな！　関係ないやつはどっか行けよ！　こんな時間に押しかけてくるなんて、非常識だろ。佑樹もとっとと戻もどってこい」

「非常識なのは、むしろ君のほうだろう。暴力を振るっておいて、常識を語らないでもらえるか？」

　激昂する岡崎に対し、男は淡たん々たんと反論する。キレている人間は事実を指し摘てきされるとさらに激昂するものだ。

「何を偉えらそうに…ッ、大体、お前には関係ねーだろ!?」

「だから、どうしてそう云いきれる？　君は俺の何を知ってるんだ？」

「～～～っ」

　男の冷静な態度に、岡崎の顔はどんどん赤くなっていった。握にぎりしめた拳こぶしが小刻みに震ふるえている。摑つかみかかっていかないのが不思議なくらいだったが、岡崎も自分より体格のいい相手に力で敵かなわないとわかっているのだろう。

「さっき聞いたばかりだろう？　ユウキが愛してるのはこの俺だ」

「！」

　男は、まるで恋こい人びとのように佑樹の肩に腕を回し、自分の胸に抱だき寄せてきた。どうやら、佑樹の口走った言葉に合わせて、恋人のふりをしてくれているのだろう。

　どうして、見ず知らずの自分のためにここまでしてくれるのだろう。困惑している佑樹の耳元に、彼は『俺に任せて』と囁ささやいてきた。　>>>♥

「ふざけたこと云うな！　お前なんていままで一度も見たことねーよ!!」

「二十四時間一いつ緒しよにいるわけでもないのに、どうしてわかるんだ？」

「ゆ、佑樹のことなら、何でも知ってるんだよ」

　男の質問に、岡崎は何故なぜか動どう揺ようを見せた。さっきまでの勢いを失い、不安げに目を泳がせている彼に追い打ちがかかる。

「何でも？　もしかして、彼を見張ってるのか？　なるほど、君はストーカーだったのか」

「なっ……人聞き悪いこと云うんじゃねーよ！　お、俺はただ佑樹のことを傍そばで見守ってやってるだけだ」

　つまり、男の問いかけは真実だったということだ。

　岡崎が自分をストーキングしていたという事実に、ぞくりと悪お寒かんがした。タイミングを見計らったかのようなメールや電話は、見張られていたせいだったのかもしれない。

「見守ってた？　まさか、つけ回したり、盗とう聴ちようしたりしてるんじゃないだろうな？」

「まだ、そこまでしてねーよ」

「『まだ』？」

「あ、いや、その……っ」

　岡崎は、語るに落ちたのかもしれない。気まずげに足を小刻みに動かしている。

「君が俺を見たことがないのは当然の話だ。しばらく日本にいなかったからな」

「何だと？」

「アメリカにいたんだよ。だから、こうして会うのは久しぶりだ」

「噓うそ吐つけ！　佑樹はお前が来るなんて一言も云ってなかったぞ！」

「サプライズをしようと思って、俺が伝えなかったからな。それに君は何もかも話すような間あいだ柄がらでもないだろう？」

「なっ───」

　岡崎は真っ赤になって、歯ぎしりをしている。

　佑樹はどんどんぼやけていく頭を振って、できる限り意識をはっきりさせてから、ゆっくりと言葉を一つずつ切りながら岡崎に告げる。

「いいから、帰ってくれ。次、顔を見せたら警察に通報する」

　最さい後ご通つう牒ちようくらい、自分で云うべきだと思ったのだ。佑樹の宣言に、岡崎は口調ががらりと変わった。

「なあ、佑樹、冗じよう談だんだろ？　そんな男、好きだなんて噓だよな…？」

　さっきまでの高圧的な態度が噓だったかのように、下した手てに出てきた。

　恋愛的な意味で云えば事実ではないけれど、酒に酔い、意識が朦もう朧ろうとしてきている相手を襲おうとしてきた岡崎と比べたら、初対面だというのに助けようとしてくれている人のほうに好感を持つに決まっている。

「こんなときにそんな冗談云うわけないだろ？　大体、俺がいままでお前に噓を吐いたことがあったか？」

　岡崎は往おう生じよう際ぎわが悪く、なかなか引き下がろうとしなかった。

「だ、だったら、証明して見せろよ！」

「証明って……」

　云いっている意味がわからない。岡崎に対して、そんなことをする義務はないはずだ。往生際の悪さに啞あ然ぜんとしている佑樹の肩を男がぎゅっと握る。

「わかった。───ユウキ」

「え？」

　抱かかえられたまま名を呼ばれ、男を見上げると、佑樹にしか聞こえない小さな声で『ごめん』と謝ってきた。一体、何のことだろうと不思議に思ったのも束つかの間、次の瞬しゆん間かんには唇くちびるを塞ふさがれていた。

「ン、んん……っ」

　突とつ然ぜんのことに、頭の中が真っ白になった。

　何が起こったのか理解する間もなく、さらに強く体を抱き寄せられ、口こう腔こうを舌で探さぐられる。舌同士が絡からみ合い、粘ねん膜まくを擽くすぐられる感かん触しよくに、佑樹は体の芯しんを甘く震わせた。

（キス、されてる……!?）

　恋人だという証明をするには、手っ取り早い手段かもしれない。だが、生まれて初めての本物の『キス』に内心パニックになっていた。

　こんな形でファーストキスをすることになるなんて、考えたこともなかった。何かの間ま違ちがいではないかと思いたかったけれど、生々しい感触は本物だ。舌が擦こすれ合うたびに背筋がざわめき、濡ぬれた音が立つ。

　キスどころか、男子校育ちの佑樹は誰だれかとつき合った経験もない。

　いつまで経たってもキスは終わらず、どんどん体が熱くなっていく。拒こばむこともできず、ただされるがままになるしかなかった。

「んっ…ぅん……っ」

　初対面の男にキスされているというのに、嫌けん悪お感かんどころか気持ちよくなってきてしまう。初めてなのに、こんなふうに感じてしまうのはアルコールのせいだろうか。けれど、酩めい酊ていとは違うふわふわとした感覚に溺おぼれていく。

　どれだけの時間が経ったのだろうか。もう何も考えられなくなった頃ころ、夢から覚めるように唇が解ほどけていった。

「……ぁ……」

　濡れた唇が冷えた空気に触ふれ、はたと我に返る。そこでようやく岡崎がいたことを思い出すくらいキスに夢中になっていた。

　岡崎のほうを見ると、今度は青くなってわなわなと震えていた。

「これで納なつ得とくしたか？」

「ふざけるな……ッ」

　男は飛びかかってきた岡崎をいなし、玄げん関かんの外に放ほうり出した。足を段差に引っかけたのか、岡崎は派手に廊ろう下かで転んでいた。

「ユウキに触れるな」

「くそッ、それは俺の台詞せりふだ!!」

「いい加減にしろ！」

「がッ、かは……っ」

　男の拳が岡崎の鳩尾みぞおちに叩たたき込まれた。岡崎は体をくの字にして腹部を抱え、あっさりとその場にくずおれた。

「こいつの靴くつはどれだ？」

「ええと、その黒いスニーカー……」

　問われて答えると、男は岡崎のスニーカーを蹴り出し、睥へい睨げいしながら吐き捨てた。

「早く行け。ユウキの前に二度と顔出すなよ」

　その迫はく力りよくは、横にいる佑樹の背筋も震えるほどだった。岡崎にもそれ以上、食ってかかってくる気力はなかったようだ。

「くそ……ッ、裏切り者！」

　岡崎は短く悪態を吐いて、這ほう々ほうの体ていで去っていった。廊下を走る足音が聞こえなくなり、佑樹は強こわ張ばらせていた体から力を抜ぬいた。

　ただの友人の一人ではあったけれど、信しん頼らいしていたから、愚痴を聞いたり相談に乗ったりしていたのだ。岡崎に先に裏切ったのは、自分のほうだという自覚はないようだ。

（……何だったんだ……）

　友人に襲おそわれそうになり、訪ねてきた見ず知らずの人に助けられ───一連のできごとは、まるで夢を見ているかのようだった。

　ぼんやりとしていた佑樹に、男が深く頭を下げてくる。

「すまなかった。いきなり、あんなことをして。彼を納得させるにはああするしかないと思ったんだが、無神経すぎたな」

「あ…い、いえ！　俺のほうもヘンなことに巻き込んじゃってすみませんでした。本当に申し訳ありません！」

　佑樹のほうも、恥はじ入りながら平謝りした。

　男はキスのことを云っているのだろう。本音を云えばものすごく驚おどろいたけれど、そのお陰かげで岡崎を追い払うことができた。ある意味、荒あら療りよう治じのようなものだったのだから、彼が気を悪くする必要はない。

「いや、俺のほうこそ調子に乗ってしまって悪かった」

「みっともないところを見せちゃって恥ずかしいです。あ、もう大だい丈じよう夫ぶですから……あっ」

　体を支えてくれていた男から離はなれようとしたけれど、思わずふらついてしまった。がっしりとした体に抱だきとめられ、かあっと顔が熱くなる。

「全然、大丈夫じゃないだろう。無理はするな」

「ちょっとぼんやりして。いつもはこんなふうに酔わないんですけど……」

「そんなに強い酒を飲んだのか？」

「いえ、ワインを一いつ杯ぱいだけ」

　正確には、グラス一杯も飲みきってはいない。

「とにかく、すぐ横になったほうがいい。ベッドはどこだ？」

「ええと、一番奥が寝しん室しつです」

　男の焦あせったような口調に、素す直なおに答えてしまった。異様な眠ねむさのせいで、判断が鈍にぶっているのもあるかもしれない。

　心こころ許もとなくふらつく体を支えて歩くよりも手っ取り早いと思ったのか、男は佑樹を軽々と抱だき上げた。

「わっ、だ、大丈夫です！　一人で歩けますから!!」

「気にするな。想像したよりもずっと軽い。君を寝ねかせたらすぐに帰る」

「いや、あの……」

　男は危あやうげなく佑樹を抱いたまま、歩き出す。さっきキスをしてしまったせいか、無む性しように顔の近さが恥ずかしい。

（あれ…？　目の色が……）

　よくよく見ると、漆しつ黒こくに見えていた男の瞳ひとみは濃こい青色なのだと気がついた。光が当たった瞬間だけ、深い海のような色が現れた。

　その綺き麗れいな青色に見入ると共に、改めてその顔立ちの端たん整せいさに目を奪うばわれる。

　鼻筋も通っており、それぞれのパーツの配置も完かん璧ぺきだ。やがて、引き結ばれた唇に視線が行き、さっきのキスを思い出してしまった。

「……っ」

　それだけでどんどん体が熱くなってきて、呆あつ気けなくその気になってしまう。

（いやいやいや、それはまずいだろ！）

　一度も経験がないからといって、初対面の男の人相手にこんな気分になるなんてどうかしている。欲よく望ぼうに従順すぎる自分の体が恥ずかしい。これでは、色気づき始めたばかりの中高生ではないか。

「ここのドアを開ければいいのか？」

「あ、ああ、うん」

　男の問いかけで我に返る。シャツの裾すそで隠かくれているけれど、佑樹の股こ間かんは変化し始めていた。何があってもこのことは知られるわけにはいかない。

　どうにか隠し通そうとしたけれど、ベッドに下ろされた瞬間、上うわ擦ずった声を上げてしまった。

「ひゃっ」

　ベッドのスプリングに体が跳はねた弾はずみで、おでこにほんの一いつ瞬しゆんだけ唇くちびるが触れたのだ。そんな些さ細さいな刺し激げきで反応してしまうなんて異常だ。今日の自分は本当にどうかしている。

　真っ赤になっている佑樹に、彼は気き遣づかわしげな眼まな差ざしを向けてくる。

「本当に大丈夫か？」

「あ、あの、何でもないんです！」

　何でもないと云いうには、挙動不ふ審しんすぎた。視線を泳がせると、自分のそれがズボンを押し上げているのが目に入った。

（どどどどうしよう）

　自分でも見ないふりをしようとしたけれど、その行動がわざとらしすぎた。視線の逸そらし方が大おお袈げ裟さだったようで、彼にも気づかれてしまった。

「……もしかして、ヘンな薬でも飲まされてるのか？」

　男はさらに剣けん吞のんな顔になる。さっきまでの状じよう況きようも鑑かんがみて、最悪の事態を想定しているのだろう。

「いや、そういうわけじゃないと思うんですけど……」

「あれか？　ユウキが飲んだワインは」

　怖こわい顔で訊きかれてこくこくと頷うなずくと、男はワインのグラスとボトルを確かく認にんしに行った。

「───何か、沈しずんでるみたいだな」

「え？」

「粉のようなものが見える。普ふ通つう、ワインの澱おりにこんなものはない。正体はわからないが、何かが混ぜられているみたいだ」

「そんな……」

　まさか、岡崎がそこまでしていたなんて考えもしなかった。

　あのとき、チャイムが鳴らなければ、あのまま無む理り矢や理り犯おかされていたかもしれない。そう考えたら、すうっと血の気が引いた。

「顔色が悪い。病院に行くか？」

「いえ、ホントに平気なんで……っ」

　彼の云うように本当に何か混ぜてあったとしても、岡崎に違い法ほうな薬物などが手に入れられるとは思えない。せいぜい、眠くなりやすい市販の風邪かぜ薬ぐすり程度のものだろう。それに病院や警察で同性の友人に薬を盛られて、犯されそうになったなどと云いたくはなかった。

　それ以前にこの体の反応はさっきのキスが原因であって、それを正直に話すのはもっと難しいことだった。事情を説明したくても、男が深刻な顔をしているせいで切り出しにくい。布ふ団とんでも被かぶって隠れたかったけれど、体が重くて動かなかった。

「しかし、警察に届けておいたほうがいいんじゃないか？　あの男がまた近づいてこないとも限らない」

「いいです、警察に云ったって俺が恥はじかくだけだし、どうにかしてくれるとも思えないし」

「ユウキ……」

「寝てれば治ると思うんで、心配しないで下さい」

　とは云いつつも、このままでは眠れそうになかった。眠くて堪たまらないのに、なかなか意識が遠ざからないのは体が熱を持っているからだ。

「このままじゃ辛つらいだろう。よければ手伝うが、男の手では不快か？」

「いえ！　そんなことはないですけど───」

　思わず本音を零こぼしてしまったことに、カッと体が熱くなる。うっかり発してしまった自分の言葉の云い訳をしようと頭を巡めぐらせたけれど、何も浮うかんではこなかった。

「あっ、そういう意味じゃなくてですね、ええと、その……」

「少し恥ずかしいかもしれないが、我慢してくれ」

「!?」

　肩を抱かれたまま、ズボンのホックを外され、下着の中に手を差し込まれた。

「待っ───あっ!?」

　するりと絡からみついてきた指が、佑樹の昂たかぶりを握にぎり込む。芯しんを持ち、ジンジンと脈打っていた自身は、思わぬ刺激でさらに張り詰つめた。

（本気でまずいって）

　さっきのキスもどうかと思ったのに、初めて他人に触ふれられるのが出で逢あったばかりの名前も知らない男というのはまずい。何よりも、そんなことをされて嫌けん悪お感かんもなく感じてしまっている自分が一番信じられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐ楽にするから」

「ひゃ…っ、じ、自分でできるんで……あ、んんっ」

　必死に主張したけれど、結局口だけだった。手足が自由に動くなら、自分でとっくにどうにかしている。男の手を引き剝はがすこともできず、ただ呼吸だけが荒あらくなっていく。

「ただの処理だ。力を抜ぬいていろ」

「でも───んっ…ぅん……ッ」

　緩ゆるく擦られるだけで云い訳のしようもないくらい気持ちよくて、零す吐と息いきも熱っぽくなってしまう。強弱をつけた刺激に、佑樹は呆気なく陥かん落らくした。

（どうしよう、気持ちいい）

　自ら処理するのとは比べものにならないほどの快感に溺おぼれてしまいそうになる。こんなことよくないとわかっているのに、どうしても拒こばめなかった。それどころか、もっとして欲しいとさえ思っている自分がいる。

　意識が朦もう朧ろうとしているせいで、理性が薄うすくなっているのかもしれない。わけもわからず、頭の中はぐちゃぐちゃだった。

「や、ぁ……っ、きもちい、から、だめ……っ」

「気持ちいいならよかった。ただの生理現象の処理だから、深く考えなくていい」

「は…っ、あ、やめ、や……っ」

「目を瞑つむってて」

　ダメだと云いたいのに、素す直なおに目ま蓋ぶたを下ろしてしまう。しかし、そのせいで余計に彼の指の動きに意識が行ってしまう。無意識に男の胸に顔を寄せると、肩をさらに強く抱だき寄せられる。大きく息を吸うと、いい匂においがした。　>>>♥

「───まずいな」

「え……？」

　頭上から苦い呟つぶやきが聞こえてきた。

（まずいって何が……？）

　問い返したかったけれど、もうすでに佑樹の意識の大半が快感を追うことで占しめられていた。

「ぅ、んん、ん……っ」

　先せん端たんを指先で抉えぐるように刺激される。やがて、ぬるぬるとした感かん触しよくに変わったのは、佑樹が体液を溢あふれさせてしまったからだろう。

　大きく扱しごかれながら、とくに敏びん感かんな窪くぼみを刺激される。彼の愛あい撫ぶは巧たくみで、押し寄せる悦えつ楽らくに身み悶もだえるしかなかった。

「あっ、や、やだ、もう出ちゃ、も、離はなして……っ」

「大丈夫、そのまま出して」

「ダメ、離し……っあ、あ、ぁあ……ッ」

　終わりを促すように、指に力を込められる。初めて他人の手で高められている佑樹は快感に抗あらがうことなどできず、そのまま彼の手の中で達してしまった。

　びく、びく、と下腹部を震ふるわせ、欲よく望ぼうを残らず吐はき出した。

「……あ……」

　せめて、後始末くらい自分でしなければ。そう思って体を起こそうとするけれど、睡すい魔まが意識の底に引き摺ずり込もうとしてくる。

（ダメだ……眠ねむい……）

　いまの佑樹に抗う術すべなどなく、そのまま意識を失ってしまった。










　微睡まどろみから意識が浮ふ上じようする。部屋の明るさにもう朝かと錯さつ覚かくしたけれど、いつもとはどこか様子が違ちがっていた。まず第一に、目覚まし時計が鳴っていない。

（いま何時だ……？）

　時間を確認しようと枕まくら元もとを探さぐると、誰だれかに優やさしく手を摑つかまれた。

「目が覚めたようだな」

「!?」

　自分以外に誰かいるとは露つゆとも思っていなかったため、心臓が止まりそうなほど驚おどろいた。息を止めている佑樹の顔を、端たん整せいな顔が心配そうに覗のぞき込んでくる。

「具合はどうだ？　気分は悪くないか？」

「────」

「眠っている間に出て行こうと思ったんだが、鍵かぎをかけていない部屋に君を残していくのは心配だったから目を覚ますのを待たせてもらった」

「すみません！　俺、いつの間にか寝ねちゃって…っ」

　自らの状じよう況きようを認識し、佑樹は慌あわてて飛び起きた。理性を飛ばして晒さらしてしまった痴ち態たいを思い出し、羞しゆう恥ちで頭に血が上る。しかし、急に体を起こしたせいですぐに血の気が引き、その落差に激しい目め眩まいがした。

「あ、あれ……？」

「急に起きないほうがいい」

「……ッ」

　ぐらりと傾かしいだ体を支えられた瞬しゆん間かん、彼の胸に抱だかれていたときのことを思い出してしまった。もちろん、生々しい指の感触も覚えている。

（俺、この人にしてもらっちゃったんだった───）

　恥はずかしさに叫さけびたくなる衝しよう動どうを抑おさえ込む。意識が朦朧としていたせいとは云いえ、見ず知らずの他人に何てことを頼んでしまったのだろう。

　成り行きで助けてもらった上に、生理現象の処理までしてもらうなんて自分のことが信じられなかった。お陰かげで体はすっきりとしていたけれど、心の中は羞恥や後こう悔かいでぐちゃぐちゃだった。お互たがいの記き憶おくを抹まつ消しようできたら、どんなにいいだろうか。

　時計を確かく認にんしたところ、眠っていたのは一時間ほどだということがわかる。その間、彼は何の縁ゆかりもない佑樹の傍そばについていてくれたらしい。引き裂かれたシャツを隠かくすよう、ベッドに放ほうってあった部屋着のパーカーまで着せてもらっていた。

　いまの佑樹にできるのは、何から何まで世話になってしまったことに対して、平身低頭して謝ることだけだ。

「迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳ありませんでした…っ」

　ベッドの上に正座し、深々と頭を下げる。本当は床ゆかに降りるべきなのだろうが、ベッドと家具でいっぱいの寝しん室しつにはあまりスペースがない。

「頭を上げてくれ。そんな謝られるようなことはなかっただろう？　困っている相手を助けるのは当然のことだ。暴力を振るう人間は許せない」

「あの、でも、不快なことをさせてしまいましたし……」

　キスの件は、あの場合仕方ない。けれど、昂たかぶった体を宥なだめてもらったのは、さすがに甘えすぎだ。彼は佑樹が薬を飲まされたせいで、ああなっていたと勘かん違ちがいしていたけれど、本当のことを知ったら気分を害するに違いない。

「不快なこと？」

「いや、だから、ほら、さっきの……」

「ああ、そのことか。だったら、お互いさまってことでどうだろう？　本音を云えば、俺も役得だったわけだしな。こういうのって、据すえ膳ぜんって云うんだったか？」

「いや、ちょっと違うような……」

　不思議な言葉の選び方に、佑樹のほうが混乱してくる。恥じ入る佑樹に対し、男にはとくに気にしたところはないようだった。

　きっと、こういうことには慣れているのだろう。キスも上手うまかったし、指ゆび遣づかいも慣れた感じだった。男相手に怯ひるむ様子がなかったところを見ると、それなりに経験があるのだろう。

（そういえば、この人誰なんだ……？）

　いまさらだが、素す性じようどころか名前も聞いていなかった。

　行きがかりで助けてもらったことは感謝すべきことだけれど、見ず知らずの人間を家に上げてしまうことは普ふ通つうならあり得ない。相手が悪人だった場合、どんな危険に晒されていたかわからない。

「名前を教えてもらってもいいか？」

　どうやって素性を訊きこうかと頭を悩なやませていたら、男のほうから訊いてきた。普通は最初に名乗り合うものだ。佑樹は慌てて自己紹介する。

「あっ、俺は初瀬佑樹って云います」

「どういう字？」

「初めてにさんずいの瀬……って、実際に書いたほうが早いか」

　ベッドの脇わきに放ってあった雑誌の余白に、ボールペンで大きく書いて見せる。彼はそれをまじまじと見ながら、感心したように呟いた。

「へえ、これでハセって読むのか」

「？」

　とくに難しい読みではないと思うのだが、彼の周囲では珍めずらしい名前だったのだろうか。

「自己紹しよう介かいが遅おそくなってすまない。俺はアレックス。アレックス・クロフォードだ」

「クロフォード!?」

　馴な染じみのある名前を告げられ、驚きをそのまま声に出してしまった。

「俺の名前はそんなに驚くようなものなのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　佑樹のあまりの驚きぶりに、アレックスは怪け訝げんな顔をした。

（アレックスって名前にも聞き覚えがあるような……いや、でも、まさかな……）

　親友である森もり住ずみ惺さとるの恋こい人びとの名が、ロイ・クロフォードというのだが、彼は日本でも有名なメジャーリーガーだ。その人は金きん髪ぱつ碧へき眼がんだから、アレックスの髪や瞳ひとみの色とは似ても似つかない。

　心なしか顔立ちが似ているような気もしないでもないが、西洋人を見慣れていないせいでそう思うのかもしれない。

（でも、ロイのいまのお母さんって日本人だったよな？）

　父親が日本人女性と再さい婚こんしたため、母親の違う弟がいると聞いている。まさかと思いつつ、念のため訊いてみた。

「あ、あのさ、クロフォードってよくある名前なの……？」

「珍しくはないが、それほど多くはない。滅めつ多たに同じセカンドネームの人には会わないな。親しん戚せきは別だが」

「メジャーリーグにロイ・クロフォードって選手がいるけど、まさかアレックスの親戚とかじゃないよね」

　あれほどの有名人を知らないことはないだろう。『そういえば、彼も同じ名前だな』なんて返事が来るだろうと思っていた佑樹は、返ってきたアレックスの言葉に耳を疑った。

「ロイは俺の兄だ」

「あ、兄……？」

「ロイは日本でも有名なんだな。佑樹が知ってるなんて嬉うれしいよ」

　瞬まばたきをするのも忘れて目を見張って驚いている佑樹に、アレックスは屈くつ託たくなく笑う。

「じゃあ、つまりアレックスはロイの弟ってこと？」

　当たり前に導き出される関係を敢あえて確認すると、アレックスは佑樹が疑いを持っているのだと勘違いしたようだった。

「ああ、母親は違うから顔はあまり似ていないが、正しよう真しん正しよう銘めい兄弟だよ。どうして、佑樹はそんなに驚いているんだ？」

　アレックスは、目を丸くしている佑樹を不思議そうな眼まな差ざしで見つめている。まさか、と思っていたことが的中していたことに、ただ呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

（これは夢か何かか？）

　こっそり手の甲こうを抓つねるという古典的な方法で状況を確認してみる。痛みを感じたということは、夢ではないようだ。それに、これが夢だとしたら見たことのないアレックスの顔がわかるのはおかしい。

　彼に対しても、どこから説明すればいいかわからない。第一、説明を求めたいのは佑樹も同じだ。ロイの弟がいま自分の目の前にいる偶ぐう然ぜんは、まるでドラマか映画のようだ。

　そもそも、佑樹の部屋をアレックスが訪ねてきたのは偶然だったのだろうか。考えれば考えるほど、謎なぞが深まっていく。

（えーと、まずは状じよう況きようを整理しよう）

　こういうとき、パニックに陥おちいっても仕方がない。とりあえずは自分たちの関係を明らかにすべきだ。

「……あのさ、森住惺って知ってるよね……？」

「もちろんだ。どうして、佑樹が惺のことを知ってるんだ？」

　今度はアレックスが驚く番だった。お互い、狐きつねに抓つままれているような状態だった。

「惺は俺の親友なんだ」

「惺の親友？」

「あと、ロイとも何度か会ったことがある」

　ロイと出で逢あうことになった経緯いきさつを搔い摘つまんで説明することにした。

　あれは何年前のことになるだろうか。佑樹たちがまだ高校生だったときの話だ。

　メジャーリーガーという本来なら縁えんなどないであろう有名人と知り合いになったのは、それこそ映画のような偶然が重なった結果だ。

　ロイが日本に単身やってきたのは、義理の母親が日本に残してきた娘に手紙を届けるためだった。人捜さがしのために日本へやってきたロイは、雨の中、不案内な土地で迷子になっていたそうだ。

　来日してからもパパラッチに追われていたロイを親友の惺が保護したことが出逢いのきっかけだ。その後、惺に協力を頼まれ、微び力りよくながら手を貸したというわけだ。

「もしかして、ロイが日本で惺と一いつ緒しよに協力してくれたのは佑樹だったのか？」

「そうそう、それが俺だよ！」

　あの一件を聞いているなら、話が早い。

「……そうか、佑樹は惺の親友だったのか。こんな偶然があるんだな」

「俺もびっくりだよ。アレックスがロイの弟だったなんて……」

　思い返してみれば、惺の口からアレックスの名は聞いたことがあるような気もするけれど、とくに珍しい名前でもないし、直接言葉を交かわしたこともなかったため、気に留めることもなかったのだ。

（……ていうか、俺、ロイの弟にあんなことさせちゃったのか……）

　自分の記き憶おくが正しければ、まだ未成年のはずだ。アレックスが気にしていなくても、大人として責任を感じる。ロイや惺にどう申し開きをすればいいだろう。

「訪ねる部屋を間ま違ちがえたのは、運命だったのかもしれないな」

「へ？」

「あのタイミングでここへ来ていなければ、佑樹を助けることができなかっただろう？」

　自己嫌けん悪おに陥る佑樹に対し、アレックスは呆あきれるほどポジティブだった。

　さっきのことを微み塵じんも気にしていない様子のアレックスを見ていると、複雑な気分になってくる。年下のはずなのに、やけにどっしりと落ち着いているのは経験の差だろうか。

（俺が気にしすぎなのかな）

　云いうなれば、あれはただの『処理』だ。あの行こう為いに他意はない。男同士なのだから、ヘンに気にするほうがよくないかもしれない。

　いつまでも薄うす暗ぐらい寝しん室しつに二人でいるせいで、余計に意識してしまうのだろう。そう考え、寝ね乱みだれていた衣服を整えながら、ベッドを降りる。

「あ、あのさ、コーヒーでも飲まない？　インスタントしかないけど」

「俺に気を遣つかう必要はない。佑樹はそのまま横になっていてくれ」

「もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　むしろ、コーヒーを飲みたいのは自分だ。こんがらがってしまった頭にカフェインを入れてすっきりさせたい。

（もう、あいつのことは忘れよう）

　いつまでもくよくよしていても仕方がない。落ち込んだりなんかしたら、それこそ岡崎の思う壺つぼだ。

　寝室のドアをスライドさせると、荒あれていたはずのリビングは、ある程度片づいていた。きっと、佑樹が眠ねむっている間にアレックスが片づけてくれたのだろう。

　それでも、襲おそわれたときの記憶が戻もどるには充じゆう分ぶんだった。力の入らない体を友人だと思っていた相手に組み敷しかれたときの絶望感は言葉では云い表しようがない。

　暴力への恐きよう怖ふというよりも、信しん頼らいを裏切られたことへの衝しよう撃げきが大きかった。あのときの岡崎の話の通じなさは、まるで宇宙人のようだった。

「────」

　部屋がぐにゃりと曲がったかのように視界が歪ゆがむ。そのせいで足あし下もとが急に不安定になり、心こころ許もとなさに襲われた。

「佑樹？」

「……ッ」

　そっと肩に触ふれられ、びくんと体が大きく跳はねた。寝室から一歩出たところで、固まっていたようだ。

「ご、ごめん、ちょっとだけさっきのことを思い出しちゃって……。でも、もう平気だから。部屋、片づけておいてくれたんだね、ありがとう」

　佑樹は無む理り矢や理り笑えみを浮うかべ、岡崎が持ってきたつまみ類を片っ端ぱしからビニール袋ぶくろの中に突つっ込んでいく。食べ物に罪はないけれど、何が入れられているかわからないものをそのままにしてはおけない。ワインも全すべてシンクに流してしまった。

　あっという間にローテーブルの上はまっさらになったけれど、テレビの横に残されていた岡崎の上着に気づいた瞬しゆん間かん、片づけの手が止まる。

「────」

「それはあの男のものか？」

「……うん。明日にでも家に送っておくよ。もう会わないほうがいいだろうし」

　幸い貴重品は身に着けていたようでポケットには何も入っていなかった。不要な紙かみ袋ぶくろに無造作に突っ込み、目に触れないよう廊ろう下かに置いた。

「彼は『友人』だったのか？」

「俺はそのつもりだったんだけど、あっちはそうじゃなかったみたい」

　アレックスの問いかけに、佑樹は乾かわいた笑いを浮かべる。このところ、連絡が頻ひん繁ぱんに来ていたけれど、まさかあんなふうに岡崎が思い詰めていたなんて想像もしていなかった。

　岡崎が自分の周辺をうろついていたことには、少しも気づかなかった。さっきの口振りから察するに、ずいぶん前から見張られていたようだ。

　盗とう聴ちようにまでは及およばなかったのは、この部屋に招き入れたことがなかったからだろう。

「俺が好きだって云ってた。けど、本当に好きなら」

「やっぱり、まだ休んでいたほうがいい」

　アレックスは強ごう引いんに佑樹を座らせ、自分もその横に腰こしを下ろした。

「無理に笑うことはない。誰だれだって、あんなことがあったら平然とはしていられないものだ」

「……っ」

　佑樹は立てた膝ひざに顔を埋うずめ、浮かんできた涙なみだを隠かくした。

　どうして、岡崎はあんなことをしてきたのだろう。常識では量れない思考回路のことはまったく理解できない。何か、自分にも非があったのだろうか。

　岡崎と親しくなったのは、たまたま席が隣となりになった佑樹が声をかけたことがきっかけだった。大学に入学したての頃ころ、岡崎は人間関係が上手うまく築けずに孤こ立りつしていた。彼にとって、大学で初めてできた友人は佑樹だったのだ。

　もしかしたら、そのことで人づき合いが苦手な岡崎は、佑樹に対して子供じみた独どく占せん欲よくを持ってしまったのかもしれない。結局、彼の心の内は想像するしかない。

「───家具の配置を変えてみたらどうだろう？」

「え？」

　唐とう突とつな言葉に、佑樹は目を瞬しばたたいた。

「嫌なことがあった場所には嫌な記憶が染しみつくものだ。部屋の様子が変われば、少しは払ふつ拭しよくできるかもしれないだろ」

「……そうだね。うん、そうする」

　アレックスの前向きな提案に、少しだけ気持ちが明るくなった。岡崎が座っていたクッションは捨てて、テレビの位置も変えてしまおう。

　この際、以前から目をつけていたソファを購こう入にゆうしてしまってもいいかもしれない。貯金に余よ裕ゆうができるまで我慢しようと思っていたけれど、鬱うつ々うつとし続けるのは精神衛生上よくない。

「ありがとう、アレックス。いてくれて、すごく助かった」

　改めて礼を云うと、アレックスは『どういたしまして』と微笑ほほえんだ。その優やさしい眼まな差ざしにほっとする。目が細められると、長い睫まつ毛げが白い肌はだに影を落とす。王子様然としたその容貌を見ていると現実感がなくなっていく。

（……って、何度見み蕩とれれば気がすむんだよ！）

　面めん食くいの自覚はないけれど、これだけ目を奪うばわれてしまうのは、やはり彼の顔立ちのせいだろう。もしかしたら、自分はこういう顔が好みだったのかもしれない。

　気まずさをごまかそうと、佑樹は違ちがう話題を振った。

「そういえば、アレックスは誰のところに行くつもりだったの？」

「ある女性を訪ねて来たんだが、どうやら住所が違っていたようだ」

　そう云って、住所のメモを見せてくれる。そこに綴つづられた地名も番地も部屋番号も、佑樹の住むマンションと部屋のものと同じだった。

「これはその人が書いたの？」

「ああ、そうだ」

「もしかしたら、部屋の番号を書き間ま違ちがえたのかもね。その人に電話してみた？」

　佑樹の問いに、アレックスは苦い表情を浮かべた。

「……実はいまの電話番号を知らないんだ」

　親しくしていても、メールアドレスしか知らないことはままあることだ。相手がメールに気づいてくれなければ、連絡を取り合うことはできない。

「その人はアレックスの彼女？」

「友人以上恋こい人びと未満といったところだ」

「どういうこと？」

　はっきりとしない関係性に首を傾かしげる。

「俺が彼女と出で逢あったのは今年の夏なんだ。彼女は旅行で俺の地元に来ていて、アルバイト先で知り合った。そのときに親しくなったんだ」

　アレックスが聞いたところによれば、彼女は暴力を振るう恋人とやっと別れることができたらしく、その旅行は気分転換にと友人が誘ってくれたものだったらしい。

　見ず知らずの佑樹を身を挺ていして助けてくれたのは、彼女のことがオーバーラップしたせいもあったかもしれない。

「辛つらいことがあったばかりだというのに、健けな気げに笑おうとしていて……だから、俺が支えてやれたらと思ったんだ」

「もしかしたら、その彼女はアレックスと出逢うことが『運命』だったのかもね」

　少しでも力づけられたらと、さっきアレックスの使った言葉を引用した。

　佑樹の言葉に、アレックスは小さく笑った。自信がないように見えるのは、それだけ真しん剣けんに思っている証しよう拠こだろう。

「そうだといいんだが……」

「告白はしなかったの？」

「男に対してトラウマを抱かかえた彼女の気持ちを考えたら、自分の気持ちを伝えられなかった」

「そっか。確かに、そういう事情があったら云いいにくいよな」

　恋愛で辛い経験があった相手に告白することに二の足を踏ふんでしまう気持ちは理解できる。とくに恋愛で嫌な目に遭あったあとでは、新しい恋こいを始めるのは簡単ではないだろう。

「でも、彼女もアレックスのこと好きだったんじゃないの？」

「少なくとも、俺と一いつ緒しよにいるときはよく笑っていた。───だから、次に会ったときに伝えるつもりだったんだ」

「次？」

「彼女が帰国するときに約束したんだ。『次は俺が会いにいく』って」

「……ッ」

　アレックスの優しい表情に、胸がぎゅっと締しめつけられる。

　まだ恋人でもない相手のために、海を越こえて飛んでくるなんて、かなりの情熱家だ。それだけ、相手のことを愛しているのだろう。こんなにも真剣に思われている相手が羨うらやましかった。アレックスならきっと、恋人を誰よりも大事にするに違いない。

（───って、何考えてるんだよ！）

　キスなんかしたせいで、ヘンな気分になっているのかもしれない。

　わかっている。自分が恋に恋しているだけだということは。ドラマみたいな恋愛に憧あこがれているから、この歳になっても恋人ができずにいるのだろう。幼い頃、近所に住んでいたお姉さんに淡あわい憧れを抱いだいたことはある。けれど、あれは初恋と云えるようなものではなかった。

　別に主義主張があって、恋人がいなかったわけではない。

　大学生の頃、彼女を作ろうと努力してみたこともあるけれど、つき合いたいと思うほど好きになれる人はいなかった。

　友人として好きな人はたくさんいるし、それなりにいい雰ふん囲い気きになった相手もいた。けれど、いつも友達の一線を越えられなかった。

　つき合っているうちに段々好きになってくるものだと云う友人もいるが、佑樹はそんな曖あい昧まいな気持ちで誰かと交際するのは失礼だと思う。考え方が古くさいと揶や揄ゆされることもあるけれど、その主義は覆くつがえせない。

　佑樹が恋愛に足を踏み出せないのは、親友が映画のようにドラマチックな恋愛の末に結ばれたことも関係しているのかもしれない。彼らのお互たがいを想おもい合う姿はまさに理想だ。障害や困難もあったけれど、いまは一緒に暮らしている。

「日本に来ることはロイたちに云ってきたんだよね？」

　何気ない問いだったのだが、アレックスは表情を曇くもらせた。

「……いや、黙だまって出てきた」

「え、どうして!?」

　惺からはとても仲のいい兄弟だと聞いている。こんな大事な話をせずに出てきたなんて信じられない。

　ロイの弟が日本に来るなら、惺が何か云ってくるはずだ。何の話もされていないということは、アレックスが皆みなに黙って出てきたのは事実なのだろう。

「実は彼女とのことは反対されてたんだ。急に連絡がつかなくなるなんて怪あやしいって。俺が騙だまされてたんじゃないか、もう忘れろって、みんなそう云うんだ」

「連絡つかないの!?」

　アレックスは表情を曇らせ、言葉を途と切ぎれさせる。逡しゆん巡じゆんを見せたあと、重い口を開いた。

「しばらく前から電話に出なくなって、メールの返事が来なくなったんだ。手紙も書いたんだが、それも届いたかどうか。先週にはメールもエラーで返って来てしまって……」

「え、それって───」

　ここの住所に宛あてて手紙を書いたのなら、彼女に届かなくても仕方がない。最近はマメにポストを覗のぞいていないから、ダイレクトメールなどに紛まぎれている可能性もある。

　けれど、メールも届かないということは意図的にアドレスを変へん更こうしたか、プロバイダーを解約してしまった可能性が大きい。友人ならば変更後に知らせるのが普ふ通つうだ。連絡しそびれただけかもしれないが、大事な人なら真っ先に告げるのが普通だろう。

「ＳＮＳのアカウントは残っていたから、それでメッセージを送ってみたんだが、それも見てくれているかどうか……。彼女に何かあったとしか思えない。暴力を振るっていた恋人から逃にげなければならない状じよう況きようにあったなら、放ほうっておくわけにはいかないだろう」

　アレックスの不満げな様子に、何となく事情が透すけて見えた。

　彼らの心配は尤もつともな話だ。アレックスの説明を聞いただけの佑樹が一いつ瞬しゆん疑いを持ってしまったのだから、周囲にいる人たちがより不安を抱いてもおかしくはない。

「それは───」

「みんな、俺のことを心配しすぎなんだ。彼女はそんな人じゃないと、俺は信じてる」

　顔立ちは似ていないと思ったけれど、お人ひと好よしそうなところはロイとそっくりだ。そこが彼ら兄弟の長所でもあり、短所でもあるのだろう。

　好きになった相手を信じたいという気持ちはわかるし、アレックスを心配する家族の気持ちも痛いほど理解できる。

「アレックスの気持ちはわかるけど、黙って出てきちゃったんだったら、いまごろ騒さわぎになってるんじゃないの？」

　末の弟が何も云わずに姿を消したら、家族は心配するはずだ。

（そういえば、ロイも似たような行動してたっけ）

　突つっ走りやすい性格なのは、血筋なのかもしれない。

「それは心配ない。クリスマスまでアルバイトをしてる予定だと云ってあるから、あと数日は大だい丈じよう夫ぶだろう」

　どうやら、アリバイ工作までして来たらしい。果たして、アレックスの思おも惑わく通りにいっているのだろうか。

「つまり、クリスマスには家に戻もどってないとヤバイってことだよね？」

「まあ、そういうことになるな」

　そう考えると、あまり時間はないようだ。タイムリミットまでに全力を尽つくすしかない。

「彼女、引っ越す話はしてた？」

「いや、そういったことは何も聞いていない」

「うーん、手がかりなしに捜さがすのはさすがに難しいんじゃないかなあ。大体の場所がわかれば手もあるけど、いくら日本がアメリカよりは狭せまいって云ったって虱しらみ潰つぶしに回れるわけじゃないし」

　ロイのときは、捜し人の住所がわかっていたから簡単だった。今回、わかっているのは相手の名前と容姿のみだ。

　本当にＤＶの加害者から逃げているとしたら、捜し当てるのは至難の業わざだ。

「それでも、できる限りのことをしたいんだ。彼女がよく行くと云っていた場所を回ってみようと思ってる。それでも会えるかどうかわからないが、何もしないでいるのは嫌なんだ」

「……そっか」

　憶おく測そくではなく、自分の目で確かめてから判断したいのだろう。

　もしも『彼女』が見つからなかったときに、アレックスはどうするかを決めているのだろうか。もし再会できたとしても、快い反応が得られるかどうかはわからない。

　向こうから連絡が来なくなったことを鑑かんがみても、相手が喜んでくれる可能性は大きくないのではないだろうか。何も云わずに連絡手段を絶ったということは、縁えんを切るつもりのはずだ。

（でも、そんなこと云えないよな……）

『彼女』を信じ切っているアレックスに、冷や水をかけるような問いはできなかった。そもそも、家族のアドバイスを聞き入れずに単身日本にやってきたくらいなのだから、そんな想定はしていないだろう。

「で、日本にいる間、どうするか決まってるの？　ホテルはこの近く？」

「実は空港から、まっすぐここに来たんだ。これからホテルを取ろうと思ってる」

「えっ、これから!?」

　やや大きめの荷物を持っているとは思っていたけれど、まさか空港から直行だったとは思わなかった。

「予約をしようとは思ったんだが、高いホテルしか見つけられなかったんだ。カードは持ってきてあるが、できるだけ無む駄だ遣づかいはしたくない。どこか安いところを知ってたら、教えてもらえると助かるんだが……」

「うーん、安いところかあ」

　アレックスの予算を訊きいてみたところ、チェーンのビジネスホテルでもやや割高になってしまう金額だった。

「あれ？　何とかって有名なホテルにコネがあるんじゃなかったっけ？」

　難しいことはわからないが、クロフォード家はかなりの資産家だ。父親だけでなく長男も優ゆう秀しゆうな経営者で、次男は著名なメジャーリーガーだ。

「今度のことに、家族の力は借りたくないんだ」

「そっか……。あっ、じゃあ、ウチに泊まれば？　この通り狭いし、大したもてなしはできないけど、寝るだけなら問題ないよね」

　ちょっとくらい恩返しができたらと思い、そう申し出た。

　親の資産に頼りたくないというアレックスの気持ちは理解できる。学生だということを考えたら、自由になるお金がそう多くないのは当然だ。親友の身内とも云いえる男を放っておくわけにはいかないし、それ以上に佑樹自身がアレックスのことが気になっていた。

「いや、そこまで世話になるわけにはいかない。佑樹には佑樹の生活があるだろう」

「気にしないでいいよ。俺も、平日は帰ってきて寝るだけだし……あ、でも、俺と一いつ緒しよじゃ気詰まりか……」

　普通に考えれば、ホテルに泊まるほうが気は楽だし、身動きも取りやすい。

「そんなことはない。佑樹の厚こう意いは嬉うれしい。先のことを考えると、資金は節約できたほうがありがたい。本音を云えば甘えさせて欲しいくらいだ」

「だったら、遠えん慮りよしないでいいから。本音を云えば、俺もしばらくは誰だれかいてくれたほうが気が紛れるし」

「佑樹───」

　岡崎を部屋に上げることは、もう二度とない。けれど、やはり一人になれば襲おそわれたときのことを思い出してしまいそうだった。

「助けてもらったお返しに、アレックスの手伝いをするよ。大して役には立たないかもしれないけど、不慣れな日本で一人でうろうろするよりマシだろ」

　彼女に会うべきかどうかは佑樹には判断できない。けれど、アレックスの気持ちを考えたら、何もしないまま帰国したくはないだろう。

「いいのか？」

「仕事の合間にしか動けないから、それでよければだけど」

「それじゃあ、甘えさせてもらえるだろうか？　その代わり、この家にいる間は俺が佑樹のボディガードになる。ああいう男はしつこい性格をしていることが多いからな」

「じゃあ、契けい約やく成立ってことで」

　アレックスは表情を綻ほころばせて、佑樹の手を握にぎり返してきた。ほっとした様子で向けてきた笑えみに、ドクンとまた心臓が大きく跳はねた。

（……今日はおかしいな）

　自分でも不可解な反応をしてしまっている。きっと、無闇にドキドキしてしまうのは、アレックスがやたらと男前なせいもあるだろう。

　ここまでの美形を目の前にしたのは、ロイやユーイン以来だ。血けつ縁えんということもあるけれど、イケメンの周りにはイケメンばかり集まるのかもしれない。

「じゃあ、布ふ団とん出すから手伝って。足がはみ出しそうだけど、我慢してよ」

　ほとんど使ったことはないけれど、弟たちから「泊まりに行くこともあるかもしれないから」と云って引っ越こすときに無む理り矢や理り一組の布団を押しつけられた。スペースを取るため、邪じや魔までしかなかったけれど、これでようやく役立てることができる。

「布団？　敷しき布団で眠るのは初めてだ」

　急に子供のように目を輝かがやかせたアレックスに小さく噴ふき出してしまう。大人びて見えるけれど、年相応な部分もあるようだ。

（兄弟揃そろって、人好きするタイプだよな）

　こういう無む邪じや気きなところが、面めん倒どうを見てやりたくなってしまう要因なのかもしれない。

　また、こうやって『非日常』に顔を突っ込むことになるとは思わなかったけれど、こういうのも一つの縁だ。人の恋こい路じを応おう援えんするのが、自分の使命なのかもしれない。

「それで、『布団』はどこにしまってあるんだ？」

「いま出すから、ちょっと待ってて。ウチじゃ枕まくら投なげはできないからな」

「枕投げとは何だ？　日本の伝統行事か？」

「……やっぱり、そこ座ってて」

　そわそわしているアレックスに苦く笑しようしながら、佑樹はクローゼットの扉を開けた。







　　　　　２




　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日に目を覚ました佑樹は、いつものように携けい帯たい電でん話わを確かく認にんしようとして、枕元にないことに気がついた。

（そうだ、コートのポケットに入れたままだ）

　会社から帰る途と中ちゆうで岡崎と待ち合わせをして、そのまま部屋飲みを始めたのでマナーモードのままにしていたのを思い出す。

　ベッドの横に敷いた布団でぐっすりと眠っているアレックスを起こさないよう、そっと寝しん室しつを抜ぬけ出し、壁かべにかけたコートのポケットを探さぐる。携帯電話は着信を知らせるライトをチカチカとさせていた。

「……何だ、これ」

　着信履り歴れきを確認してみると、岡崎の名前で埋うめ尽つくされていた。音が鳴らないせいで気づかなかったけれど、早朝からしつこく電話をかけてきていたようだ。自宅の固定電話にかかってこなかったのは、引っ越してからの番号を教えていないからだろう。

　電話だけでなく、おびただしい数のメールも届いている。尋じん常じようではない様子に、ぞくりと背筋がおののいた。いくつか内容を確認すると、強ごう引いんな手段に出たことへの謝罪と云い訳から始まり、やがては脅おどしとも取れるような文面が綴つづられていた。

　とくにアレックスへ対しての恨うらみが大きいようで、「お前は騙だまされてる」とか「酷ひどい目に遭あわされるぞ」とか好き勝手なことを書いていた。

（酷い目に遭わせようとしたのは、どこの誰だ）

　憤いきどおりを通り越して、呆あきれてしまう。自分の所業を棚たなに上げている自覚もないのだろう。

　全すべてのメールを読む気にはならず、とりあえず、最後に届いたものだけ確認しておこうとした瞬しゆん間かん、手の中の携帯電話が震ふるえた。

「……ッ」

　ぼんやりとしていたせいで、携帯電話を取り落としそうになった。慌あわてて強く握りしめた弾はずみで、そのメールを開いてしまった。

「なっ……」

　───あの男を泊めたのか？

　まるで、どこかから見張っているかのような文面に血の気が引いた。

　アレックスからのストーカーなのかという問いに、岡崎がキレていたけれど、実際に後ろめたいことをしているからあんなに激げつ昂こうしたのだろう。

　まさか、昨夜からずっと自分の部屋を見張っていたのだろうか。

（いや、もっと前から見てたのかもしれない）

　その日突とつ然ぜん、行動がエスカレートするとは思えない。これまでにも似たようなことをしていたはずだ。

「佑樹？」

「……ッ、ごめん、起こしちゃった？」

　寝室からアレックスの声が聞こえてきた。平へい衡こう感かん覚かくを失いかけ、床ゆかにめり込んでいってしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいっていた佑樹はその声で、ふっと気持ちが軽くなった。

　平常心を取り戻もどせたのは、信しん頼らいできる誰かが傍そばにいる安心感からだ。アレックスへの手助けのつもりだったけれど、助かったのは佑樹のほうだった。

「いや、自分のベッド以上によく眠れた。覚えていないが、いい夢を見ていた気がする」

「昨日はすぐ寝ちゃってたもんね」

　昨夜、アレックスは布団に入った途と端たん、すぐに眠りに落ちていた。時差ボケだけでなく疲つかれも溜たまっていたのだろう。

「佑樹はちゃんと眠れたか？　顔色が悪い」

　薬の影えい響きようを心配してくれているのだろう。アレックスの懸け念ねんを取り除かなければと、努めて笑みを浮うかべた。　>>>♥

「体調は大だい丈じよう夫ぶ。実は寝てる間にあいつから電話が来てたみたいなんだ。それで、嫌なこと思い出しただけ」

　メールを見せたら、このまま警察に駆かけ込みかねない。そう思い、携帯電話は音を消したまま、コートのポケットに戻した。

「電話？」

「音消したままだったから、全然気づかなかったけど。きっと、いまはムキになってるんだと思う。そのうち飽あきて連絡も来なくなるよ」

　不安を押し隠かくし、楽観的な言葉を口にした。むしろ、これは自分の希望と云いったほうが正しいかもしれない。そんな佑樹に、アレックスはなかなか表情を緩ゆるめてくれなかった。

「本当に警察へ通報しなくていいのか？　これは完全に犯罪だ」

「しても無む駄だだと思うよ。日本じゃそう簡単に動いてくれないから。俺が女の子ならまだしも、男同士じゃ尚なお更さら相手にしてもらえないと思う」

　ストーカーという言葉が一いつ般ぱん的になってきているとは云え、いまの段階で通報や相談をしたところでまともに取り合ってはもらえないだろう。悔くやしいが、それが現実だ。

「だったら、弁護士を立てたらどうだ？」

「そこまで大おお袈げ裟さにしたくないよ。このマンションには同じ会社のやつがいっぱいいるんだ。ヘンな噂うわさが立ったら、仕事に差し障さわる」

　昨夜、玄げん関かん先さきで騒さわぎを起こしてしまったのはまずかった。比ひ較かく的てき壁かべが厚いしっかりとした造りのマンションのため、部屋の中でのやりとりは聞こえていないだろうが、岡崎を廊ろう下かに叩たたき出したときの話し声は筒つつ抜ぬけだっただろう。

　せめて、酔っ払いのケンカだと思っていてくれればいいのだが。

「しかし、それでは何の抑よく制せいもできないじゃないか。あの男の良心に期待することしかできないなんて……」

「身辺には気をつけるし、マンションの管理人さんにも話はしとくよ。もし、このあとも何かしてくるようなら、そのときは通報する」

「危険を感じたら、すぐに警察に行くと約束してくれ」

「うん、わかった」

　不安を拭ぬぐえないといった表情のアレックスの目を見て頷うなずく。出で逢あったばかりの自分のことをこんなにも親身になって心配してくれるなんて、本当に人が好よいのだろう。

（お人好しで心配性しようなところは惺に似てるかも）

　きっと、二人はいい友達になっているに違ちがいない。

「そうだ、朝ご飯食べない？　昨日はご飯どころじゃなかったからお腹なか空すいちゃった」

　そう云うと、アレックスはぱっと表情を輝かせた。

「実は空腹で目が覚めたんだ」

「ごめんね、気が利きかなくて。いま用意するからテレビでも見て待ってて。大したものは作れないけど、腹の足しにはなるだろうから」

　薬や缶かんを火にかけ、トースターに食パンを放ほうり込む。ベーコンエッグを作っている間にトマトをスライスしてそれぞれの皿に添そえた。空腹だというアレックスのぶんは目玉を三個にしておいた。

　準備のできたものからテーブルに運び、最後に冷蔵庫からカップのヨーグルトを出して朝食の仕し度たくが終わる。

「お待たせしました」

『待て』の指示を与あたえられた犬のように背筋を伸のばして座っているアレックスの前に、佑樹も腰こしを下ろす。

　昨日まで使っていたクッションは昨日のうちにゴミ袋ぶくろに突つっ込んでおいた。絨じゆう毯たんの上に直じかに座るのはやや腰が痛いが、嫌なことを思い出すよりはマシだ。

「美味おいしそうだな。まるでホテルの朝食だ」

「ごめんね、簡単なものしかできなくて。口に合えばいいんだけど」

「いただきます」

　アレックスはごく自然にそう口にし、フォークではなく箸を手に取った。

　がつがつとした食べ方ではないのに、あっという間に皿の上のものが彼の胃の中に収まっていく。トーストは多めに用意したのだが、全然足りなかったかもしれない。

　その食べっぷりに感心していると、アレックスが急に気まずげな表情を浮かべた。

「……あ、すまない。佑樹のぶんまで食べてしまったか？」

「ううん、そうじゃないけど足りなかったかなと思って。ベーコンはもうないけど、卵なら残ってるからまた焼こうか？」

「いや、これで充じゆう分ぶんだ。とても美味しいよ」

「よかった。あんまり料理は得意じゃないんだけど、目玉焼きだけは得意なんだ」

　幼い弟たちの面めん倒どうを見ながら留守番をしていた頃ころ、お腹空いたと騒ぐたびに作っていた成果だ。当時はうるさい口を封ふうじるための手段だったけれど、いまはこうして一人暮らしの役に立っている。

「惺もそうだが、日本人は本当によく謙けん遜そんするな」

「だって、他ほかに作れるものっていったらカレーと肉じゃがくらいだよ？」

　同じ材料を煮にて、違う味つけをしただけの料理だ。節約のために会社には弁当を持っていくようにしているけれど、それだって大半は冷れい凍とう食しよく品ひんを利用している。

「それでも、こんなに美味しいものが作れるんだから、もっと誇ほこってもいいだろう」

「そうかな」

　手料理を食べさせたことがあるのは、家族と惺くらいのものだ。誰だれかに喜んでもらえると、作り甲斐がいがあるというものだ。

　照れくささを誤ご魔ま化かそうと、佑樹は話題を変えた。

「そういえば、今日はどうするか決めてある？」

「具体的にはまだ決めていない。初めから弱音を吐はくようだが、途と方ほうに暮れている」

　教えてもらった住所に住んでいなかった場合の対応は考えていなかったのだろう。

「じゃあ、一いつ緒しよに考えてみようよ。いままでした会話とかメールに、何かヒントがあるかもしれないし」

　まずは状じよう況きようを整理するところから、始めることにした。第三者である佑樹が話を聞けば、当事者にはわからないことが客観的に見えてくることだってあるはずだ。

「そうだな。佑樹の云うとおりだ」

　少しだけアレックスの表情が明るくなった。

「ねえ、彼女の住所をもう一度見せてもらってもいい？」

「ああ、もちろん」

　差し出されたメモを改めて注視する。女性らしい丸い字体で書かれた住所は、やはり間ま違ちがいなくこの部屋だった。

　郵便番号や番地などの数字も、読み違えてしまいそうな書き方はされていない。

（でも、何でウチの住所なんだろう？）

　まず初めに考えられるのは、住所を書き間違えているという可能性だ。単純に部屋番号が違っているだけなら、このマンションに住んでいることになる。そして、二つ目に以前この部屋の住人だった可能性が考えられる。

　佑樹がこの部屋に引っ越こしてきたのは今年の秋のことだ。

　このマンションには会社が借り上げて社宅代わりにしている部屋がいくつかあり、家賃補助がある。入居できるのは入社五年までの独身者のみで、希望者もたくさんいる。

　佑樹も以前から申しん請せいを出し続けており、その一つが空くということでやっと回ってきたのだ。

（俺の前に住んでたのは女の人だったはずだけど、結けつ婚こんで退去することになったんじゃなかったっけ…？）

　詳くわしい話は聞いていないが、佑樹が引っ越してきたときにマンションの管理人がそんなことを口にしていた気がする。

「訪ね先を間違えているか？　タクシーの運転手に教えてもらってここまで来たんだが」

「いや、住所はここで合ってるけど……。あのさ、彼女から仕事の話とか聞いてない？」

　部署がわかれば、調べようがあるかもしれない。そう思っての問いかけだったが、返ってきた答えは意外なものだった。

「彼女は学生なんだ。大学の休みを利用して、旅行に来たと云っていた」

「え、大学生？」

「ああ、英文科のある大学だと云っていた。たしか───」

　アレックスが口にした大学は、名の知れた都内にある女子大学だった。彼女のことを知れば知るほど、混乱していく。

「俺がここに引っ越してきたのは三ヶ月前くらいのことなんだ。もしかしたら、前の住人がその彼女なのかもしれないけど、この部屋にはウチの会社の人以外は入ってないはずなんだよね」

　マンション一棟とうの借り上げではなく、部屋ごとの契けい約やくだ。一階から六階までの角部屋が社宅代わりになっている。

　もし、アレックスが会いに来た女性とこの部屋の前の住人が同一人物だったら、アレックスは二ふた股またをかけられていたことになってしまう。

（いやでも、ウチの社宅にいた人って決まったわけじゃないし）

　悪いほうにばかり考えるのはよくない。彼女が本当は学生ではなかったとしても、そう口にしたのには理由があったはずだ。いまは行方ゆくえを捜さがすほうが先だろう。

「前の住人の名前はわかるか？」

「さすがにそこまでは聞いてないよ。でも、あとで管理人さんに訊きいてみようか」

　いまは個人情報の保護に厳しいけれど、世間話を装えば名字くらいは聞き出せるだろう。

「面倒なことを頼んでしまってすまない」

「わからないかもしれないから、あんまり期待しないで。あとはこのマンションの違ちがう部屋に住んでいるって可能性が大きいかな。部屋番号を書き間違えたってこともあるかもしれないし。あ、そうだ、彼女の写真ある？　一緒に見せたら、何か知ってるかもしれないし」

「ちょっと待ってくれ。あった、これが一番はっきりと写ってると思う」

　アレックスは携けい帯たい電でん話わを操作し、写真を見せてくれた。

「これが彼女？　綺き麗れいな人だね」

「最後の夜に一緒に食事をしたときのものだ。スライドすれば他の写真も見られる」

　スレンダーな和風の美人とアレックスが楽しそうに笑っている。長い黒くろ髪かみがいかにも『日本女性』といった印象の女性だ。

（ちょっと玲れい子こさんに似てるかも）

　服装や髪かみ型がたのせいもあるかもしれないが、アレックスの母の玲子に雰ふん囲い気きが似通っていた。

　ただ、佑樹の目には自分よりもいくつか年上に見えた。学生にしてはいい物を着ているようだし、肩から提さげているバッグは佑樹でも知っているような有名なブランドだ。

　学生と社会人では、どことなく雰囲気が違うものだ。少し違い和わ感かんを覚えたけれど、社会人になったあと、学び直したいと大学に入る人もいる。年ねん齢れいなどで決めつけるのはよくないだろう。

　彼女はアレックスに寄りかかるように体を寄せており、二人の様子は佑樹から見たら恋こい人びと同士としか云いいようのないものだった。

（本当に男にトラウマがあるのか？）

　きちんと告白していないと云っても、これではアレックスが勘かん違ちがいしてしまっても仕方がない気がする。こんなふうに親しげにされたら、好意を持ってくれていると思って当然だ。

「大学に行ってみれば何かわかるかも。でも、いまは個人情報がうるさいからなあ……」

「場所がわかるなら行ってみるよ。運がよければ彼女の友達に会えるかもしれない」

「それが確実かも。あ、でも、今日は土曜だから学生はほとんど来てないよ」

「そうか、それもそうだな」

「平日は案内できないから、今日行ってみる？　一度行っておけば迷わないだろうし。電車の乗り換かえも初めてだとわかりにくいと思うから」

　地図や乗り換えを調べておくつもりだが、一度経験しておけば困ることはないだろう。まずは管理人のところに聞き込みに行かなくては。住み込みではないため、彼は夕方には帰ってしまう。

「───ありがとう、佑樹」

「い、いきなり、何？」

　手を両手で握にぎられ、ドキリと心臓が跳はねた。

「佑樹がいなかったら、一人途方に暮れているだけだっただろう。本当に感謝してる」

　手を握って感謝するアレックスに、居たたまれなさが否いなめなかった。大したこともしていないのに面と向かって礼を云われるのは、どうにも気き恥はずかしい。

　もし、この部屋の前の住人とアレックスの云う女性が同一人物なら、噓うそを吐つかれていたことになる。できることなら、別人であることを祈いのるばかりだ。

　知らぬが仏という言葉もあるくらいだ。彼女を見つけられずに帰国したほうが、いい思い出のままですむかもしれない。

「佑樹に出で逢あえてよかった」

「……ッ、い、云いすぎだって」

　手を握られたままじっと見つめられ、ドギマギとしてしまう。いくら目を奪うばわれるほどのイケメンだとしても、運命の恋人を捜している人相手に動どう揺ようするのはいいことではない。

（何でこんなにドキドキしてるんだよ！）

　心臓の高鳴りだけでなく、じわじわと顔が熱くなってくる。佑樹は気まずさをごまかそうと、話題を変えた。

「いや、ホントに気にしないでいいから！　俺だってアレックスがいてくれて助かったし、お互たがいさまだよ」

　何となく放ほうっておけない気持ちになったのは事実だが、助けられたのはこちらも同じだ。岡崎が何をしでかすかわからないいま、一人でいるのは少し怖こわい。

「他ほかにも役に立てることがあったら云ってくれ。俺にできることがあれば何でもする」

「そうだなあ……じゃあ、帰りに買い物につき合ってもらっていい？　あと、部屋の模様替がえの手伝いをしてもらおうかな」

　気き兼がねしているようだったため、敢あえて頼みごとをした。何かすることがあったほうが、来も紛まぎれるだろう。

「もちろん。力仕事なら任せてくれ」

　アレックスは、嬉うれしそうな笑えみを浮うかべ、力強く頷うなずいた。
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「……はあ……」

　ポケットから取り出した携帯電話を確かく認にんし、佑樹は大きくため息をついた。

　今日も朝から数えきれないほどのメールが届いていた。途と切ぎれていた数時間は、睡眠時間だったのだろう。

（あいつは暇ひまなのか？）

　謝罪から脅おどしのようなものまで、色んな内容のものがある。迷めい惑わくだからやめてくれと一度返信したら、電話やメールが嵐あらしのように返ってきた。

　諭さとしたところで、彼の耳には届かないだろう。もう佑樹の手には負えないと諦あきらめ、着信拒否をすることにした。しばらくはそれで静かになったのだが、やがて違うメールアドレスや電話番号でかかって来るようになった。

　拒否のしようがなく、いまは音を消して放置している。仕事の連絡も入るから、電源を落とせないのだ。いっそ、アドレスを変えてしまうべきだろうか。しかし、完全に連絡手段を絶ってしまった場合、会社に押しかけられる危険性もある。

　それにしても、岡崎は一日中メールを送り続けていて、仕事に支障は出ないのだろうか。

　朝、出がけにマンションの周囲をさりげなく見て回ってみた。そのときは岡崎の姿は見られなかったけれど、不ふ審しんなものを発見した。

　マンションのベランダを見上げることができる電信柱の陰かげに、空き缶かんと何本も煙草たばこの吸すい殻がらが落ちていた。

　誰だれの仕し業わざかまでは特定できないけれど、誰かがそこで長時間過ごしていたということだ。どんな銘めい柄がらを吸っていたかまでは覚えていないけれど、喫きつ煙えん者の岡崎である可能性は少なくない。

　見つけてしまった手前、放置しておくわけにもいかず、吸い殻をポイ捨てした犯人の代わりに清せい掃そうする羽目になった。

　アレックスに追つい及きゆうされたときの岡崎の物云いに不安になったため、日曜日に盗とう聴ちよう器きのチェックはしておいた。いわゆる『便利屋』に頼んだのだが、最近は似たような依い頼らいが多いらしい。

　幸い、盗聴器の類たぐいは見つからなかったけれど、鍵をこじ開けようとした跡あとが見られると云われたため、近いうちに鍵を変えることにした。夜はチェーンをかけるのを忘れないようにしたほうがいいだろう。

　平和そのものだった日常が、岡崎のせいで一変してしまった。一日でも早く、安あん眠みんできる夜を取り戻もどしたいものだ。

「うわ、相変わらず混こんでるなー」

　エレベーターを降りると、すでに社員食堂のカウンターは混み合っており、すぐ目の前まで列ができていた。佑樹は長く伸のびた列の最後に並ぶ。

　佑樹の会社の社員食堂はバイキング形式になっており、昼時は何品食べてもいいことになっている。前まえ以もつて購こう入にゆうしておいた食券を入り口で渡わたし、そのあとは好きなものをトレーに載のせていくだけだ。昼食後にはカフェスペースになるため、打ち合わせに使う社員も少なくない。

　メインの皿を手に取り、小こ鉢ばちを選ぶ。味噌みそ汁しるとご飯をよそってもらってから、広い食堂の中を見回した。

（社食に来てるはずなんだけど……）

　佑樹が捜さがしているのは、同期で人事部に所属している友人だ。個人情報を聞き出すのはあまり褒ほめられたことではないけれど、顔の広い彼なら個人的に知っていることも多いだろう。

　もし、佑樹の部屋の前の住人だったのなら、同じ会社に勤めているはずだ。

　土曜日のマンションの管理人への聞き込みは空から振ぶりに終わった。いつの間にか、管理人自体が替わっていたのだ。エントランスの掲けい示じ板ばんにそのことを知らせる張り紙がずっと貼はってあったらしいのだが、ろくに目を通すことなく通りすぎていた。

　たまたま顔を合わせたマンション内の住人にも訊きいてみたけれど、いまのところ成果はゼロだ。単身者専用マンションの場合、住人同士のつき合いは希き薄はくだ。佑樹自身、隣となりの部屋の住人の顔をはっきりとは思い出せない。

　週末を利用し、アレックスと二人で『彼女』が行きそうな場所を訊たずねて回ってみた。交かわした会話の中で出てきた地名や、これまでに送られてきたメールや写真などから、行動範囲を素人しろうとなりに推察してみたのだが、いまのところ彼女の影を見つけることすらできていない。

　元々、簡単にいくとは思っていなかったけれど、空振り続きで落ち込むアレックスの姿を見ているのは心苦しいものがあった。

（多分、彼女の言葉には噓も混じってるんだろうな……）

　アレックスの話を聞けば聞くほど、彼女のプロフィールには矛む盾じゆんが増えていく。許可を得ていくつかメールを読ませてもらったのだが、どの文面も好きな相手に送るようなものばかりだった。

　もしかしたら、アレックスが一方的に熱を上げているのではないかという疑いも持っていたのだが、あのメールの内容を読む限り、むしろ彼女のほうが積極的だったように感じた。

　好感を持っている女性から、毎晩夢に見るだの、いますぐ会いたいだの云いわれたら、男なら誰だって舞まい上がるに決まっている。

　あんなふうに期待を持たされて、一方的に連絡を絶たれたのなら、未練が残って当然だ。

「でもなあ……」

　客観的に見たら、やはり彼女の行こう為いは何かがおかしい。もしも、アレックスがただ遊ばれていただけなら目を覚まさせてやりたいのだが、いまはまだ難しいだろう。

　願わくは、噓うそを吐つかなければならないやむを得ない理由があって欲しい。そうすれば、アレックスが深く傷つかずにすむ。まずは『彼女』の正体を突つき止めることが先決だ。

　佑樹は窓まど際ぎわの席へ向かうふりをしながら、社員食堂内に視線を巡めぐらせる。柱の横のテーブルに目当ての顔を見つけ、さりげなく歩み寄った。

「よ、仲なか西にし」

　偶ぐう然ぜんを装って声をかけながら、空いていた正面の席に座る。

「初瀬？　お前が社食来るなんて珍めずらしいな。引っ越こしで金なくなったからって、倹けん約やくしてたんじゃなかったか？」

　社員食堂に足を運んだのは仲西に会うためなのだが、その目的をはっきり云うわけにもいかない。差し障さわりのない話題を続ける。

「たまにここの飯が食べたくなるんだよ。ウチの社食、味濃こいけど美味うまいんだよな」

　仲西の云うとおり、普ふ段だんは自分で弁当を作って持ってきている。料理の腕がいいわけではないけれど、少しでも節約しようと思ってのことだ。

「美味いのは事実だけど、本当は寝ね坊ぼうしただけだろ」

「いつもはちゃんと弁当作ってます。お前は相変わらず、毎日社食なのか？」

「弁当なんか作る時間があるなら、一分でも長く寝たいからな」

「相変わらず朝弱いんだな」

　研修の初日、ぎりぎりに走り込んできたのが仲西だ。目をつけられそうになったところを機転を利きかせて遅ち刻こくをごまかしてやったのが縁えんで仲よくなった。

「そう簡単に直るか」

「すごい音がする目覚まし時計を買ったんじゃなかったか？」

「近所から苦情が来て使えなくなった」

「どんだけ目が覚めないんだよ、お前」

　軽口を叩たたきながら笑い合う。一ひと頻しきり、近きん況きよう報告をしたあと、思い出したようなふりをして本題を切り出した。

「あのさ、仲西にちょっと頼みがあるんだけど」

「どうした？　珍しいな、初瀬から頼みごとなんて」

　必死になっているようには見えないよう、口に運んだご飯をゆっくり咀そ嚼しやくしたあとに飲み込んでから、再び口を開いた。

「俺、会社借り上げのマンションに引っ越したじゃん。昨日、前に住んでた人宛あての手紙が届いたんだよね。届けを出してないのか、転送されなかったみたいでさ。本人に返したほうがいいんじゃないかなと思ってさ。その人、いまどの部署にいるかって調べられる？」

「調べられなくはないだろうけど、そういうのは個人情報だから難しいな。閲えつ覧らんすると記録が残るし、チェックが入ったらちょっとまずいことになる」

「やっぱ、そうだよな」

　思った通り、そう簡単にはいかないようだが、それは覚かく悟ごの上だ。名前だけでも聞き出せれば御おんの字だと持っている。

「悪いな、役に立てなくて。差出人に戻したらどうだ？」

「エアメールで、名前が滲にじんでてよく読めないんだ。宛あて先さきも差出人も」

　土曜にポストを検あらためたら、アレックスからの手紙が届いていた。マンションのポストに名前を書いていなかったため、配達員がそのまま投とう函かんしたのだろう。

　一いつ旦たんは出した本人の手元に戻ってしまったけれど、彼女を捜さがす云い訳に使えると思いついたというわけだ。

「なら、名前はわかってるんだな」

「うん、新にい山やまさんって人みたいなんだけど……」

『彼女』の名は、新山麻ま由ゆ美み。彼女がアレックスに語ったところによると、東京の大学に通う二十歳はたちだそうだ。誕生日は八月。出で逢あった翌日に、二日遅おくれのバースデイパーティを二人で行ったと云っていた。

　アレックスに見せてもらった写真では、まるで日本人形のようなストレートロングの黒くろ髪かみが印象的だった。写真の中の『彼女』は判で押したようにどれも同じ角度で笑っていた。

　麻由美のフルネームを告げると、意外にも仲西は得心したといった顔になった。

「あー、その子なら知ってる」

「マジで!?」

　仲西が知っているということは、少なくともこの会社にそういう名前の女性がいたことは間ま違ちがいないようだ。いいか悪いかは置いておいて、まずは第一歩というところだろう。

　真実が近づきつつあることに、ドキドキしてきた。

「一回、つき合いで出た合コンにいたわ。今年のバレンタインの頃ころだったかな」

「合コン!?」

「ドタキャンが出たからって。半額でいいっていうから、飯食いに行ったんだ」

　意外な単語が出てきて驚おどろいてしまった。長くつき合ってた彼氏に暴力を振るわれていたのではないのだろうかと気になったが、彼女も仲西と同じように義理で参加しただけかもしれない。

　そこでもう一つ確かく認にんしておきたいことを思い出した。

「そういえば、俺がいまいる部屋、住人が結けつ婚こんするから空いたって聞いたんだけど」

「そうそう、確か寿ことぶき退たい社しやで辞やめたんだよな。すげぇスピード婚だったって話。ウチの課の誰だれかが仲よかったんじゃないかな。あ、野の々の村むらさんちょっといい？」

　しばらく考え込んでいた仲西は、ちょうどそこを通りかかった女性社員に話しかけた。名前は知らないが、確か仲西と同じ人事部の子だったはずだ。

「何ですか？」

「野々村さんって、新山さんと親しくなかったっけ？」

「新山さんですか？　親しくはないけど、友達が同じ部署だったんで何度か一いつ緒しよに食事したことはありますけど……いきなりどうしたんですか？」

　突とつ然ぜん、こんなことを訊きかれて戸と惑まどわないほうがおかしい。野々村は怪け訝げんな顔で訊き返してきた。

「こいつが元々彼女がいた部屋に住んでるんだけど、彼女宛の手紙が届いたんだってさ。で、返したいって云うから、誰か連絡先知ってたらと思って」

「私の友達なら知ってると思うんですけど、聞いてみましょうか？　披ひ露ろう宴えんに呼ばれてたから、新居の住所はわかるんじゃないかな」

「あ、お願いします」

　佑樹はぺこりと頭を下げる。手間をかけさせてしまって申し訳ないけれど、他ほかに調べる手立てはない。ついでに確認しておこうと思い、世間話を装って質問をする。

「あの、その披露宴っていつだったんですか？」

「いつだったかなあ、ガーデンパーティだったって云ってたから、寒くなる前だったと思うんですけど……あっ、そういえばそのときもらったメールに写真がついてた気がします」

　携けい帯たい電でん話わを操作して、披露宴のときの写真を見せてくれた。お色直しのあとなのか、ピンクのドレスを纏まとった綺き麗れいな女性が真ん中に写っている。その左右にいる招待客らしき女性たちの中に、野々村の友人がいるのだろう。

「えーと、十月の頭ですね。この真ん中の子が新山さんです」

「この人───」

　写っている人数が多いため、それぞれの顔はあまり大きく写っていない。確信は持てないが、アレックスが見せてくれた写真で笑っていた『彼女』によく似ていた。派手なドレスに濃こいメイクをしているから雰ふん囲い気きは違ちがうけれど、笑った目元が瓜うり二ふたつだった。

　やはり、この女性がアレックスの捜さがしている人物なのだろうか。首筋の同じ位置にほくろが確認できれば本人だと特定できるけれど、この写真ではやや角度が悪い。

（十月に式ってことは、夏にはとっくに日取りは決まってたはずだよな）

　もしも、この女性が麻由美でアレックスと知り合ったあとに現在の夫と親しくなったのだとしたら、十月に挙式というのはかなりの電でん撃げき婚になる。

　写真を見る限り、盛大な披露宴で招待客も多かったようだ。詳くわしいところはわからないが、そんな短期間で準備できるようなものだとは思えない。

　ロイたちが心配しているように、アレックスは騙だまされていたのかもしれない。彼との交流に真しん剣けんだったら、結婚のことだって素す直なおに話していたはずだ。

　旅先で年下の男とデートしたって、見み咎とがめる人はいない。思いの外、アレックスが本気になってしまったため、連絡を絶って終わらせようとした───そんなところだろう。

「どうしたんだ？　そんなに真剣に見つめて。もしかして、好みのタイプだったか？」

「ち、違うよ！」

　ニヤニヤとした顔で仲西にからかわれ、慌あわてて否定する。そんな佑樹たちのやりとりを横目で見ていた野々村が、さらりとした調子で口を挟はさんできた。

「彼女はやめといたほうがいいですよ、初瀬さん。見た目どおりの子じゃないですから。まあ、もう結婚してるから問題ないか」

「それ、どういうこと？」

「見た目のわりに男関係派手な子でしたから。うーん、打算的っていうか、男の前だと態度が変わるっていうか……」

　アレックスから聞いた印象とはまるで違う。野々村の口調からは、同性にはあまり好かれていなかった様子が窺うかがい知れる。

「マジで？　普ふ通つうに大人しい子だったじゃん。可愛かわいくてモテるから、やっかまれてただけじゃないの？」

「それが表の顔だっただけですよ。裏表がなくてモテる子なら、同性からも好かれてますって。あーあ、どうして男の人ってああいうタイプが好きなんでしょうね」

　野々村はため息を吐つきながら、佑樹のほうを見てくる。

「だから、違うって！」

「まあ、そういうことにしておいてやるか」

「────」

　人の話を聞こうとしない仲西にため息を吐く。

（本気で俺の好みじゃないんだけど……）

　しかし、こういうタイプが男に好かれやすいというのは理解できる。男はおしとやかで家庭的そうな女性に夢を見てしまうものだ。

「お母さんに作ってもらったお弁当とか、デパートの惣そう菜ざいを自分の手作りって云いって食べさせたりすると効果高いって云ってましたね」

「そりゃ、詐さ欺ぎじゃねーか！」

　麻由美の手の内を聞かされた仲西は、やや引いた様子だった。

「旦だん那なもそうやって捕つかまえたんじゃないですか。相手は年下だけど、大手の出世株だって自じ慢まんしてたって聞いてますし。まあ、結婚したってことは落ち着く気になったんでしょうけど」

「そ、そうなんだ……」

　女子の噂うわさ話ばなしは、ときに生々しくて怖こわい。大学の頃も佑樹は『男』の頭数に入っていないことが多く、女子の赤せき裸ら々らな本音を聞かされることがよくあった。友人として信しん頼らいしてくれているのは嬉うれしいのだが、複雑な気分もあったことを思い出す。

「とりあえず、手紙の件は頼んでみます。渡わたしてもらえるよう了りよう承しようが取れたら、仲西さんに伝えればいいですよね？」

「あ、うん、よろしくお願いします」

　改めて頭を下げながら、佑樹の中では嫌な可能性のほうがどんどん大きくなっていた。

　やはり、アレックスは『弄もてあそばれた』のではないだろうか。野々村の云いうように打算的なタイプなら、敢あえて自ら連絡を絶ったとしか思えない。

（こんなこと、アレックスに何て云えばいいんだよ……）

　内心、頭を抱かかえていた。真実を告げたら、絶対にショックを受けるだろう。どう考えても、アレックスは本気で相手にされてはいなかったのだろう。

「話がついてよかったな」

「う、うん、ありがとう」

　思わしくない結果だったけれど、仲西のお陰かげで真実が一つ明らかになったことは確かだ。

「役に立てたならよかったよ。しかし、お前も相変わらず世話焼きだな。手紙なんて。俺だったら見なかったふりで捨ててるぞ」

「そういうわけにはいかないだろ。本人にとって大事なものかもしれないし」

　何となく後ろめたくて、温ぬるくなった味噌みそ汁しるを啜すすってごまかす。

「そういえば、久々に同期で飲もうって話があるんだ。お前どうする？　忘ぼう年ねん会かいが厳しいなら、年明けに新年会やろうぜって云ってるんだけど。ちなみに幹事は俺な」

「年明けのほうが都合つけやすいかな。取り引き先の人と飲みもあるし」

「了りよう解かい、新年会で考えとく。じゃあ、先に行くな」

　先に食べ終わった仲西はトレーを手に立ち上がり、その場をあとにしていった。一人になった佑樹は、ため息をごまかすために冷えたご飯を口の中へと押し込む。

（アレックスに何て伝えよう……）

　真実をどう告げるべきだろうか。佑樹には、何が最善の策か見当もつかなかった。










「……ったく、しつこいな」

　携帯電話の着信を確かく認にんした佑樹は、ずらりと並ぶ同じ名前に思わずぼやいてしまった。岡崎からのメールは、数えきれないほど届いている。

　金曜の暴挙も驚おどろいたけれど、このメール攻こう撃げきにもかなり閉口していた。性格にしつこいところがあることは知っていたけれど、まさかこれほどまでとは思わなかった。

「佑樹！　待たせたか？」

　待ち合わせ場所に息を切らせて走ってきたアレックスの姿に、暗くなりかけていた気分が少しだけ持ち上がる。

「ううん、いまさっき来たとこ」

　まるで、恋こい人びと同士の待ち合わせのようなやりとりが妙みように可笑おかしい。周りにいる佑樹と同じように待ち合わせをしていると思おぼしき女性たちが皆みな、アレックスに目が釘くぎづけになっているのも愉ゆ快かいな気分だった。

（やっぱ、見み蕩とれるよな）

　さらさらの黒くろ髪かみに、少女マンガの中から出てきたかのような整った目鼻立ち。腰こしの位置は高く、手足もすらりとした長身だ。

　普通に生活していて、このレベルの美形にはなかなかお目にかかれない。テレビに出ているタレントやモデルと比べたって、アレックスは見み劣おとりしないどころか圧あつ倒とうしてしまうはずだ。

　不ぶ躾しつけとも云えるほどの視線を浴びているにも拘かかわらず、アレックスは少しも気き後おくれしたところはない。むしろ、見られていることに気づいていない様子だ。注目され慣れているせいで、人の視線に対して鈍にぶくなっているのだろう。　>>>♥

「今日は一人で大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ、佑樹が電車の乗り方を教えてくれたお陰で何とかなった。何の問題も……と云いたいところだが、実は逆方向の電車に乗ってしまった」

　アレックスは少し恥はずかしそうに、そう告白した。はにかむような笑え顔がおはどこか可愛く、遅ち刻こくしたとしても怒おこる気にはなれなかっただろう。

「だから、ちょっと遅おくれたんだ」

「すぐに気づいて降りたんだが、日本は電車の本数が多くて便利だな」

「急せかされてるような感じもあるけどね。それ以外は問題なかったんだ」

「直接の手がかりになるようなことはなかったが、成果はあった」

　アレックスはそう云いながら、ポケットから何かを取り出した。佑樹は何気なくその手元を覗のぞき込む。

「成果？」

「そこの学生が協力してくれることになった。何か情報があったら連絡をくれると云っていた。ほら、連絡先ももらってある」

「それって……」

　イケメンのアレックスに食いついただけなのではないだろうか。アレックスが見せてくれたカードには丸っこい文字で名前と電話番号、メールアドレスが書いてある。

「あとは彼女がよく行くと云っていた場所を巡めぐってみた。写真を見せて人にも訊たずねてみたんだが、映画みたいにそう簡単にはいかないな。佑樹のほうは何かわかったか？」

「ええと、俺は……と、とりあえず、お店に移動しよっか！　こんなところで立ち話してるのも何だし」

　会社で聞いてきたことを伝えるべきだとは思うのだが、タイミングが難しい。

「ああ、そうだな」

「アレックスが喜びそうなところを予約しておいたんだ」

「それは楽しみだな」

　アレックスの気持ちをできる限り紛まぎらわそうという、云うなれば浅あさ知ぢ恵えかもしれない。しかし、仕事の合間に佑樹ができるのはこの程度のことくらいだ。

「あそこの交差点を渡ってすぐのビルに───……岡崎？」

　一いつ瞬しゆん、彼の姿を見たような気がしてぎょっとする。しかし、瞬まばたきをした瞬しゆん間かんに、見失ってしまった。

「どうかしたか？」

「ううん、何でもない」

　きっと、今日のメール攻撃で疲つかれていて、見み間ま違ちがえてしまったのだろう。こんなにたくさんの人がいれば、似た背格好の人がいてもおかしくはない。

　アレックスが心配そうにしているため、殊こと更さら明るい声を出す。

「早く行こ！　お腹なか空すいちゃった。アレックスは？」

「そういえば、俺もお腹と背中がくっつきそうだ」

「アレックスがそういうこと云うと、何か可愛かわいいね」

　思わず噴ふき出すと、アレックスは意外そうな顔をした。

「佑樹は云わないのか？」

「そういう子供の歌があるんだよ。小さい頃ころにお母さんが教えてくれたんじゃない？」

「そうか、大人はその云い回しは使わないのか。勉強になった」

「アレックスなら使ってもいいと思うよ」

　真面目まじめな顔で云われたら、どんな女性も母性本能を擽くすぐられるに違いない。

（何かずるいよなー）

　目を瞠みはるほどのイケメンな上に、大型犬のような人ひと懐なつこさと可愛げがあるなんて、誰だれも太た刀ち打うちできるわけがない。まだ学生だけれど、惺と同じ大学だということはそれなりに優ゆう秀しゆうだということだ。正義感の強い性格な上、恋愛に関しては一いち途ずで誠実だ。

　ここまで完かん璧ぺきだと妬ねたましい気持ちなど微み塵じんも浮うかんでこない。いっそ感心してしまうほどだ。

「ここかな」

　ホームページで確認した店名のロゴが浮かび上がる看板を見つけ、板張りの外階段を上って行く。

「足あし下もと気をつけてね……うわっ」

　気をつけろといった傍そばから足を滑すべらせ、自分がバランスを崩くずしてしまった。下の段にいたアレックスに危あやうげなく受け止められる。

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫。自分で注意して何してんだろ、俺」

　照れ隠かくしに苦笑いしてごまかす。転びそうになってしまったことも恥ずかしかったけれど、体が一瞬で熱くなったのはそのせいではない。アレックスに抱だきとめられたことに過か剰じよう反応してしまったのだ。

（いつまで意識してるつもりだよ…！）

　キスしたことも、イカされたことも、成り行き上やむを得ないことだった。それをいつまで引き摺ずっているつもりなのか。いい加減に、過ぎたことだと忘れるべきだ。

「もう、平気だから。一人で歩ける」

「そうか？」

　赤い顔を見られないよう、先に階段を上っていく。店に入る前に頰ほおの火ほ照てりが取れるといいのだが。

　竹製の垣かき根ねをイメージした壁かべに、木き彫ぼりの看板がかかっている。入り口の自動ドアは障子のようなデザインになっており、『和』をコンセプトにしているのが見てとれる。

「すごいな。これが日本の料りよう亭ていか？」

　アレックスの案の上な反応に嬉うれしくなる。

「そんな大層なものじゃないよ。ただの居酒屋だけど、それっぽい雰ふん囲い気きだろ？」

　高級料亭はさすがに佑樹の収入では手が届かないし、そんなところに気安く足を踏ふみ入れられるほど人生経験も豊富ではない。

「いらっしゃいませ」

　中に入ると、すぐに店員が声をかけてきた。ここの制服は作さ務む衣えのようなスタイルらしい。

「予約してた初瀬です」

「お待ちしておりました、二名でご予約の初瀬様ですね。お席にご案内します」

「あ、アレックス、そこで靴くつ脱ぬいで上がってね」

「ああ、そうか。このまま上がってしまうところだった」

　アレックスが脱ぬいだ靴くつを下げ駄た箱ばこに入れ、代わりに木製の鍵を渡わたす。

「これが鍵になってるから帰りに忘れないようにね」

「なるほど、面おも白しろい仕組みだな」

　案内されたのは半個室の座ざ敷しき席せきだった。漆しつ喰くい風の壁には、水すい墨ぼく画ががかかっていた。きっと、印刷物だろうが雰囲気を出すためのインテリアとしては充じゆう分ぶん役目を果たしている。

　こういう店のほうが喜ぶのではないかと思って予約を入れておいたのだが、予想以上に喜んでもらえているようだ。内装に興きよう味み津しん々しんの様子が微笑ほほえましい。

　テーブルの下は掘ほりごたつになっており、足を伸のばせるようになっているのだが、アレックスは神しん妙みような面持ちで座ざ布ぶ団とんの上で正座していた。その姿が妙に可愛くて、つい笑ってしまう。

「別に正座なんかしなくていいよ」

「こういう席では正座をするものじゃないのか？」

「正式な席ではね。でも、ここは居酒屋だし、いまは俺とアレックスの二人だから。ほら、足が伸ばせるようになってるんだよ」

　コートを受け取り、ハンガーにかけながら説明する。暖だん房ぼうがよく効いているため、佑樹はスーツのジャケットも脱いでしまった。

「なるほど、これはそのための空間なのか」

「アレックスの足にはちょっと狭せまいかもしれないけど、正座するよりは楽だろ？」

「そうだな。実は正座が苦手だったんだ」

　恥はずかしそうに告白するアレックスが微笑ましい。

「俺だって苦手だよ。すぐに足痺しびれちゃうし」

「日本人は普ふ段だんから正座で過ごしてるんじゃないのか？　俺の母は、花を生けている間はずっと平気な顔で正座してるんだが」

「お花をやる人なら、慣れてるのかも。日本人でも、いまは特別なことがないと正座なんかしないって。そういえば、高校のとき部活の先せん輩ぱいに正座させられたな」

「ぶかつ？」

　知らない単語だったらしく、リピートして考え込んでいる。

「えーと、クラブ活動って云いえばいいかな。サッカーやってたから、俺。基本、緩ゆるいクラブだったんだけど、同級生に不真面目なやつがいて、何度、連帯責任で怒おこられたことか」

「どうして真面目にやっている佑樹まで怒られなければならないんだ」

「まあ、チームワークを大事にしろって云いたかったんじゃないの？」

「惺は同じクラブだったのか？」

「ううん、惺はある意味苦学生だったからさ、大体毎日バイトに行ってた。週末はウチに夕飯食べに来たり、俺が惺の家に泊まりに行ったりしてた。あの頃は楽しかったな」

　幼くして両親を亡なくした惺は、家族が残してくれたものを無む駄だ遣づかいしないようにとアルバイトをしていた。周りの大人はもっと甘えたらいいと云っていたけれど、ああやってがんばることで自分自身を支えていたのだろう。

「惺とは本当に仲がいいんだな」

「もちろん、惺が一番の親友だもん。お互たがい忙いそがしくてなかなか話もできてないけど……。最近は無理してたりしてない？　惺って辛つらいことがあっても、我慢しちゃうからさ。一人で考え込んで突つっ走っちゃう癖くせがあるし、そのへんが心配なんだよな」

「そうだな、一人で抱かかえ込みやすいタイプだが、以前よりは周りを頼るようになってくれてると思う」

「それならよかった。あ、勝手に一人でべらべら喋しやべってごめん。とりあえず、何か頼まないとね。俺がてきとうに注文しちゃっていい？　他ほかに食べたいものがあったら追加できるし」

　テンションが上がっているのは、むしろ佑樹のほうかもしれない。飲み物すら頼んでいなかったことを思い出し、慌あわててメニューを手に取った。

「ああ、任せる」

「アレックスは生の魚は食べられる？」

「タコやイカは少し苦手だが、魚は好きだ」

「じゃあ、この刺さし身み盛り合わせ頼もっか。すみません、ジンジャーエール二つと───」

　おしぼりとお通しを持ってきてくれた店員に注文を告げる。刺身とサラダと焼き鳥を頼んでおいた。飲み物をソフトドリンクにしたのは、アレックスが未成年だからだ。

（俺もしばらく酒は飲みたくないし……）

　この間、具合が悪くなったのは薬が混入されていたことが大きな理由だとは思うが、用心はしておきたい。

「他に食べたいものある？」

「そうだな……」

　二人でメニューを睨にらみながら悩なやんでいたら、あっという間に注文したものが運ばれてきた。

「お待たせしました！　ご注文のジンジャーエールと旬しゆんの野菜サラダでございます」

　飲み物に手を出す間もなく、頼んだものが次々に並べられていく。そういえば、いまは忘ぼう年ねん会かいシーズンだ。スタッフを増やし、回転を速くしようとしているのかもしれない。

「じゃあ、とりあえず乾かん杯ぱいしよ」

「そうだな。俺と佑樹の出で逢あいに」

「彼女と上手うまくいきますように、じゃないの？」

「乾杯」

　掲かかげたグラスをカチリと合わせる。どんなシチュエーションでも、絵になるアレックスに感心してしまう。まるで、本当のデートのような雰囲気で、ドキドキしてきてしまった。

　目を見て話すのが癖なのか、アレックスのほうを見るたびに目が合ってしまう。自分が女の子だったら、好意を持ってくれていると勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

（『彼女』は何が不満だったんだろう？）

　もし、彼女が自らアレックスから距きよ離りを置こう思ったのだとしたら、何が原因だったのだろうか。男前で優やさしくて誠実で───嫌きらいになる要素が見つからない。

（遠距離恋愛に自信が持てなかったとか？）

　アレックスがどれだけ一いち途ずで誠実でも、他の誰だれかから一方的に想おもいを寄せられることを止めることはできない。

　そんな状じよう況きように不安になってしまう気持ちは理解できる。やきもきするよりは自分から身を引こうとしたのかもしれない。

　本人に聞いてみなければ、その真意はわからないけれど、願わくはアレックスが傷つくような展開でなければいいのだが。

「佑樹、肉じゃがを頼んでいいか？」

「もちろん。アレックス、肉じゃが好きなの？」

「ああ、惺がよく作って食べさせてくれた」

「そっか、同じ大学だったんだっけ。惺の作るご飯美味おいしいよね！　あー、惺のカレー食べたいな。アレックスは惺のカレー食べたことある？」

「ああ、もちろん。よくシーズン中のロイに拗すねられてたな。『俺が食べられないのにずるい』って云われてもな」

「あはは、ロイなら云いそう。ロイってけっこう子供っぽいところあるよね。惺が前に『最近、甘ったれで困る』ってぼやいてた」

　それは愚痴というよりも、惚のろ気けに近いだろう。本人は困っていると云っているが、満まん更ざらでもない様子だった。惺が本気で嫌がっていたら、ロイだってそんな態度は取らないはずだ。

「熱々なのはいいんだが、一いつ緒しよに暮らすようになってからロイが鬱うつ陶とうしくなってるな。新しん婚こん気分なのかもしれないが、少し目に余る」

　アレックスの呆あきれた口調からも、彼らのラブラブぶりが想像できる。

　惺はロイからの説得に負け、一緒に暮らし始めたと聞いている。きっと、家でのんびりできる時間はロイが離はなしてくれないのだろう。

　積極的なロイに引け腰ごしの惺が困っている様子が目に浮うかぶ。しかし、控ひかえめで自信のない惺には、あれくらい強ごう引いんでストレートに愛を告げるロイのようなタイプが合っているのだろう。

　二人から新居に招かれているのだが、なかなか都合がつかずその機会に恵めぐまれていない。

「本人に会うまで、ロイってクールな遊び人って印象だったけど、本人は全然違ちがうよね」

「ロイは正直すぎるから、質問されると何でも話してしまいそうになるんだ。ロイに喋らせないようにするために、ああいうイメージを作ってる」

「スター選手も大変だよね。あれからもう何年なんだろ。あのときはホントびっくりしたな。ていうか、アレックスが弟だってわかったときも同じくらい驚おどろいたけど」

　テレビや雑誌で見るような有名人と出会うなど、夢にも思ったことがなかった。その上、その相手と親友が恋こい人びと同士になってしまうなんて天地がひっくり返ったみたいだった。

　躊躇ためらう惺の背中を押したのは、他でもない佑樹自身だ。あのときは心の底では複雑な想いもあったし、大事な親友を送り出すことに不安もあった。

　けれど、後こう悔かいはしていない。直感通りロイはいい奴やつだったし、彼の家族も惺のことを快く受け入れてくれている。けれど、誰よりも惺の幸せを願っているのは、自分だと自負している。

　ロイが聞いたら、『自分のほうが』と云うかもしれないけれど、これだけは親友として譲ゆずれない。

「母さんの誕生日に撮とった写真があるんだが見るか？　少し前のものなんだが───」

　佑樹が懐なつかしそうにしていたからか、アレックスは家族写真のようなものを見せてくれた。携けい帯たい電でん話わの画面に表示された写真の真ん中に写っているのは、彼らの母である玲子だろう。その隣となりにいるのが父親だろうか。

　右みぎ端はじにロイが立ち、その隣にいる惺の肩を抱だいている。惺がまるで家族の一員のように幸せそうにしている様子に、じんと胸が熱くなった。

「真ん中が両親。これが一番上の兄のヒューバートで、隣が秘書のユーインだ」

「この人は俺もちょっとだけ会ったことがある。この子は？」

　少しぎこちない笑えみを浮かべた女の子が玲子の隣に立っている。

「梢こずえだ。俺にとっては父親の違う姉にあたる」

「もしかして、あのときロイが会いにいった子？」

　あまり詳くわしい話は聞いていないけれど、彼女たちの間にあった誤解は解け、歩み寄ることができたと聞いている。

「そうだ。去年、梢がアメリカに来て、初めて顔を合わせた。こんなふうに兄弟揃そろって食事できたのは、惺と佑樹のお陰かげだ。本当に感謝してる」

「俺は何もしてないよ。ちょっと惺の手伝いをしただけで。でも、仲直りできてよかったよね」

　自分のしたことは、惺に頼まれて地図をプリントアウトしたり、買い物について行ったりしただけだ。改めて感謝されるほどのことはしていない。

「力を貸してくれたことは事実だろう？」

　こんなふうに真正面から感謝されると、何だか気恥はずかしい。照れ隠しに自ら話題を変えた。

「あっ、このケーキは誰が作ったの？」

「ケーキ自体は惺が作ったんだ。味は美味おいしかったけど、飾かざりつけはロイがやったから、酷ひどい出で来きだろう」

「確かに」

　ハッピーバースデイとクリームで書いてあるのだが、まるで子供が書いたかのような文字だ。最後のほうのアルファベットはスペースが足りなかったのか、かなり小さい字になっている。

「……いいなあ、楽しそうで」

　つい、本音が零こぼれてしまった。以前はしょっちゅうそれぞれの近きん況きようを報告したり、悩みを相談したり───けれど、最近は専もつぱらメールのみのやりとりだ。

　時差だけでなく、お互たがいが忙いそがしくなってきていることもあり、なかなかゆっくり話をする時間が持てないのだ。

「来年の惺の誕生日は、佑樹も来ればいい。そうすれば、惺も喜ぶしな」

「来ればいいって、そう簡単に行けないよ」

「そんなことはない。現に俺だってこうして、単身日本に来てるんだから」

「大人には仕事があるんだよ。学生のときみたいに自由になる時間なんて、盆ぼんと年末年始くらいだよ」

　学生のときは時間があっても、お金がなかった。いまはそれなりに自由にできるお金ができたけれど、昔とは違って逆に時間がない。

「時間は作るものだ。そうやって云いってたら、いつまで経たってもやりたいことなんてやれないだろう」

「……確かにそうだね。アレックスの云うとおりだ」

　告げられた正論にはっとした。忙しいことを云い訳に、努力を怠おこたっていたかもしれない。

「今度は俺が案内する。佑樹に見せたいものがたくさんあるんだ」

「俺に？」

「ああ、絶対に喜んでくれると思う」

「……ッ」

　屈くつ託たくのない笑みに、ぎゅっと胸が締しめつけられる。アレックスは恩返しのつもりでそう云っているだけにすぎない。そうとわかっていても、何故なぜか無む性しように切なくなった。

（……最近、俺ヘンだよな？）

　自分でも不可解な感情の上下がある。いきなりテンションが上がったかと思ったら、急に沈しずんだ気分になったり。

　何でもかんでもストレスのせいにするのは安易だが、それ以外に理由が思いつかない。とくに岡崎の件が、佑樹にとってかなりの心理的負担となっているのは明白だ。

「ところで、家には連絡しておいた？　みんな心配してるよ、きっと」

　佑樹から惺に連絡しておくという手もあるけれど、告げ口をするようで気が進まなかった。

「いや、まだだ。何か進展があったらと思ってるんだが……」

「あっちからは何も連絡は来てないの？」

「ああ、まだ俺が日本に来ていることは気づいていないみたいだ。もし、俺がいないことに気づいても、置き手紙はしてあるから心配ない」

「そうかなあ……」

　人の裏を読むことのないロイは気づいていないかもしれないけれど、他ほかの人たちはそこまで鈍にぶくはないのではないだろうか。

　惺の話を聞く限り、長ちよう兄けいはかなりのやり手だし、その秘書であり家族のサポートもしているユーインはかなりの切れ者だった印象だ。そんな彼らがアレックスの不在を感づいていないはずがない。

「佑樹のほうで何かわかったことはあったか？」

「え？　あ、ああ、うん。わかったっていうか、何というか……」

　そろそろ、本題に入らなければと思っていたのだが、いざとなると上手うまい言葉が出てこない。どう伝えれば、アレックスを傷つけずにすむだろう。

「悪いニュースでも構わない。何でもいいから手がかりが欲しいんだ」

「しばらく前まで、新山さんって人がウチの会社に在ざい籍せきしてたのは間ま違ちがいない。ただ、その人とアレックスの捜さがしている人が同一人物かどうかは確証が持てなかった」

　多分、あのドレスの女性が『彼女』だろうと思う。けれど、そっくりな人だという可能性は捨てきれない。世の中には双ふた子ごのようにそっくりな姉妹もいる。

「あ、そっか、妹ってこともあるのか……」

　自分の思考に、はっとした。思わず呟つぶやいた佑樹にアレックスは怪け訝げんな顔をする。

「どういうことだ？」

「アレックスが会ったのはウチの会社にいた人の妹だったかもしれないなって思って。姉妹なら、顔や名前が似てることだってあるだろ？」

「なるほど、そういうこともあるかもしれないな。しかし、もしそうだとしたら、何故名前を偽いつわったりしたんだ？」

「あくまで仮定の話だけど、初対面の相手に本名を名乗るのに抵てい抗こうがあって、咄とつ嗟さにお姉さんの名前を出しちゃったとか。男にトラウマがあったら用心してるだろうし」

　何の根こん拠きよもないけれど、思いついた推測をアレックスに説明した。どちらにしろ、噓うそを吐ついていることに変わりはないのだが、まだそのほうが救いがある。

「アレックスから見て、どんな人だったの？」

「辛つらいことがあったのに、そんな素そ振ぶりは一いつ切さい見せない芯しんの強い女性だった。その健けな気げさに胸を打たれたんだ」

　アレックスから語られる人物像と、野々村に聞いた新山の印象は正反対のものだった。新山が男性の前で振る舞まっていた偽りの姿に近いかもしれない。

「礼れい儀ぎ正しい人だったから、何も云わずに連絡を絶つようなことはしないはずだ。暴力を振るう人間はなかなか改心しないものだからな。もし、いまも被ひ害がいに遭あっているんだとしたら、誰だれかの助けが必要なはずだ」

　アレックスの行動の元にあるのは、強い正義感のようだ。佑樹を助けてくれたのも、そんな気持ちからだろう。若さというよりは、生まれ持った性格なのだろう。

「俺の早はや合が点てんという可能性もあるが……」

「もしも困ったことがなかったとしても、アレックスが会いに来てくれたら嬉うれしいと思うけどな。少なくとも、俺なら感動する」

「そうだろうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　アレックスはもっと自信持っていいと思う」

「ありがとう、佑樹」

「……ッ、ど、どういたしまして」

　ほっとしたような微笑ほほえみに、何故かドキドキしてしまう。

（何でドキドキしてるんだ？）

　アレックスが見み蕩とれるほどの美形だからと云って、さすがに動どう揺ようしすぎではないだろうか。いい加減、見慣れてもいい頃ころだろうと自らにツッコミを入れてしまう。

「あ、ちょっとごめん。仕事の連絡だと思う」

　携帯電話が震ふるえる音が聞こえたような気がして、コートのポケットの中を探さぐった。仕事関係の連絡を見落とさないよう、鳴り分けの登録をしておいたのだ。

　いま届いたメールは部長からのものだったが、岡崎からのメールも山のように溜たまっていた。思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。

「どうかしたのか？　仕事で何か問題でもあったのか？」

「ううん、仕事は問題ないよ。確かく認にんだけだったから」

　すぐに取り繕つくろおうとしたけれど、アレックスには見み抜ぬかれていた。

「もしかして、あの男か？」

「……うん。着信拒否したら、違ちがう番号からかかってきたり、フリーメールのアドレスからくるからどうしようもなくて」

　いったい、彼はどうして自分にここまで執しゆう着ちやくするのだろう。特別な何かが自分にあるとは思えないのだが。

「ずいぶんしつこいな」

「鬱うつ陶とうしいけど、相手にしないほうがいいと思うし、このまま放ほうっておくよ」

「これまでに受けた迷めい惑わく行こう為いは記録を残しておいたほうがいい。メールも保存しておいてくれ。いざというときに証しよう拠こになる。いい気分はしないだろうが……」

「あ、そうか」

　不快なものは、まとめて全部消してしまおうとしていたから危なかった。

（俺じゃなくてもいいのかもな）

　多分、彼は佑樹のことが好きなのではなく、自分を受け入れてくれる人間を傍そばに置いておきたいだけなのだろう。そうでなければ、薬や酒、暴力で黙だまらせ、自分の思い通りにしようとなどしないはずだ。

　いま思い返してみれば、そういう暴力的な兆候はあった。

　不ふ機き嫌げんになると近くにあるものを蹴ったり、叩たたいたりして威い圧あつしたり、拳こぶしを振り上げる真似まねをすることは日常茶さ飯はん事じだった。

　悪ふざけの延長か子供っぽい癇かん癪しやくなのだろうと思っていたけれど、あれは彼の本質を浮かび上がらせていたものだったに違いない。

　手を上げたのも、思い通りにできていた人間が反はん抗こうするようになったから。多分、彼の中での理り屈くつでは、そういうことになっているのだろう。

「彼とはどういう関係だったんだ？」

「そういえば、話してなかったっけ。岡崎は大学の友達なんだ。一年のときによく同じ講義を取ってて、よく連つるむようになったのはそれからかな」

　大学の頃は比ひ較かく的てき一いつ緒しよにいることが多かった。だが、特別に親しかったからということではない。ゼミが一緒だったし、連んでいる友人グループの一人だったから、共にいる時間が自然と多くなっただけの話だ。

　卒業し、就職してからも他の友人たちとは連絡を取り合ったり、時間が合えば飲みに行ったりしているけれど、学生のときのように頻ひん繁ぱんには顔を合わせてはいられない。仕事があるし、学生のときの友人たち以外にもつき合いはあるからだ。

　そんな中で、卒業後の岡崎からの連絡の回数は群を抜ぬいていた。しかし、毎回彼の誘いに乗れるわけではない。なかなか都合が合わず、ほとんど断ることになっていたのだけれど、お互たがいに社会人として理解し合えていると勝手に思っていた。

　だが、岡崎の中では不満が燻くすぶっていたのだろう。思い返してみれば、断りを入れたときは不機嫌な態度を見せることが多かった。元々、気分屋なところがあるから、深く考えていなかったのがよくなかったのかもしれない。

（───俺も悪かったのかもな……）

　だからといって、あんな行動に出たことを肯こう定ていしているわけではない。ただ、もし彼の気持ちに気づいていれば、思い詰つめる前に何か手を打てていたのではないかと思ってしまうのだ。

「他の友人たちには、今回のことを話したり相談したりしてあるのか？」

「ううん、わざわざ云いうようなことでもないし」

「詳しよう細さいを伝える必要はないが、行き違いがあって距きよ離りを置きたいということは云っておくべきだ。あの男が佑樹に不利になるようなことを吹ふき込む可能性がないとは云いきれないからな」

「……そうだね」

　以前の自分なら、『あいつがそんなことするはずがない』と否定していただろうが、岡崎の異常な行動に困らされているいま、アレックスの云うことはあり得ることだと思ってしまう。

（どうして、こんなことになっちゃったんだろ……）

　途と方ほうに暮れるというのは、こういう気持ちのことを云うのだろう。自分の常識から外れた行動は、予測ができない。

「まあいいや。あいつのことなんて考えてても仕方ないし、冷めないうちに食べようよ。あ、肉じゃがも頼まないとね」

　暗い顔をしていると、ますます落ち込んでいきそうだ。佑樹は努めて明るく振る舞い、焼き鳥に齧かじりついた。










「……寒ッ」

　居酒屋を出ると、吹きつけてくる北風がさっきよりも強くなっていた。肩を竦すくめると、首にふわりとマフラーがかけられた。　>>>♥

「風邪かぜを引くといけない」

「でも、アレックスが寒いんじゃないの？」

「寒さには強いほうなんだ。地元の寒さに鍛きたえられてるからな」

「あ、ありがとう」

　まるで恋こい人びとにするみたいな優やさしさにドキリとしてしまう。

（……って、ドキドキしすぎだろ！）

　いくら、こういうシチュエーションに縁えんがなかったからと云って、簡単に動揺しすぎだ。心の中で、自分にツッコミを入れる。

「本当にご馳ち走そうになってしまってよかったのか？」

「ああ、うん、俺だってこれでも社会人だよ。学生さんに出させるわけにはいかないって」

　いくら金欠でも、このくらいの見み栄えは張りたい。今月はボーナスが出るから、それまで凌しのげば何とかなる。

「佑樹には本当に世話になってしまっているな。いつかこの恩を返させてくれ」

「恩って、大おお袈げ裟さだなあ。でも、そんなに云うなら出世払いでよろしく」

「シュッセバライとは何だ？」

「出世……社会的に成功したら、それに見合った形で返してもらうっていう約束のこと。つまり、出世しなかったら返さなくていいってわけ」

　別に何かして欲しいわけではないけれど、こうやって云っておけばアレックスの気も軽くなるだろうと思ったのだ。

「わかった。佑樹のために『出世』すると約束する」

「ホントに？　じゃあ、期待してる」

　アレックスなら将来有望だ。本当に宣言どおり出世しかねない。将来の姿を想像しかけたそのとき、不意に見られているような気配がした。

　何気なく振り返った佑樹は、目の端はしに映った人影に息を吞のんだ。

「……ッ」

「どうした？」

「いま、そこに誰だれかいたような……」

「もしかして、あの男か？」

　声を震わせる佑樹に、アレックスも表情を強こわ張ばらせた。警けい戒かいを強め、再度あたりを見回したけれど、不ふ審しんな人影はもういなかった。

「俺の気のせいだったのかも」

「どちらにしろ、少し用心したほうがいいかもな。とくに自宅のあたりはあまり人通りがないようだし、明日も帰りは一緒のほうがいいかもしれないな。駅に着く時間を知らせてくれれば迎むかえに行く」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　そんな大袈裟にしなくていいって。いまの人影だって、俺の気のせいかもしれないんだし」

「気のせいならそれでいい。だが、何かあってからでは遅おそいだろう？」

「そうだけど……」

「俺が佑樹を手助けできるのは、日本にいる間だけだ。もし、あいつが佑樹のことを諦あきらめてないんだとしたら、帰国するまでにできることはしておきたい」

「────」

　その言葉に、アレックスはやがてアメリカに帰ってしまう───そんな当たり前の事実に落らく胆たんしている自分がいることに気がついた。

（ちょ、何がっかりしてるんだよ!?）

　親しくなれたのが嬉うれしいのは確かだけれど、帰って欲しくないと思うのは何か違ちがう気がする。まるで、恋でもしているかのような思考回路に自分でびっくりした。

「なっ……」

　一人で心の中で右往左往していたら、いきなり肩を抱だかれて引き寄せられた。勢いで顔がアレックスの胸にぶつかる。

「ななな何!?」

「恋人っぽく振る舞っておいたほうがいいだろう？　あいつが見ているなら、このくらいしておかないとな」

「いや、あの、でも、他ほかの人に見られたら……」

　確かに恋人っぽい振る舞いだが、岡崎以外の視線も気になる。会社の近くではないけれど、どこに知り合いがいるかわからない。こんなところを見られたら、何か誤解を生んでしまわないだろうか。

　そうは思っても、厚こう意いでしてくれているアレックスの手を振り払うような真似まねはできない。無む性しように恥はずかしくなってただ小さくなるだけだった。

「誰かに何か云われたら、酔っていたとでも云っておけばいい。こうしておけば、あの男は寄ってこないだろう？」

「う、うん」

　摑つかまれた肩がやけに熱い。それどころか、爪つま先さきから頭のてっぺんまで熱かった。

　急に体温が上がったような気がしたのは驚おどろいたせいだ。頰ほおが熱いのは、吹きつけてくる北風が冷たかったせい。心臓がばくばくしてるのは緊きん張ちようしているから。きっと、そのせいだ。

「それにこうしていたほうが温かいだろう？」

「……っ」

　至近距離で微笑ほほえみかけられ、さらに心臓が大きく跳はねる。落ち着けと何度も自分に云いい聞かせるけれど、なかなか鼓こ動どうの早はや鐘がねは治まらなかった。
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　あれから数日、進展らしい進展はなかった。アレックスの許もとに彼女からの連絡はなく、手がかりもない。

　初めの内は意気込んでいたアレックスも、ここ数日は物もの憂うげにしていることが多かった。落ち込んでいるのか、何か思うところがあるのかはわからないが、無闇に訊きくこともできない。

　佑樹のほうの状じよう況きようも、一進一退といったところだ。

　アレックスのアドバイスに従い、近きん況きようを訊たずねるふりで大学の頃ころの友人に岡崎のことを遠回しに相談したのだが、彼らは皆みな、初めからあまりいい感情を持っていなかったということがわかった。

『お前が仲よくしてるみたいだから一いつ緒しよにいただけで、元々あんま好きじゃねーんだよな』というのは友人の一人の談だが、概おおむね似たようなことを思っていたらしい。自分のいないところでは、岡崎はあまりいい態度ではなかったと初めて知らされた。

（空気が読めなかったのは、俺だったってことだよな……）

　高校までは皆仲がよくて、友人関係で悩なやむことなどなかった。中高一いつ貫かん校だったため、よくも悪くも温室育ちだったのかもしれない。

　外で視線を感じたこともあり、火曜日からは毎日まっすぐ帰宅している。アレックスとは最も寄よりの駅で待ち合わせる形で落ち合っている。

「佑樹。頼まれていた買い物はすませておいた。足りないものはないと思うんだが」

「ありがとう。買い物、一人で大丈夫だった？」

　家にある食材のストックは一人分だったため、冷蔵庫の中のものが心こころ許もとなくなってきていたのだ。仕事帰りだと、近所のスーパーマーケットの閉店時間には間に合わない。

「売り場で困ってたら、店員が案内してくれた。佑樹に頼まれたものは全部買えたよ。日本は本当にサービスが行き届いているな」

「そ、そうだね」

　きっと、その店員は女性だったに違いない。スーパーでの状況が目に浮うかぶようだ。

「今日は何を作るんだ？」

「シチューだよ。で、明日は鍋なべの予定」

　あまり料理の腕に自信がないため、材料を切って煮にるだけで作れるメニューを選んでいるにすぎない。固形ルーを使えば、それなりのものを作れるからだ。

　それにしても、夜の住宅街は本当に静かだ。いつもはこの静けさも嫌きらいではないのだが、不安要素があるせいで些さ細さいな物音にすら敏びん感かんに反応してしまう。

「……ッ」

　風に飛ばされてきた空き缶かんが、派手な音を立てながら転がってきた。その甲かん高だかい音に、びくりと体が強こわ張ばった。

「今日は風が強いな。寒くないか、佑樹」

　アレックスはそう云って、さりげなく距離を詰めてくれた。周囲を警戒する佑樹を気づかってくれたのだろう。

「うん、マフラーもしてるし大丈夫。アレックスのほうこそ、寒くないの？」

　佑樹に比べたら、かなりの薄うす着ぎだ。

「俺は体温が高いからな。ほら、子供みたいな体温だろう」

「！」

　いきなり手を握にぎられ、思わず息を吞んだ。振り払はらうわけにもいかず、固まってしまう。

「佑樹の手は冷たいな」

「ちょ、アレックス!?」

　アレックスは佑樹の手を摑んだまま、自分のコートのポケットに突つっ込んだ。

「こうすれば温まるだろ」

「う、うん……」

　握られた手の平がじわじわと熱くなってくる。アレックスの体温が移ってきているのか、恥ずかしさで体温が上じよう昇しようしているのかよくわからなかった。

「どうした、佑樹？」

「な、何でもない」

　気を紛まぎらわそうと、隣となりを歩くアレックスに話しかけた。

「アレックス、その、今日はどうだった？」

「いい報告ができればよかったんだが、正直行き詰づまってる」

「女子大生のほうは？　何か連絡来た？」

「友達に訊きいて回ってくれたようだが、在学中の学生に『新山』という名前の人物はいないそうだ。この春の卒業生の中にもいないらしい。ゼミの教授にも訊いてみると云ってくれてるんだが、あまり期待はできないな」

　アレックスは苦笑いを浮かべて、そう云った。

「その大学じゃなかったってことなのかな……」

「どうだろうな。彼女からの返事はないし、手がかりもない……もう諦あきらめたほうがいいかもしれない」

「────」

　淡たん々たんとしてはいるけれど、落ち込んでいないはずがない。かけるべき言葉が思いつかず、黙だまり込むしかなかった。

「多分、彼女は自分の意志で連絡を絶ったんだろう。もし、俺の助けを必要としていたら、何かしらのメッセージはあるはずだしな。距きよ離りを置こうと思った原因はわからないけど、少なくとも俺は彼女に必要じゃなかったってことなんだと思う」

「そんなこと───」

「いいんだ、佑樹。みんなに色々云われて意固地になってた部分があるのは、俺も自覚している」

　自じ嘲ちよう気味に笑う様子に、佑樹の胸が苦しくなった。そして、アレックスにこんな顔をさせる『彼女』に怒いかりさえ覚える。

（俺なら、こんな顔させないのに）

　追いかけてきたのはアレックスの勝手だけれど、思わせぶりなことを云って焚たきつけたのは『彼女』のほうだ。いったい、どんなつもりで連絡を絶ったのだろう。もし、気持ちが冷めてしまったのなら、きちんと区切りをつけるべきだ。

「子供扱あつかいされて反発するなんて、図星を指されたって云ってるようなものだろ。冷静に考えたら、俺の行動ってストーカーそのものだよな。偉えらそうなこと云ってて、あの男と大差ないな」

「違ちがうよ！　あ、いや、ほら、相手が嫌がってたらそうなのかもしれないけど、そもそも会えてさえいないんだし……もし、彼女に会って迷めい惑わくだって云われたら、そのときは潔いさぎよく諦めるべきだと思うけど、いまは何にもわかんないんだし……っ」

　少しでも慰なぐさめになればと言葉を重ねたけど、自分が空回りしているようにしか思えなかった。けれど、アレックスは佑樹の不器用な慰めを快く受け取ってくれた。

「───ありがとう、佑樹。元気が出た」

「ほ、ほんと？」

　物憂げだった表情が少しだけ緩ゆるんだことにほっとする。しかし、続けられた言葉は意味深だった。

「ああ。お陰かげで踏ん切りがつきそうだ」

「踏ん切り？　どういうこと？」

「気持ちの整理がついたら、そのときに話す。それまでの間、もう少しだけ佑樹の部屋に置いてもらえるか？」

「もちろん、い──」

　いつまでもと云いいそうになって、慌あわてて口を噤つぐんだ。アレックスの恋こい路じが上手うまくいかなければいいと云っているようなものだ。

（何云おうとしてんだよ！）

　アレックスにも本来の生活がある。アレックスとの生活が楽しいからといって、それが続くことを願うなんて身勝手すぎる。『彼女』に対して、嫌な感情を抱いだいてしまうのも佑樹の勝手でしかない。

　人の恋愛に口を挟はさむ権利はないし、どんな状況になろうとも判断するのは本人だ。

「あ、ちょっと待ってて、ポスト見てくる」

　昨日一昨日おとといと確かく認にんするのを忘れていたため、チラシや郵便物が溜たまっていそうだ。隙すき間まから覗のぞき込んだだけで、ぎゅうぎゅうに詰まっているのが見て取れた。

「何でこんないっぱい詰まってるんだ？　うわっ、び、びっくりした……」

　ポストの戸を開けた途と端たん、中にあったものが流れ出るようにして落ちてきた。咄とつ嗟さに屈かがんで拾おうとして、ポストカードに見えたそれらが写真だということに気がついた。

「いつ撮とったんだ、これ……」

　写っているのは佑樹だけではなかった。アレックスと並んで歩く様子や、昼休みに同どう僚りようとランチを摂とっているところまで撮られており、そのどれもが悲ひ惨さんな状態になっていた。

　どれも人の顔が黒いペンでぐちゃぐちゃに塗ぬりつぶされている。唯ゆい一いつ無事なのは、佑樹の顔だけだった。元の写真がどんなものだったかわからないほど、細かく切り刻まれているものさえある。言葉にならない不気味さに、背筋が凍こおる思いがした。　>>>♥

（これってまずい傾けい向こうだよな……）

　どう考えても、こんなことをした犯人は岡崎だ。これまでは佑樹自身に対してだけの攻こう撃げきだったけれど、この写真を見る限り、周囲の人間にも悪意を向け始めているようだ。

　いままでは自分の身の危険だけを心配していればよかった。しかし、他ほかの人に実害が及およぶようなら、何か手を打たねばならない。

　だとしても、どうすればいいのだろうか。具体的な解決策は思い浮かばない。

「───ずいぶん悪質だな」

　アレックスの剣けん吞のんな呟つぶやきに、はっと我に返る。いつまでもこんなところにしゃがみ込んでいる場合ではない。

「と…とりあえず、これ片づけないとね」

　写真を残らずかき集め、チラシやダイレクトメールと共にカバンの中に押し込んだ。マンションの住人や管理人に見られでもしたら大変だ。

「佑樹、部屋に戻もどろう」

「うん」

　アレックスに促うながされ、佑樹はそそくさとエレベーターに乗り込んだ。どこからか見られているのではないかという不安が拭ぬぐえず、びくびくと狼狽うろたえてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「え……？」

「顔色が悪い」

「ちょっとびっくりしただけ。それに今日は寒かったし、体冷えたのかも」

　必要以上にアレックスに心配をかけたくなくて、強張った口元に無む理り矢や理り笑えみを乗せたが、些いささか不自然になってしまったかもしれない。

「それじゃあ、早く暖まらないとな。夕食は俺が作るよ」

「え、ホントに？」

「いつもご馳ち走そうになってばかりじゃ悪いしな。自信を持って振る舞まえるのは、ポトフしかないんだがかまわないだろうか？」

「それで充じゆう分ぶんだよ」

　アレックスの料理の腕は、佑樹と似たようなものらしい。何気ない会話で、幾いく分ぶん気持ちが解ほぐれてきた。無防備でいるのはよくないが、気にしすぎるのも相手の思う壺つぼだ。もっと大きく構えているべきだろう。

　しかし、そうやって気持ちを切り替かえた直後、不ふ審しんなものが目に入った。廊ろう下かの突きあたりにある自分の部屋の前に、見覚えのない大きな箱が置かれている。

　プレゼントのつもりなのだろうか。その箱には大きなリボンがかけられていた。あまりに不自然な光景に足が止まった。

「何だ、あれ……」

「これもあの男の置き土産みやげだろうな。俺が開けてしまっていいか？」

「え？」

「あの男は佑樹にダメージを与あたえたいんだ。その思おも惑わくに乗る必要がどこにある？」

「で、でも、危なくない？」

「さすがに爆ばく弾だんってことはないだろう。でも、念のため佑樹は後ろに下がっていてくれ」

「アレックス!?」

　アレックスは佑樹を自分の後ろに押しやり、まずはリボンに手をかけた。佑樹が制止する間もなく、蓋ふたを開けてしまう。

　その場で開かい封ふうした箱の中に収められていたのは、クマのぬいぐるみだった。

「ぬいぐるみ……？　何でそんなものが───」

　アレックスは人差し指を唇くちびるの前に立てるジェスチャーをしたあと、そっと箱を持ち上げる。そして、おもむろに立ち上がると佑樹の耳元で囁ささやいた。

「少し重い気がする。何か入ってるかもしれない。中身を調べてみよう」

「……っ!?」

「大丈夫だ。俺が処理するから、佑樹は触ふれなくていい」

　アレックスは小声でそう云い、ぬいぐるみが入っている箱を抱かかえた。声を潜ひそめていたのは、盗とう聴ちよう器きの危険性を考えたからだろう。

「ただのぬいぐるみみたいだな。寒いから早く部屋に入ろう」

「え？　あ、ああ、うん、そうだね」

　わざとらしい言葉に一いつ瞬しゆん面めん食くらったけれど、岡崎に聞かれていた場合のことを考えての会話だと察して、佑樹も話題に乗った。

　緊きん張ちよう感かんをはらんだまま、玄げん関かんドアを開け、中に入る。アレックスは靴くつ箱の上で、ぬいぐるみの検分を始めた。やがて、首のリボンを解ほどくと粗あらい縫ぬい目が現れた。それは既き製せい品ひんのタグがついているにもかかわらず、素人しろうとの手によるものにしか見えなかった。

「佑樹、何か切るものはあるか？」

　小声で問われたため、同じように抑おさえた声で返す。

「ちょっと待ってて」

　リビングの戸と棚だなの引き出しから、鋏はさみを取り出してアレックスに手て渡わたした。

　アレックスは佑樹から受け取った鋏で糸の端はしを切り、そっと外していく。首と胴どう体たいの隙間から覗く白い綿の中に、黒い物体が押し込められているのが見えた。

「！」

　慎しん重ちように取り出されたそれには、小さなアンテナのようなものがついていた。アレックスは息を詰めたまま蓋を外し、中に入っていたボタン電池を取り外す。

「もう普ふ通つうに喋しやべっても大丈夫だ」

「それ、盗聴器？」

　恐おそる恐るアレックスの手元を覗き込む。見慣れない形だけれど、日常的に使うものではないことくらい見て取れた。

「多分な。録音機能はなさそうだから、これで音を拾って、どこか近くで受信するつもりだったんだろう」

「……っ」

　盗撮に盗聴───岡崎がそんなことまでするほど、思い詰つめているとは思ってもみなかった。盗聴器に気づかなかったら、何もかも筒つつ抜ぬけになっていたところだった。

「ここまでくると本格的に犯罪だ。いつまでも躊躇ためらってないで警察に通報したほうがいい」

「……そうだよね……」

　躊躇ってしまうのは、あれでも一応『友人』だったからだ。やがて、目を覚ましてくれるのではないかという根こん拠きよのない希望を抱いだいてしまう。

　それに、警察沙ざ汰たにすることで、岡崎を刺し激げきしてしまうのではないかという危き惧ぐもある。

「少しでも早く届けを出すべきだ」

「───ごめん。ちょっとだけ待ってもらえる？　少し気持ちの整理をしたいんだ」

「佑樹」

「わかってる、こういうのは早いほうがいいって。わがまま云いってごめん、でも───」

　云い訳を口にしかけて、やめた。

（俺、『でも』ばっかり云ってるな……）

　自分のこういう煮にえ切らない態度が、状じよう況きようを悪化させているのかもしれない。

「最終的には佑樹の判断だ。だが、相手のことよりもまずは自分のことを考えて答えを出すと約束してくれ」

「約束する。日曜には答えを出すよ」

　初めに云っていた滞たい在ざい期限はクリスマスだ。週が明けたら、アレックスは帰ってしまう。それまでには、態度を決めるつもりだ。帰国するアレックスに、いつまでも心配をかけるわけにはいかない。

（……帰っちゃうんだよな……）

　数日後には、もうこの部屋にアレックスの姿はない。

　また、いつもどおりの日常に戻るだけなのに、この部屋に一人になるのだと思うと云いようのない寂せき寥りよう感が襲おそってきた。

　こんなふうに寂さみしくなってしまうのは、元々、賑にぎやかな家で育ったせいだ。ある意味、ホームシックのようなものだろう。そんな気持ちを振り払い、努めて明るく話を振った。

「それにしても、よくわかったね。その中に盗聴器が入ってるって」

「使い古された方法だからな。ロイにはこの手のものが死ぬほど届くんだ。無記名の贈おくりものには用心するようにしてる」

「そっか……」

　ロイはパパラッチに追い回されるほどの人気者だ。熱ねつ狂きよう的なファンも数えきれないほどいるはずだ。アレックスも家族として、対応しなければならないこともあったのだろう。

「それ、どうするの？」

　電池を抜ぬいてしまえば、もう使いものにはならない。とは云え、目につくところに置いておきたくはなかった。

「ビニール袋ぶくろにでも入れて、ベランダに置いておこう。ついでにさっきの写真も一いつ緒しよに入れておけ。部屋の中にあるのは気持ち悪いだろう？　何か入れておくものを持ってきてくれ」

「わ、わかった」

　キッチンから大きなゴミ袋を取って戻もどると、アレックスは箱やぬいぐるみの手足も調べていた。用心に用心を重ねているのだろう。箱やリボンも一緒に袋に入れ、厳重に口を縛しばった。

　ぬいぐるみには罪はないけれど、無防備に放置しておけるほど神経は太くない。

「これでいい。外に出してくるな」

　アレックスは佑樹に一いつ切さい触れさせないまま、てきぱきと片づけてしまった。自分のほうが年上なのだから、もっとしっかりしなくては。

　岡崎が直接姿を見せないのは、佑樹が一人になる瞬しゆん間かんがほとんどないからだろう。元通りの生活に戻ったとき、どんな行動に出るかわからない。

（話し合うべきなんだろうか）

　冷静に話ができるなら、それが一番いい。だけど、もうそうすることが難しいということだけはわかっている。

「……っ」

　ため息を吐つきかけたその瞬間、家の電話が鳴り響ひびいた。

　気を緩ゆるめていたため、必要以上にびくついてしまう。恐る恐るナンバーディスプレイに表示された番号を確かく認にんすると、登録されていない携けい帯たい電でん話わのものだった。予防策として、岡崎の番号は着信拒否にしてあるから、こんなふうに鳴ることはない。

　新しい携帯電話を買った可能性はあるけれど、それ以前に自宅の番号は知られていないはずだ。そう考え、思い切って電話を取った。

「……もしもし？」

『あ、初瀬？　仲西だけど、いま平気か？』

　相手が仲西だとわかり、佑樹は緊きん張ちようを解く。

「うん、平気だけど……何でわざわざ家のほうに？」

『何でじゃねーよ、携帯に出ないのはお前のほうだろ。何回かけたと思ってんだ』

「あっ、ごめん！　最近、迷めい惑わくメールとかヘンな電話が多くて音消してたんだ」

　何気なく疑問を口にしたら、文句が返ってきた。仲西の番号は鳴り分け登録をしていなかったから、岡崎からの着信に紛まぎれて見落としていたのだろう。

『それ、どこかから個人情報漏もれてるんじゃないのか？　そういうときは携帯ごと変えたほうが手っ取り早いぞ』

「近いうちにそうするよ。それより、電話くれたってことは、何かわかったってこと？」

『ああ、新山さんのいまの住所を知ってるって子が見つかったんだ』

「マジで!?」

『その子に野々村さんに事情を伝えてもらったら、手紙を転送してくれるって。来週会うって云ってたから、週明けまでに持ってきてもらえれば渡わたしとく』

「じゃあ、週明けにでも会社に持ってくな」

『そうだな、また月曜日あたりに社食で会えばいいか』

　意外にも呆あつ気けなく糸口が摑つかめたことに、ほっとした。望んだ結果が得られるかどうかはわからないが、『彼女』の無事は確認することができる。

　佑樹自身、『彼女』に対して思うところはある。けれど、大事なのはアレックスの気持ちだ。

　間接的な印象しかないせいで好意的には思えなくなっているけれど、アレックスが好きになったのだから、実際はいい子なのかもしれない。

「面めん倒どうかけて悪かったな。今度、飯でも奢おごるよ」

『いいよ、そんなの。俺だって、初瀬にはずいぶん世話になったし。あ、でも、野々村さんには菓子でも買ってやっといてくれ』

「了りよう解かい」

　手間をかけさせた礼が菓子ですむなら安いものだ。会社の近くに女子社員に人気のパティスリーがある。そこで菓子の詰め合わせを買っておけばいいだろうか。

『しかし、お前も世話焼きだよな。本当なら礼をしなきゃならないのは、お前じゃなくて相手のほうだろ』

「まあ、俺が好きでやってることだし」

『そこがお前のいいところだけどさ。つーか、いま気づいたけど、直じかに取りに来てもらえばよかったんじゃないか？　引っ越こし先、すぐそこなんだから』

「え？」

　何気なく云われた言葉にドキリとした。つまり、仲西は『彼女』の住所を知っているということだ。不自然にならないよう、さりげなく訊きき返した。

「彼女の家、そんなに近くなのか？」

『目と鼻の先だよ。ほら、お前のマンションの南側に新しい高層マンションがあるだろ。あそこに住んでるんだってさ』

「あのでかいマンション？」

　仲西の云っているのは、駅の向こうにあるファミリー向けの新築マンションのことだろう。長いこと、駅前に大きな看板が出ていたことをよく覚えている。一階にはスーパーマーケットやカフェ、小しよう児に科かの医院が入るのが売りだと書いてあった。

『そうそう、いいとこ住んでるよなー。よほど、高給取りの旦だん那な捕つかまえたんだろうな。ウチの給料じゃ、あんなとこ到とう底てい無理だって』

「あはは、確かに」

　仲西と一緒になって笑いながらも、『旦那』という単語に複雑な気分になった。実はまだアレックスに、『彼女』が結けつ婚こんしているかもしれないということを伝えられていない。

　アレックスが捜さがしている人物と、佑樹の会社に在ざい籍せきしていた『新山麻由美』という人物が同じ人間かどうかわからないから、と自分に云いい訳していたけれど、本当は彼が傷つくところを見たくなかったからかもしれない。

（でも、まだ真実はわからないんだし）

　アレックスの捜している人物が彼女の妹かもしれないという可能性はまだ残っている。

　真実を知るためには、当人に会うしか方法はない。けれど、本当のことを知ることが、彼にとっていいことかどうか、佑樹には判断できなかった。

『じゃ、週明けに』

「うん、わざわざ電話ありがとな」

　待ち合わせをもう一度確認し合い、電話を切ったところにアレックスが戻ってきた。

「佑樹、誰だれから電話だったんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、岡崎じゃないよ。『彼女』のことを捜してもらってた同どう僚りようから連絡もらったんだ。『彼女』の友達に話がついたみたいで、手紙を転送してもらうことになった。週明けに渡すことになったんだけど、手紙の中身はどうする？　入れ替かえる？」

　彼女へのメッセージを書き換えたいと云い出したのはアレックスだ。日本に来てから、気持ちに変化があったのかもしれない。

「それはまだだが……彼女がいまどこにいるかわかったのか？」

　佑樹の言葉に、アレックスは表情を引き締しめた。

「詳くわしい住所までは聞けなかったけど、住んでるマンションはわかったよ。ウチのベランダから見える大きいマンションがあるだろ。あそこに住んでるみたい」

「そうか、そんな近くにいたのか」

「……？」

　アレックスの反応が想像とは違ちがっていた。もっと喜ぶと思っていたが、何かを考え込んでいる様子だった。

「あ、あのさ、土曜に一いつ緒しよに捜しに行ってみない？」

「捜しに？」

　佑樹の提案に、アレックスは目を瞬しばたたかせた。

「部屋はわかんないけど、マンションの入り口ってそんなにたくさんないだろ？　一日中張り込むのはこの時季厳しいけど、もしかしたらばったり会えるかもしれないじゃん。本人じゃないかもしれないけど、何らかの関係がある人なのは間ま違ちがいないだろうし」

「…………」

　考え込むアレックスの背中を押そうと、さらに言葉を重ねた。

「ほら、『運命』の相手なんだから、そういう縁えんもあると思うけどな」

「……運命、か」

　励はげましの言葉のつもりだったが、アレックスは難しい顔でさらに考え込んでしまった。諦あきらめようと思っていた矢先だったからか、混乱しているのかもしれない。

（余計なこと云っちゃったかな……）

　もし、アレックスの中で心が決まっていたとしたら、佑樹の申し出は迷いを生じさせてしまった可能性がある。

「アレックスが気乗りしないならやめとく……？」

　おずおずと切り出すと、アレックスは佑樹に穏おだやかな笑えみを向けた。

「いや、行ってみよう。これは俺のけじめだ」

「けじめ…？」

　何かを決意したようなその表情は、初めて会った夜に『好きな人に会いに来た』と語っていたときのアレックスの顔とはどこか違っているように見えた。
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「どうもありがとうございました」

　足を止めてくれた年配の女性に頭を下げて見送る。すれ違った住人に『彼女』を見かけたことがないかと写真を見せて訊いて回ってみたのだが、捗はか々ばかしい結果は得られなかった。

　新築のため、まだまだ近所づき合いが薄うすく、お互たがいの顔を把は握あくしていないせいもあるけれど、それ以上にマンション自体が広すぎた。

　元々、古い工場があった場所が再開発されてできたマンション群だ。公園はもちろん、スーパーマーケットや飲食店、保育園や医院まで揃そろっており、まるで小さな街だ。高層マンションを甘く見ていた自分を反省した。

　だからと云って、簡単に諦めるわけにはいかない。駅へ続く正面ゲートや公園など、人が多く通るところを見て回ったけれど、捜している顔は見つけられなかった。

　人捜しを軽く考えていたわけではないけれど、何の手がかりも得られないまま寒空の下で右往左往しているだけでは、心が折れてしまいそうになる。きっと、当事者のアレックスは佑樹以上に辛つらいはずだ。

　果たして、『彼女』を捜すことが、本当に正しいのかどうか迷い始めていた。ロイたちのように、もう忘れろと忠告するべきなのだろうかと頭を悩なやませている。

　実は、アレックスに大事なことを伝えられていない。それは『彼女』が結婚しているかもしれないということだ。

　佑樹の部屋の以前の住人が本当に『彼女』なのだとしたら、現実を目まの当たりにして知るよりも、前まえ以もつて心の準備ができていたほうがいいような気もする。

　友人として、アレックスの恋こい路じが上手うまくいくといいとは思っている。けれど、『彼女』がアレックスを裏切るような行こう為いをしているなら、会わないほうがいいのではないかとも思ってしまうのだ。

　しかし、『彼女』が結婚していたとしても、やむを得ない理由があったのかもしれない。もしそうなら、アレックスと二人で話す時間も必要だろう。

（でも、何でこんなにもやもやするんだろう……）

　いま、一番わからないのは自分の気持ちだった。消化不良で胸やけを起こしているかのような違い和わ感かんがある。喉のどの奥に何かが閊つかえているような感覚が、このところずっと拭ぬぐえずにいた。

　岡崎のこともあるし、ストレス性の胃い炎えんになりかけているのかもしれない。

　昔は父親が胃薬をしょっちゅう飲んでいることが不思議だったけれど、大人になったいまは、あの頃ころの父の気持ちがわかるような気がする。

「佑樹、ここにいたのか。待ち合わせ場所にいないから捜した」

「あっ、ごめん！　もうそんな時間だった？」

　腕時計を見たら、アレックスと落ち合うはずだった時間はとうに過ぎていた。効率を上げるために、二手に分かれて聞き込みをしていたのだ。

「何かあったわけじゃないよな？」

「うん、ちょっと立ち話が長くなっちゃって。でも、彼女のこと知ってる人は見つからなかった。そっちどうだった？」

「ダメだな、みんな見たことがないと云っていた」

「そっか……」

　思わずため息を吐つきそうになり、慌あわてて口元を引き締める。

　ため息を吐きたいのは、佑樹よりもアレックスのほうだろう。わざわざ引っ張り出しておいて、落ち込んだ姿を見せるなんて以ての外だ。

「アレックス、疲つかれてない？」

「いや、俺は平気だ。佑樹のほうこそ疲れただろう。寒い中、連れ回してしまってすまない」

「何云ってんだよ、引っ張り出したのは俺なんだから、謝るなら俺のほうだろ」

　やはり、こんな広いところから一人を捜すのは無む謀ぼうな試みだったのかもしれない。

　こうして歩いているうちに、ばったり再会するのではないかと都合のいい展開を期待していたけれど、そうそう都合のいい偶ぐう然ぜんが何度も起こるわけがない。

「佑樹は俺を気き遣づかってくれただけだろう？　俺のわがままにつき合わせてしまって、本当に申し訳ないと思ってる。大事な休みをこんなことのために使わせて───」

「ストップ！　それ以上云いわないでいいから！」

「佑樹……」

「こういうの探たん偵ていっぽくて楽しいし、アレックスの役に立ちたくてやってることだからさ。だから、謝るのはナシで」

　アレックスにそんな顔をさせたくて、手助けをしているわけではない。まだ何の役にも立てていないけれど、気き兼がねだけはして欲しくない。

「そうだ、そろそろお昼になるし、少し休きゆう憩けいしようよ。ほら、あそこのカフェに入らない？　ランチセットが美味おいしそうだよ」

　お腹なかが空すいていると、悲観的になる。そろそろ決断を下さなければならないだろうが、そういうことは空腹時にすべきではないと思う。

「そういえば、もうそんな時間か」

「とりあえず、腹ごしらえしよ。腹が減っては戦いくさはできぬって云うし」

「確かにその通りだな」

　わざとらしい云い回しをすると、アレックスも表情を緩ゆるませた。

　マンションの居住スペースには立ち入れないが、併へい設せつされている店てん舗ぽに入るぶんには問題ない。アレックスを追い立てるようにして、カフェの入り口を潜くぐった。

　店内は半分ほどの席が埋うまっていた。女性客と家族連れが多いのは、立地のせいだろう。セルフ式のレジでランチセットを二つ頼み、飲み物を載のせたトレーを手に空いている席に着いた。

　メインのランチプレートは出来上がり次し第だい、持ってきてくれるそうだ。先に用意されたコーヒーも、いい豆を使っているようで芳ほう醇じゆんな香りがした。

「けっこう雰ふん囲い気きのいいお店だね」

　こういう店が自宅のすぐ傍そばにあればいいのにと思いながら、店内を眺ながめる。

　値段も手て頃ごろだし、テーブルに置かれた手書きのメニューも味がある。カウンターのショーウインドーに並べられたフルーツタルトも美味しそうだった。

　唯ゆい一いつ難を云うとしたら、少々店内が賑にぎやかなことが気にかかった。けれど、家族連れが多い店なら仕方のないことだろう。

「コーヒーも美味うまいな」

　熱々のコーヒーを啜すすると、冷えた体が内側から温まっていくようだった。

　こうして二人で向き合って食事ができるのは、あと何回だろうか。そう考えたら、無む性しように寂さみしさが込み上げてきた。けれど、「帰らないで欲しい」だなんて、云える立場にはない。

「そういえば、家には連絡したの？」

「ああ。とっくにバレてたけどな。自分で納なつ得とくしないと聞く耳を持たないから、放ほうっておいたと云われた」

「やっぱり」

「でも、偶ぐう然ぜん佑樹と会って、家に泊めてもらっているとロイに云ったら驚おどろいてた。迷めい惑わくはかけるなとしつこく念を押された。自分だって佑樹に世話になったくせに偉えらそうだよな」

「アレックスのことを心配してるだけだよ、きっと。惺は何か云ってた？」

「近いうちに佑樹に連絡すると伝言された。惺もすごく驚いていたみたいだ」

「惺には迷惑なんてかけられてないって、ちゃんと云っておくから安心していいよ。もうすぐクリスマスだけど、どうするか決めた？」

　ずっと訊きけずにいたことを、やっと切り出すことができた。

「……明後日あさつての飛行機で帰るつもりだ」

　アレックスは逡しゆん巡じゆんを見せたあと、そう云った。明後日、という言葉に動どう揺ようしそうになったけれど、顔には出さずにさらに問う。

「チケット取ってあるの？」

「これから取る。混こんでいる時季だが、一人くらいどうにかなるだろう」

「じゃあ、空港まで見送りに行く」

「気持ちは嬉うれしいが、やめておいたほうがいい。キャンセル待ちをすることになったら、時間がかかるかもしれないからな」

「だったら、一いつ緒しよに待つよ。一人でいるよりは時間潰つぶせるだろうし」

「下手へたをしたら、日を跨またぐことになるかもしれない。何より、佑樹は仕事があるだろう？」

「月曜は休みだし、俺がもっとアレックスと一緒にいたいんだ」

「佑樹……」

「あ、いや、ヘンな意味じゃなくて、何ていうか、もっと話がしたいなって思って……」

　アレックスの驚いたような眼まな差ざしで、必死になっていた自分に気づいて恥はずかしくなった。

（俺、何でこんなにムキになってるんだろう）

　アレックスとは気が合うし、一緒にいて居い心ごこ地ちがいい。会話も楽しいし、何も話していなくても気まずさは微み塵じんもない。出で逢あって、まだ一週間ほどしか経たっていないにも拘かかわらず、まるで昔からの親友のように隣となりにいることが自然になっていた。

「俺も佑樹とはもっと話がしたい。もっと佑樹のことを知りたいし、俺のことを知って欲しいと思ってる。俺がアメリカに帰ったからと云って、二度と会わないわけじゃないだろ」

「そうだよね！　ごめん、子供みたいなこと云って」

「いや、別れがたい気持ちは俺も同じだ。どうしてだろうな、佑樹の傍にいるだけで不思議と癒いやされる」

「え？」

「一緒にいて居心地がいいのは、佑樹の人ひと柄がらだろうな」

「あ、ありがと」

　急に褒ほめられ、居たたまれなくなる。アレックスはお世辞を云うような性格ではないとわかっているからこそ、気き恥はずかしかった。

　頰ほおが熱くなっているのをごまかすために、コーヒーを啜る。さっきは深みのある苦さが美味しかったのに、いまは味がよくわからなかった。気まずさをごまかすために違ちがう話を振ろうと頭を捻ひねっていると、不意に甲かん高だかい笑い声が聞こえてきた。

（ずいぶん騒さわがしいな……）

　さっきから賑やかだったけれど、一組の客のテンションが徐じよ々じよに高くなってきているようで、店内に響ひびき渡わたるほど大きな笑い声を立てるようになっていた。その声のするほうに顔を向けた佑樹は、そこにいた人物の顔を見て自分の目を疑った。

（……あの人……）

　茶色く緩いウエーブのかかった髪のせいでずいぶん印象が違うけれど、アレックスが見せてくれた写真の人物とまったく同じ顔をしていた。耳元の髪を搔かき上げた瞬しゆん間かん、首筋にある小さなほくろが見えたから、ずっと捜さがしていた『麻由美』に間ま違ちがいないだろう。

　すぐにアレックスに云えなかったのは、彼女のお腹が大きく、妊にん娠しんしていることが見て取れたからだ。女性の体のことはよくわからないけれど、お腹の大きさから察するに臨月が近いのではないだろうか。あの大きさなら、少なくともこの夏にはすでに妊娠していたことになる。

　アレックスに彼女のことを知らせるべきだろうか。しかし、彼女にやむにやまれぬ事情があったとしても、あんな姿を見たらさすがにショックを受けるのではないだろうか。

（アレックスが気づきませんように……）

　そんな佑樹の願いを嘲あざ笑わらうかのように、彼女たちの声は大きく、会話の内容も明け透すけなものだった。

　やがて、その内容は二人で行った旅行の思い出話に移った。その話を聞く限り、どうやら、アメリカ旅行は独身として羽を伸のばす最後の旅行だったらしい。

「ホント、楽しかったよね。あ、そういえば、アメリカで会ったあの子はどうしたの？」

「どうもできるわけないじゃない。面めん倒どうだから切ったに決まってるでしょ。引っ越こしついでにプロバイダーも解約したし、携帯も変えたしね」

　彼女たちがアレックスの話をしていることに佑樹が気づいたその瞬間、アレックスも表情を硬かたくした。もしかしたら、不安げな顔をしていたせいで、背中越ごしに聞こえてくる会話の主が、自分の捜していた女性だと気づいてしまったのかもしれない。

「えー！　もったいない、すっごいイケメンだったのに！　麻由美がわざわざ旅行前にあんな頭にしてったのは、あっちで男捕つかまえるためでしょ？　外人って黒くろ髪かみ好きだもんね」

「イケメンでも、貧びん乏ぼう学生じゃどうにもならないじゃない。いい服着てるからお金持ってるんだろうって思って引っかけたのに、学費と家賃以外はバイトで賄まかなってるっていうんだもん。服はたまたまお兄さんのお下がりを着てたんだって。もー、それ聞いてがっかり」

「捨てるんだったら、私に譲ゆずってくれればよかったのに。日本語も話せるし、連れ歩くには最高でしょ」

「そうなんだよねー。何ていうか、彼氏にはいいけど旦だん那なには物足りないっていうの？」

「何云いってんの、足りなかったのはお金のくせに」

「それもあるけど、真面目まじめすぎてつまんないっていうか……。いちいち云うことが堅かたくてウザいんだもん。もしかしたら、童どう貞ていだったのかも。この間、放置してたアカウント見てみたら、いっぱいメッセージ来ててどうしようかと思っちゃった」

　麻由美の言葉にぎくりとした。アレックスからのメッセージは、ちゃんと彼女に伝わっていたようだ。その上で無視していたのかと思うと、またそれも腹立たしい。

「何て書いてあったの？」

「ほら、ＤＶ男から逃にげてるって噓うそ吐ついてたから、連絡取れなくなって何かあったのかって心配してるみたい。バカだよね、あんな出任せを真に受けるなんて」

「そっか、暴力的な彼氏に負わされた傷心を慰なぐさめるための旅行って設定だったっけ？　ホント、麻由美って悪い女だよね。可哀かわい想そうに、年下の純情弄もてあそんじゃって」

「だって、あんなに本気になるとは思わなかったんだもん。でも、悪い気がしないかな。ていうか、童貞くらいもらってあげてもよかったかも。金きん髪ぱつだったら、もっと好みだったんだけどな～」

　悪びれない態度には、もう啞あ然ぜんとするしかなかった。

　彼女の本ほん性しようは、アレックスが見せられていた姿よりも野々村から聞いた人物像のほうが近かった。むしろ、それ以上に酷ひどいものだった。

（何なんだ、この女）

　身勝手で図ずう々ずうしい云い分に、怒いかりが込み上げてきた。せめて、一言云ってやりたい。憤いきどおりに任せて席を立とうとした瞬間、握にぎりしめていた拳こぶしにアレックスの手が重ねられた。

「いいんだ、佑樹」

「でも……っ」

「ここで俺が出ていっても、どうしようもないだろう。それこそ、ストーカー扱あつかいされておしまいだ」

「！」

　アレックスの寂さみしそうな笑えみに、胸が締しめつけられる。もし彼女が被ひ害がい者しやを装って騒ぎ立てたら、さらにアレックスが傷つくことになる。そう考えたら、ぐっと堪こらえるしかなかった。

「それにしても、みんなよく麻由美の外そと面づらに騙だまされるよね。本性はこんななのに」

「人聞き悪い云い方しないでよ。外面じゃなくて演技力。独身最後の旅先のロマンスくらい楽しんだっていいでしょ」

「結けつ婚こん前まで遊び回ってたなんて、旦那は知らないんでしょ？」

「知るわけないじゃん。いまは真面目そのものだし。昔はよく一緒に悪いことしたよねえ。ま、いまじゃ時効だけど」

　きゃはははという二人の甲高い笑い声に、言葉も出なかった。

「────」

　二人はそうやって笑い合いながら席を立ち、店をあとにしていった。店内には微び妙みような空気が残り、気まずい沈ちん黙もくが漂ただよっていた。

　怒りや後こう悔かい、罪悪感に苛さいなまれ、どんな顔をすればいいのかわからない。

「ごめん、俺……」

　佑樹が捜しに行こうと云わなければ、こんな最悪の形で真実を知らずにすんだかもしれない。彼女だって、いくらなんでも本人に対して本心を告げることはしなかったはずだ。

「佑樹が謝る必要はない。むしろ、佑樹には感謝してる。お陰かげで本当のことがわかったんだから。真実が知りたいと望んだのは俺だ」

「アレックス……」

「彼女とは『縁えん』がなかったということだろう。手間をかけさせてすまなかったな、佑樹」

「そんなこと───」

　気まずい空気を破るかのように、店員のマニュアルどおりの声が聞こえた。

「お待たせしましたー。ホットサンドセットお二つでよろしかったですかあ？」

「あ、はい」

　サラダとキッシュ、ホットサンドの載のったプレートが二つ載ると、小さめのテーブルはいっぱいになった。

　後悔に苛まれたままの佑樹に、アレックスは鷹おう揚ような笑みを向けた。

「冷めないうちに食べよう。お腹なか空すいてたんだろう？」

「……うん」

　逆に慰められてしまうなんて情けない。あんな形で裏切りを知ることになったアレックスが落ち込んでいないわけがない。だけど、佑樹にできることは何もなかった。

　せめて、暗い顔はもう見せまいと無む理り矢や理り笑みを浮うかべて、ホットサンドにかぶりついた。










「アレックス、ご飯足りた？」

「ああ、充じゆう分ぶん食べた。さすがにもう入らない」

　肉と野菜を大量に入れた鍋なべは、最後はご飯を入れて雑ぞう炊すいにした。土ど鍋なべの底にはもう何も残っていない。

「じゃあ、デザートはあとにしようか」

　こういうとき、本当なら自棄やけ酒ざけができればいいのだろうが、アレックスはまだ十九歳だ。酒を買い込んでくる代わりに自棄食いをしようと、食料を山のように仕入れてきた。冷蔵庫には片っ端ぱしから籠かごに放ほうり込んで買ってきたデザート類を詰つめ込んである。

　アレックスは佑樹の勢いに驚おどろいていたけれど、落ち込んでるときはお腹にいっぱい詰め込んだほうがいいという持論を告げると、「なるほど」と納なつ得とくしていた。

「お茶、淹いれてくるね」

「俺も手伝う。テーブルの上は片づけてしまっていいか？」

「うん、お願い」

　空になった鍋や食器をキッチンに運び、簡易コンロも元の場所にしまう。お湯を沸わかしている間に、流しも全すべて片づけてしまう。

　食事中は昼のことは一いつ切さい話題に出なかった。彼女のことに触ふれれば、どうしても気分が暗くなる。お互たがい、夕食くらいは楽しく摂とりたいと思っていたのだろう。

　お湯を注いだ急きゆう須すと湯飲みを手にリビングに戻もどると、綺き麗れいに片づいたテーブルの前でアレックスが物もの憂うげな表情をしていた。

「お待たせ」

「ありがとう。いい香りだな」

「もらいもののいいお茶を見つけたから淹れてみたんだ」

　職場の人に土産みやげでもらったジャスミン茶だ。一人でいるときはわざわざお茶など淹れたりしないから、なかなか消費できなかった。けれど、アレックスが来てからは、こうしてゆったりとする時間が増えたように思う。

　いつもは会話がなくても気にならないのだが、さすがに今日は少し気まずい。さっきも何気ない話題を振ってみたけれど、結局は長続きしなかった。

　何でもいいから、『彼女』とは関係のない話題はないだろうかと頭を捻ひねる。アレックスとできる共通の話題というと、惺やロイのことくらいだ。しかし、佑樹よりもアレックスのほうが最近の彼らをよく知っている。

「あっ、そうだ！　ロイのコスプレ写真見る？」

　ふと、別にいまの話をする必要はないのだと気がついた。実家を出るときに持ってきたアルバムに、とっておきの写真があることを思い出し、寝しん室しつの本ほん棚だなを漁あさりに行く。

「こすぷれ？」

「誰だれにも見せたことのない秘蔵写真があるんだ。このへんにあったと思うんだけど……あったあった、ほら、これがロイが日本に来たときの写真」

　そう云って、一番上の棚たなにあったアルバムを引き抜き、当時の記念写真をアレックスに見せた。調子に乗った佑樹が撮とったものだ。

「ロイがこんな眼鏡めがねしてるところ初めて見た。どうしてこんな格好をしてるんだ？」

　ロイが伊達だて眼鏡をかけているのは、彼を追いかけてきたパパラッチたちから隠かくれるための変装だ。いま考えると、子供の浅あさ知ぢ恵えでしかないけれど、あのときはこれが一番いい方法だと思ったのだ。

「変装のつもりだったんだけど、全然変装できてないよね。こっちはロイが着られるようなサイズの服ってあんまり売ってないから、惺と一いつ緒しよに探し回ったよ」

　とくにあの足の長さをカバーするズボンがなかなか見つからず苦労したことをよく覚えている。

「二人が着ているのは学校の制服か？　惺も佑樹もまだ幼くて可愛かわいいな」

「幼いって云うなよ。これでも高校生だったんだからな」

　自分たちはクラスの中でも、とくに背が低いほうだった。アレックスが云いうように、頰ほおのあたりに幼さが残っている。

　自分が童顔なことは重々自覚している。昔はムキになって訂てい正せいしていたけれど、いい加減慣れた。無理に背せ伸のびをした格好をしても似合わないし、自然体でいるしかない。

「悪い悪い。しかし、ロイはこんな年とし頃ごろの惺に手を出したのか。まったく、しょうがない兄貴だな」

「確かにちょっと犯罪入ってるかも」

　惺の精神年ねん齢れいが大人びていたとしても、ロイのほうが大人として思い止とどまるべきだったといまなら思う。けれど、火がついてしまった恋こい心ごころを抑おさえることはできなかったのだろう。

（二人とも幸せなんだから、細かいことはいいけど）

　何年経たっても、お互いのことしか目に入らない様子を見ていると囃はやし立てる気にもならない。初めの内は、数々の浮き名を流しているロイに不安もあったけれど、惺へのベタ惚ぼれぶりを知ったいまは、逆に惺に鬱うつ陶とうしがられないかと心配になったりもする。

「───ロイと惺みたいな関係が俺の理想なんだ」

「え？」

　不意に真面目まじめな呟つぶやきが隣となりから聞こえてきた。

「ああいうふうになりたいと思ってたけど、よく考えたらそれって何か違ちがうよな。ロイたちはお互いを想おもい合っていて、結果的にああいう関係を築くことになっただけであって、初めから『形』を決めてたわけじゃないもんな」

「…………」

『彼女』のことでも考えているのだろうか。どこか遠くを眺ながめるようなアレックスの眼まな差ざしが切なくて、何も云えなかった。

「すまない、妙みようなことを云い出して」

「ううん、俺だって惺たちのことは羨うらやましいって思うよ。惺がいっぱい悩なやんでたことも知ってるし、ロイがどれだけ大事にしてるかも知ってる。ケンカするときだって、相手のことばっかり考えて自分は二の次なんだよね。惺の愚ぐ痴ちを聞いてると、惚のろ気けられてるとしか思えないし」

　嫉しつ妬とも束そく縛ばくもしているけれど、お互いを尊重し合った上でのことだ。二人の間に隠しごとがあるのは、サプライズで何か企たくらんでいるときだけだ。『理想』だというアレックスの気持ちはよくわかる。

「佑樹は彼女が結けつ婚こんしていたことを知ってたのか？」

「……うん。アレックスの捜さがしている人がその人だって確信が持てたら云おうと思ってたんだけど……」

　結局、そのタイミングは得られないまま、アレックスが知ることとなった。

　こんなの、往おう生じよう際ぎわの悪い云い訳にしかならない。前まえ以もつて知っていたら、アレックスだって気持ちの整理がついていたのではないだろうかと後こう悔かいばかりしている。

「いつ、結婚したんだ？」

「十月くらいだって。この部屋を出たのは、その少し前のことみたい」

「メールの返事がこなくなった頃ころは、忙いそがしかったってことだな」

「…………」

「そんな顔をしなくていい。上手うまくいかないだろうとは、俺も薄うす々うすわかってた。でも、それを認めたくなくて、往生際悪く足あ搔がいてたんだよな。佑樹もそれをわかってて、俺につき合ってくれてたんだろう？」

「……ごめん」

「謝る必要なんてないだろう。むしろ感謝してる。途と中ちゆうから、佑樹とあちこち行くのが楽しくなってきて、最初の目的を忘れかけてたくらいだ」

　落ち込んでいるはずなのに、佑樹を励はげます言葉をかけてくれる。その気き遣づかいが逆に佑樹の胸を痛くする。

「───アレックス。一つだけ頼んでいい？」

「何だ？」

「俺に偉えらそうなことを云える資格なんてないけど、日本を嫌きらいにならないでくれると嬉うれしい」

　嫌なことがあった場所には、嫌な記憶が染しみついてしまう。そう云っていたのは、アレックスだ。好きだった人に裏切られた土地には二度と来たくないと思ってもおかしくはない。

　少しだけでいいから、いい思い出を持って帰って欲しい。

「佑樹は優やさしいな」

「そ、そんなことないって。普ふ通つうだよ、このくらい。手紙はどうする？　あ、でも、いまさらか……」

「渡わたしてくれ。彼女の中では終わったことかもしれないけど、俺としてもピリオドを打ちたい。手紙はこれから書き直すよ」

「わかった。絶対に彼女に届けてもらうよ」

　もしかしたら、封ふうも切られずに捨てられてしまうかもしれないけれど、アレックスのことを思い出し、少しでも苦い気持ちになってくれればと思う。

（こんなこと考える俺って性格悪いよな）

　けれど、人を傷つけておいて、のうのうと幸せになるなんて間ま違ちがってる。せめて、幾いく何ばくかの罪悪感くらい覚えて欲しい。

「佑樹が泣くことないだろう」

「な、泣いてないよ。目に前まえ髪がみが入っただけだって」

　慌あわてて目を擦こすってごまかす。

「そうか」

「……っ」

　アレックスは佑樹の前髪を指でさらりと流し、穏おだやかに目を細めた。まっすぐに見つめてくる眼差しから視線を逸そらせず、金かな縛しばりにあったかのように見つめ合ってしまう。　>>>♥

　海の底のような深い青。あのとき、抱だき上げられなければ、アレックスの本当の瞳ひとみの色に気づくことはなかっただろう。

　切れ長の目が際きわ立だつのは、長い睫毛に縁ふち取どられているからだろう。

　すっと通った鼻筋や顎あごのラインはロイに似ている気がするけれど、アレックスの顔立ちのほうがやや女性的かもしれない。

　いつの間にか、速度を増していた鼓こ動どうが佑樹の中でうるさく鳴り響ひびいていた。ずっと、予感はあったけれど、往生際悪く気づかないふりをしていた。そのほうが辛つらくないから。

　でも、もうこれ以上自分をごまかすのは難しかった。何よりも、この胸の痛みが叫さけぶように訴うつたえている。

（……俺、アレックスが好きになっちゃったんだ）

『好き』という言葉を思い浮うかべただけで泣きたくなる。こんなときに認めることになるなんて、最悪だ。

　間違いなく、これが生まれて初めての恋こいだ。淡あわい憧あこがれとは比べものにならない苦しさは、呼吸の仕方を忘れてしまいそうなほどだった。

　どうして、もっと違う出で逢あい方ができなかったのだろうと運命を呪のろいたくなったけれど、状じよう況きようが違ったところで結果にさほど変わりはないだろう。

「佑樹？」

「ご、ごめん、つい見み蕩とれちゃって……あ……」

　気を抜ぬいていたせいで、うっかり本音を零こぼしてしまった。

（俺のバカ！）

　同性の友人に向かって云う言葉ではない。どう取り繕つくろえばいいか必死に頭を捻ひねっていたら、アレックスは小さく笑った。その些さ細さいな表情の変化にすら胸がときめくのだから、相当重じゆう症しようのようだ。

「俺に？」

「だって、仕方ないだろ。こんな近くに好みの顔があったら、誰だれだって見ちゃうよ」

　やけくそで本当のことを云いった。別にアレックスを好きだと云っているわけではない。顔の造作について言げん及きゆうしているだけのことなのだから、狼狽うろたえた態度を見せるほうが怪あやしい。

「佑樹の好みはこういう顔なのか？」

「ちょ、近づけないでよ！」

　吐と息いきがかかりそうな至近距きよ離りに、火を噴ふきそうなほど顔が熱くなる。頰ほおどころか、耳まで赤くなっているに違いない。

「俺も好きだな、佑樹の顔」

「ななな何云ってんの!?」

「笑った顔も可愛かわいいし、驚おどろいたときに目が零れ落ちそうになるところも好きだ」

「無理に褒ほめなくていいから！」

「本心で云ってる。佑樹の目は綺き麗れいだな」

　アレックスの瞳ひとみのほうがよほど綺麗だ。

　視線が絡からみ合うと同時に、予感がした。引力に引かれ合うかのように、どちらからともなく顔を寄せていく。

　まるで、瞳の深い青に溺おぼれていくようだった。唇くちびるが触ふれそうになる直前、腕がテーブルに当たり、派手な音を立ててがしゃんと湯飲みが倒たおれた。半分ほど残っていたお茶が零れ、テーブルから伝い落ちて佑樹のジーンズにかかった。

「あちっ」

「佑樹!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、もう冷めてたしそんな熱くなかったから。アレックスは濡ぬれなかった？」

　思わず熱いと云ってしまったけれど、温ぬるくなっていたため火傷やけどをするほどの温度ではなかった。ただ、ジーンズがぐっしょりと濡れ、腰こしから膝ひざにかけて色が変わってしまっている。

「俺は何ともない。足を冷やさなくて平気か？」

「ホントに平気だから。ごめん、俺、そそっかしくてダメだな」

　咄とつ嗟さに布ふ巾きんでテーブルを拭ふいたけれど、それだけでは間に合いそうもなかった。干して取り込んだまま畳たたんでいなかったタオルを籠かごから引っ張り出し、染みの広がった絨じゆう毯たんを叩たたいて水分を吸い取っていく。

「ここは俺がやっておくから、佑樹は着き替がえてこい。濡れたままでいると、冷えて風邪かぜを引く」

「う、うん」

　素す直なおに頷うなずき、寝しん室しつに逃にげ込むようにしてドアを閉める。ドア一枚隔へだてた向こうにいるアレックスに気づかれないよう、ひっそりとため息を吐ついた。

（……危なかった……）

　空気に流され、キスしてしまいそうになった。失しつ恋れんしたばかりのアレックスを慰なぐさめていたとは云え、雰ふん囲い気きに飲まれるなんてどうかしていたとしか云いようがない。

　とっくに忘れた気になっていたキスの感かん触しよくが、生々しく蘇よみがえってくる。きっと、唇に吐息が触れたせいだろう。早はや鐘がねを打つ心臓は落ち着きを取り戻もどす気配すらない。

「佑樹、本当に大丈夫だったのか？」

「平気、平気！　濡れてるせいでちょっと脱ぬぎにくかっただけ」

　アレックスは、寝室に籠こもりきりの佑樹を心配してくれたのだろう。佑樹はクローゼットから取り出したスウェットに慌てて着替え、寝室を出た。

「ジーンズ洗うついでに洗せん濯たく機き回してくる」

　返事を待たずにそそくさとバスルームに向かったのは、直接顔を合わせたら、自分の気持ちがバレてしまいそうで怖こわかったからだ。

　溜ため込んでいた洗濯物と共にジーンズを洗濯機に放ほうり込む。ふと、すぐ横にある洗面台の鏡を見たら、いまにも泣きそうな自分の顔が映っていた。

「……ッ」

　元々、ポーカーフェイスは苦手だということもあるけれど、感情が漏もれすぎだ。誰が見たって、特別な想おもいを抱いだいているとわかってしまうだろう。

　こんな顔、アレックスには見せられない。佑樹は、冷たい水で何度も顔を洗った。溢あふれかけていた想いを水と一いつ緒しよに洗い流してしまいたいのに、余計に泣きたくなってきた。

（何で、好きになんかなっちゃったんだろ）

　そう後こう悔かいするけれど、本能に突き動かされた感情を理性でコントロールすることなどできやしない。恋愛経験のない佑樹には、報むくわれることのない気持ちを持て余すことしかできなかった。







　　　　　６




「世話になったな、佑樹」

　アレックスはスポーツバッグを肩にかけ、玄げん関かん先さきで振り返ってそう云った。

「どういたしまして。惺たちによろしくね」

「ああ、伝えておく」

　運よく午後の便が取れたらしく、アレックスは今日の便で帰国することになっている。

　空港まで見送りに行きたかったけれど、余計に別れがたくなるとわかっていたから思い止とどまることにした。

『彼女』に届ける手紙は、アレックスが新しく書いたメッセージと入れ替かえて封ふうをし直した。もちろん、その内容はアレックスしか知らない。

　それを読んで、『彼女』がどう思うかは考えないことにした。いまでも憤いきどおりはあるけれど、自分にはどうすることもできない。むしろ、あんな酷ひどい女にアレックスが引っかからずにすんだことは幸運だったと思うべきだろう。

（彼女のお陰かげで、アレックスに会えたんだし）

　アメリカで二人が知り合わなかったら、自分たちが出で逢あうこともなかったはずだ。報われない恋こいに悲観的になりかけていたけれど、アレックスと知り合わないほうがよかったとは思わない。

　一緒にいた時間は楽しかったし、すでに大事な友人の一人だ。自分の恋はともかく、アレックスには幸せになって欲しいと心から思っている。

　昨日は一日二人であちこち回った。人捜さがしのついでではなく、純じゆん粋すいに二人で過ごす時間を持てたのは嬉うれしかった。そのお陰で、だいぶ気持ちに整理がついた気がする。

　本心を云うなら、帰らないで欲しい。だけど、年上の矜きよう恃じとして甘えたことは云いたくなかった。

「いいか？　毎日、戸と締じまりはきちんとすること。少しでも危険を感じたら、すぐに人を呼ぶか警察に云うように」

「わかってるってば」

　岡崎のことは、次に明確な被ひ害がいがあったら通報すると決めた。アレックスには苦い顔をされたけれど、あれでも一応は友人だった男だ。僅わずかだけれど、まだ信じたい気持ちが残っている。

「何かあったら、すぐ連絡をくれ。すぐに駆かけつけるのは無理だが、相談に乗るくらいはできるだろうから」

「うん、頼りにしてる」

「それと……って、いつまでもキリがないな。とにかく、気をつけるようにな」

　何度も念を押してくるアレックスに苦く笑しようする。それだけ心配してくれているのだろうが、そんなに自分は頼りなく思われているのかと複雑な気分になった。佑樹のほうが年上だということを忘れているのではないだろうか。

（初めっから頼りっぱなしだったけど）

　無む邪じや気きで子供っぽいところもあるけれど、アレックスがいなければ、岡崎とのトラブルを凌しのぐことはできなかっただろう。

「アレックスも気をつけて帰ってね」

「ああ。……それじゃあ、ここで」

　廊ろう下かで別れを告げ、アレックスの背中が見えなくなるまで見送った。後ろ髪がみを引かれる気持ちを堪こらえつつ、部屋に入って云いわれたとおり鍵をかけた。

「───行っちゃった」

　これで、元の生活に戻っただけだ。なのに、一人きりの部屋が無む性しように広く感じる。人の気配がなくなっただけで、こんなにも寂さみしく感じるようになるなんて思いもしなかった。

　アレックスが帰ってしまっても、インターネットさえあれば顔を見て話ができるし、メールだってできる。会おうと思えば、飛行機に乗って半日程度で会いに行ける。そう自分に云い聞かせ、部屋の奥へと足を踏ふみ出した。

　けれど、どうしても次の一歩が踏み出せなかった。まるで、金かな縛しばりに遭あったかのように体が動かない。これでよかったのだろうか───そんな言葉がぐるぐると頭の中を回っている。

　このまま何も云わずに別れたら、絶対に後悔する。

　しかし、自分の気持ちをアレックスに告げたところで、困らせるだけだ。気落ちしているだろう彼に負担をかけることになりかねない。

　この想いは誰だれにも云わず、封ふう印いんしてしまうのが一番いい。そうわかっているのに、佑樹は気がついたら部屋を飛び出していた。

「……っ」

　エレベーターまで走っていくと、階を示すランプがちょうど一階に着いたところだった。佑樹は下に降りていったばかりのエレベーターが待ちきれず、非常階段のドアを開ける。

　息を切らしながら、縺もつれそうになる足で階段を駆け下りた。学生のときに比べたら、体力が落ちているようで、一階に辿たどり着いたときには肩が上下していた。

（どっちに向かったんだろう）

　駅に向かったのだとしたら急げば追いつくだろうが、大通りでタクシーを拾っていたら空港まで行かなければ捕つかまえられないだろう。アレックスの足取りを頭の中でシミュレーションしながら、内側からだけ開くようになっている非常ドアのノブに手をかけた。

　ドアを押し開けて一階のエントランスに出ようとしたその瞬しゆん間かん、剣けん吞のんな会話が聞こえてきた。

「何なんだよ、お前！　とっとと俺と佑樹の前からいなくなれよ！」

　聞こえてきたのは、アレックスと岡崎の声だった。どうやら、帰ろうとしたアレックスと鉢はち合あわせしたらしい。タイミングの悪さを呪のろうしかない。

（噓うそだろ、何でこんなときに……）

　こんなところで足止めを食くらったら、アレックスはフライトの時間に間に合わなくなってしまう。どうにか取れたチケットを無む駄だにさせるわけにはいかない。きっと、自分が姿を見せれば、岡崎のターゲットはこちらに移るだろう。

　衝しよう動どう的にアレックスを追いかけてきてしまったけれど、こうなることを虫が知らせたのかもしれない。岡崎とは一度話をしなければと思っていたから、いい機会だ。無闇に刺し激げきをしないよう、間に入るタイミングを見計らう。

「ちょうどよかった。君とは一度話をしたかったんだ」

「俺は話なんかしたくねーよ！」

「それなら、聞いてくれるだけでいい」

　アレックスは佑樹の代わりに岡崎を説得しようとしているのかもしれない。

「どこの誰かもわからねーやつの話なんて聞けるわけねーだろ!?」

「俺のことを調べたのか？」

「そうだよ！　お前のことなんて誰も知らなかった。佑樹とつき合ってるなんて噓なんだろ!?」

　まさか、岡崎がアレックスのことまで嗅かぎ回っているとは考えもしなかった。知られて困るような悪いことは何もしていないけれど、逆さか恨うらみで嫌がらせを受ける可能性はある。

　アメリカに帰ってしまえば直接の被害は受けにくくなるけれど、インターネットなどを介かいしての誹ひ謗ぼう中傷なら簡単だ。

（アレックスは関係ないって云わないと）

　佑樹のために恋こい人びとのふりをしてくれていただけだと説明すれば、アレックスに対しての悪意は薄うすれるだろう。しかし、佑樹が割って入る前にアレックスが自ら真実を口にした。

「そうだ。君の云うとおり、俺は佑樹の恋人じゃない。生まれも育ちもアメリカで、あの日初めて佑樹に会った」

　アレックスの発言に息を吞のむ。どういう意図でネタばらしをしたのかわからず、佑樹は戸と惑まどうばかりだった。

「はっ、やっぱりな！　おかしいと思ったんだ。どうせ、俺を遠ざけるために佑樹が雇やとった役者か何かなんだろ？」

　鼻で笑う岡崎に、アレックスは冷静に言葉を続けた。

「最後まで話を聞け。恋人だというのは噓だが、佑樹を愛しているというのは本当のことだ」

「はあ？　何、意味わかんねえこと云ってるんだよ……」

　岡崎も怪け訝げんな声を出していたけれど、それ以上に佑樹のほうが驚おどろいていた。

（……いま、何て云った？）

　自分の耳を疑い、聞いたばかりの言葉を頭の中で反はん芻すうする。好きだとか大事だとかなら、友人相手にも使うかもしれない。だが、アレックスはいま『愛している』と云っていた。

　母国語が英語のため、言葉の捉とらえ方がずれているのかもしれないが、話の流れから意味合いは一つしか考えられない。

「自分でも身勝手な感情だとは思っている。だが、真実なんだ」

「それが俺に何の関係があるんだよ」

「俺は、君にも自分の気持ちを見つめ直して欲しいと思ってる。それは佑樹に執しゆう着ちやくする君の気持ちは理解できなくもないからだ。……俺もつい最近まで似たようなことをしていたからな」

「どういう意味だ？」

　アレックスの話に、岡崎は興味を覚え始めたようだった。続きを促うながした岡崎に対し、淡たん々たんと語る。

「俺が日本に来たのは、急に連絡が取れなくなった女性に会うためだった。その人は過去に辛つらいことがあって、心に傷を抱かかえていると云っていた。だから、俺が守らなければと思い込み、日本に捜さがしに来たんだ。佑樹はそれを手伝ってくれた」

「見つかったのか？」

「ああ。だけど、彼女の云っていたことは噓だった。俺が聞いた言葉は偽いつわりだらけのものだったんだ」

「へえ、あんたみたいな男でも騙だまされて引っかかったりするんだな。あんたもバカだけど、その女も屑くずだな。で、あんたはいま、その女を恨うらんでるってわけか」

　嘲ちよう笑しようを浮うかべる岡崎に対し、アレックスは緩ゆるく首を横に振った。

「恨んではいない。むしろ、感謝してる。騙されたのは世間知らずだった自分に全すべての責任がある」

「感謝？　どうして、自分を騙した女に感謝なんかできるんだ」

「彼女のお陰かげで、佑樹に会うことができたからだ」

「はあ!?　何云ってんだ、お前」

「俺はずっと彼女を好きなんだと思っていた。だけど、そうじゃないと気づいた。不幸な女性を救わなければと使命感に駆かられる自分に酔っていただけだったんだ」

「────」

　何か思うところがあったのか、岡崎は黙だまり込んでいた。

「彼女に頼りにされ、ヒーローにでもなったつもりでいたんだ。周囲の忠告も素す直なおに聞き入れずに突つっ走ってしまったのは、痛いところを突かれたからだろうな。……君も佑樹に執着することで、自分のプライドを守っていたんじゃないのか？」

「お、お前なんかと一いつ緒しよにするんじゃねーよ！」

　反論の声に動どう揺ようが滲にじんでいる。そんな岡崎に畳たたみかけるように、アレックスは問いかけた。

「いつまでも嫌なことから逃にげてたら、何も始まらない。自分でもそれはわかってるんだろう？」

「偉えらそうなこと云いうな！」

「俺が目を覚ますことができたのは、佑樹のお陰だ。自分には何のメリットもないのに、あれこれと手を尽つくしてくれて、俺を励はげましてくれた。心から応おう援えんしてくれる姿に、自分が意固地になっていたことに気づくことができたんだ」

「だから、何なんだよ！　俺に何が云いたいんだ!?」

　苛いら立だった様子で地じ団だん駄だを踏ふむ岡崎に、アレックスはストレートな問いをぶつけた。

「君は本当に佑樹を愛してるのか？」

「当たり前だろ！」

「じゃあ、佑樹のどこを好きになったんだ？」

「どこって───」

　岡崎は言葉を詰つまらせる。咄とつ嗟さに何の答えも返せなかったのは、佑樹に対して抱いだいていた感情が好意ではなく、執着心や独どく占せん欲よくといったものだけだったからだろう。

「愛は見返りを求めるものじゃない。君は、佑樹に幸せになってもらいたいと思ったりしないのか？　愛しているなら、あの笑え顔がおを曇くもらせて胸が痛んだりしないのか？」

「お、俺は……」

　そっと二人の様子を窺うかがうと、岡崎は力なく項うな垂だれていた。それまでの威い勢せいはどこにもなく、頼りなげに立ち尽くしている。

「君のことは、いつでも警察に通報できた。俺が何度もそうするように勧すすめたが、佑樹はそれはしたくないと云って拒こばんだんだ」

「え……？」

「何故なぜだかわかるか？　それは君を友達だと思っているからだ。それなのに、君はまだ佑樹の優やさしさを踏みにじる気でいるのか？」

「！」

　アレックスの言葉に顔を上げ、呆ぼう然ぜんとしている。

「君にも事情があるんだろうとは思う。けど、その苛立ちを佑樹にぶつけるのは筋すじ違ちがいじゃないのか？」

「うるさいうるさいうるさい！　いい加減黙れよ！」

「俺の話を聞きたくないのは、耳が痛いからだろう。自棄やけになってこれ以上自分を貶おとしめるのはよせ。貴重な人生をこんなことで無む駄だ遣づかいしてどうするんだ。引き返すならいまじゃないのか？」

「……っ」

　アレックスの真しん摯しな言葉に、岡崎はがくりとその場に膝ひざをついた。その表情はまるで憑つきものが落ちたかのようだった。

　二人のやりとりに聞き入っていたせいで、自分が前のめりになっていることに気づいていなかった。微かすかにバランスを崩くずした弾はずみに、ドアノブにかけていた手が滑すべり、派手な音を立ててしまった。

「誰だれかそこにいるのか!?」

　岡崎から警けい戒かいした鋭するどい言葉が飛んでくる。対して、アレックスの呼びかけは穏おだやかなものだった。

「そろそろ出てきてもいいんじゃないか？」

「ご、ごめん……」

　気づかれているとわかった以上、姿を隠かくしていても仕方ない。場の空気を壊こわしてしまったことを謝りながら、二人の前に顔を見せた。

「佑樹───」

　啞あ然ぜんとしている岡崎とは対照的に、アレックスの表情に変化はなかった。もしかしたら、しばらく前から佑樹の存在を感じ取っていたのかもしれない。

「ホントごめん！　立ち聞きするつもりはなかったんだけど、出るに出られなくて……」

　その場の気まずさに、つい云い訳してしまう。岡崎も動揺しているのか、忙せわしなく目を泳がせていた。

「云いたいことがあるなら、いま云ったらどうだ？」

「…………」

　アレックスに促された岡崎は、膝を折ったままこちらに向き直り、手をついて頭を下げた。

「ごめん、佑樹。本当に悪かった！」

「岡崎……」

「新しい職場でも上手うまくいかなくて、ミスを押しつけられてクビになったんだ。佑樹だけが俺の話を聞いてくれた。でも、段々返事が減ってきて、佑樹も俺を無視するのかって思ったら、どうしようもなく腹が立ってきて───本当にすまなかった！」

　謝罪が口先だけではないことは、痛いほど伝わってきた。アレックスの指し摘てきどおり、佑樹をストレスの捌はけ口にしていたようだ。そして、それは無自覚だったのだろう。自分を客観視する瞬しゆん間かんがなければ、異常な行動をしている自覚が持てなくて当然だ。

「つきまとうのはやめる。もう連絡もしない。約束する。だから、許してくれ」

　岡崎のストーカー行こう為いには複雑な思いがあったけれど、いつまでも引き摺ずっていたいわけではない。心から謝ってくれるなら、それでいい。

　しかし、何の対価もなしに許してしまっては、区切りにならないだろう。だから、佑樹は一つだけ条件を出した。

「一発殴なぐらせてくれたら許す」

「覚かく悟ごはできてる。何発でも殴ってくれ」

「じゃあ、そこに立って歯を食い縛しばれ」

　素直に立ち上がって目を瞑つむった岡崎の腹に、佑樹は渾こん身しんのパンチを叩たたき込んだ。

「……ッ」

　岡崎は少しよろけたけれど、さほどのダメージではなかったようだ。その顔には拍ひよう子し抜ぬけしたと云わんばかりの表情が浮かんでいる。きっと、顔を殴られると思っていたのだろう。

「これでチャラな」

「い、いいのか？」

「顔なんか殴ったら、俺の手まで痛くなるだろ」

　そう云って笑いかけると、岡崎はくしゃりと顔を歪ゆがめて涙なみだを浮かべた。もう一度、深く頭を下げ、踵きびすを返した。走り去る背中は見るべきではないだろう。

　ゆっくりと自動ドアが閉まるのを見届けてから、ぽつりと呟つぶやく。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだよな」

「あいつもちゃんと目を覚ましただろ」

「最後まで手間かけさせちゃって、ごめん」

「いいんだ、あれは俺のためでもあったから。それに俺もあいつのお陰で自分のことを省かえりみられるようになったしな」

「え？」

　目を瞬しばたたく佑樹に、アレックスは気まずそうな表情を浮うかべる。

「何だか、妙みような感じだな。せっかく、カッコつけて出ていったのに」

「いや、俺こそヘンなとこから出てきてごめん……。あっ、そうだ、飛行機の時間！　急げば間に合うよね!?」

　すっかり忘れていたけれど、アレックスは空港に向かうところだったのだ。こんなところで立ち話をして時間を無む駄だにするわけにはいかない。

　腕を摑つかんで駅まで走ろうとしたけれど、アレックスは動こうとしなかった。

「もういいんだ。一度戻もどろうと思って、今日のはキャンセルしたんだ」

「へ？」

「佑樹に大事な話がある。さっき聞いていたかもしれないが、もう一度だけ云わせてくれ」

　今度はアレックスが佑樹にまっすぐ向き直る。じっと見つめられているうちに、じわじわと体温が上がっていく。腰こしが引けかけていたけれど、それと同時に身動きも取れない。心の中で右往左往している佑樹に、アレックスは静かに告げた。

「君を愛してる」

「────」

　改めて告げられた言葉に、頭の中が真っ白になった。さっき、岡崎との会話の中で聞こえてきた言葉は聞き間違いではなかったようだ。

「俺の勝手で振り回しておいて身勝手だとはわかってる。でも、佑樹には俺の気持ちを知っていて欲しい」

「お、俺……」

　自分も何か云いわなければと口を開くけれど、緊きん張ちように渇かわいていて上手く声が出てこない。そんな佑樹の様子に、返事に困っているとでも思ったのだろう。

「いいんだ、何も云わなくて。最後の最後まで困らせてしまって悪かった。佑樹には、わがままばかり云ってるな。───それじゃあ、もう行くな」

「待っ……」

　どうしても言葉が出てこない。別れを告げて歩き出したアレックスを引き止めようと、佑樹はその背中にしがみついた。

「……っ、佑樹？」

　深呼吸を繰くり返し、ゆっくりと言葉を選ぶ。焦あせると上手くいかないとわかったから。

「俺もアレックスに云いたいことがあって、追いかけてきたんだ」

　抱だきついた背中が強こわ張ばったのがわかった。

「俺も迷ってた。云わないほうがいいんじゃないかって思って黙だまってた。でも、このまま云わずにいるなんて無理だった」

　もう一度、深呼吸をしてから一息に告げる。

「俺もアレックスが好きだ。気がついたら、好きになってた」

　次の瞬間、気がついたらアレックスの腕の中に抱き込まれていた。










　エレベーターが上に上がっていく音がして、お互たがい我に返った。人目につく場所でやるようなことではない。とりあえず落ち着こうということで、佑樹の部屋に戻ることにした。

「飛行機キャンセルして、今日はどうするつもりだったわけ？」

「空港の近くのホテルにでも泊まろうと思ってた」

「新しく予約したほうがいいんじゃないの？　明日には戻らないとまずいんだろ」

「そうだな。でも、もう少し一いつ緒しよにいたい」

「それは俺もそう思うけど───」

　今度は自分が背中から抱きしめられた。嵐あらしに攫さらわれたかのように、苦しいくらいに搔かき抱いだかれる。心臓が壊れてしまいそうに早はや鐘がねを打っている。

「佑樹」

　名前を呼ばれて振り返ろうとした瞬間、荒あら々あらしく口づけられる。それは息もできないほどの激しさだった。口づけはどんどん深くなっていき、捻ねじ込まれた舌に口こう腔こうを搔き回され、胸の中まで狂くるおしく搔き乱される。

「ン、ふっ、んん……っ」

　あまりの激しさに目が回る。何度も角度を変えて、唇くちびるを貪むさぼられる。その荒々しさに、佑樹は体の芯しんから蕩とろけていってしまいそうになった。

「ぁ、ぅん───ま、待って、息が…苦し……」

　息苦しさに耐たえきれず、アレックスの体を押し返す。

「すまない、加減ができなくて」

「あ、いや、そうじゃなくて、俺が慣れてないだけだから……やり方もよくわかんないし……」

「やり方？」

「だから、その、キスの仕方っていうか……アレックスが初めてだったから……」

　年下のアレックスに未経験だと云うのは恥はずかしかったけれど、見聞きした知識だけで知ったかぶりをしても、すぐにぼろが出てしまう。恥はじをかくなら早いほうがいいと思って告白したのだが、アレックスは突とつ然ぜん佑樹を抱き上げた。

「うわっ!?　な、何？」

「性急すぎると呆あきれられるかもしれないが、もう我慢できない」

　アレックスは佑樹をベッドに運び、覆おおい被かぶさってくる。

「ちょ、アレックス、何か、怖こわい顔して……っん、んんー…っ」

　両手をベッドに押しつけられ、再び口腔を犯おかされた。さっきと同じくらい激しい口づけだったけれど、時折唇を離はなして息を吸うタイミングを作ってくれる。

　少しずつ慣れてきた佑樹が自分からも舌を絡からめると、キスはより濃のう厚こうになった。搦からめ捕とられた舌や口腔の粘ねん膜まくが蕩けてしまいそうに気持ちいい。

「……っは、ぁ……」

　離れていった唇に名な残ごり惜おしさを感じてしまう。浅ましく唇の行方ゆくえを目で追ってしまっている自分に気づき、恥ずかしくなった。

「佑樹の初めてをもらってしまってもいいか？」

「……うん、俺でよければだけど……」

　小さく頷うなずくと、忙せわしなく服を捲まくり上げられ、荒々しく素す肌はだを撫なで回された。アレックスは首筋や鎖さ骨こつに唇を這はわせ、皮ひ膚ふを吸い上げる。

「あ、ん、ぅん……っ」

　平らな胸を探さぐっていた手が小さな尖とがりに引っかかる。普ふ段だんは意識することもない胸の先を弄いじられる初めての感覚に戸と惑まどってしまう。

「んっ…あ、や……っ」

　アレックスはその小さな胸の尖りに吸いつき、まるで飴あめ玉だまを舐なめるかのように舌の上で転がしてくる。もう一方も指で捏こねられ、どちらも腫はれぼったくなっていく。

「ひゃ、あ、そこ、くすぐったい」

「くすぐったいだけか？」

「だけってわけじゃないけど……っあ、んん」

　軽く歯を立てられ、びくんっと背中が撓しなった。しつこく嬲なぶられているうちに、じんわりと下腹部も熱くなってきていた。下着の中で、自身が嵩かさを増してきているのがわかる。

　ジンジンと疼うずいてきているのだが、こういうときに自分で触ふれていいのかわからない。膝ひざを摺すり合わせてごまかそうとするけれど、意識すればするほど熱が増していく。

「あ、ぁ、はっ……」

「気持ちよくなってきた？」

「……ッ」

　ストレートな問いかけに、ぶわっと顔が熱くなる。そんな佑樹の反応に、アレックスは小さく笑った。

「恥ずかしがることはない。気持ちよくなってくれないと俺が困る」

　そうは云われても、恥ずかしいものは恥ずかしい。答えに窮きゆうしているうちにズボンと下着を押し下げられ、張り詰つめた欲よく望ぼうを露あらわにされた。

「や……っ」

　無防備な自分の姿が晒さらされ、明かりをつけたままだったことを後こう悔かいする。あっという間に下か肢しから着衣を剝はぎ取られ、シャツは胸むな元もとまで捲り上げられてしまった。その上、足を大きく左右に開かれ、腰こしを引き寄せられ、アレックスの膝に乗り上がるような体勢にさせられた。

　自らの無防備な格好が死ぬほど恥ずかしかったけれど、何故なぜか目を逸そらせなかった。

「あ、や、待っ……ぁあっ」

　アレックスは緩ゆるく勃たち上がった佑樹の昂たかぶりに長い指を絡めて扱しごき、時折、根本の膨ふくらみを揉もみしだく。

　びく、びく、と下腹部が快感に小刻みに震ふるえる。ひたすら喘あえいでいると、アレックスも自らウエストを緩め、張り詰めた屹きつ立りつを引き出した。

「……っ」

　その凶きよう暴ぼうとしか云いようのない大きさには息を吞のむ。はしたないとわかっているのに、目を奪うばわれたまま凝ぎよう視ししてしまう。

「佑樹も手伝って」

「え？」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺と同じようにすればいいだけだから」

「!?」

　摑つかまれた手を股こ間かんに導かれたと思うと、二つの昂ぶりを一纏まとめに握にぎらされた。アレックスは佑樹の手の上に自分の手を重ね、そのまま力任せに上下させた。

「ひぁ…っ、あ、あ……！」

　敏びん感かんな部分を直じかに擦こすり合わされ、云いいようのない感覚が湧わき上がる。自分の指の感かん触しよくとアレックスの指の感触。

　アレックスは溢あふれ出た体液を塗り広げるかのように、二つの屹立を大きく擦る。ぬるぬるとした感触に、快感が増した。

「あ、ぁ、あ───」

　休みなくキツく扱かれ、促うながされるままに自身を爆はぜさせた。ぶるりと下肢が震えると同時に、剝むき出しの腹部に白はく濁だくが派手に散る。アレックスは佑樹の昂ぶりを握り込んだまま指を動かし、やがて自らも息を詰め欲望を吐はき出した。

「……っ」

「……あ……」

　汗あせと二人ぶんの体液で、佑樹の体はべたべたになっていた。体を拭ぬぐわなければと思うけれど、達したばかりで手足に力が入らない。そうやってぼんやりとしていると、アレックスはセーターとインナーをまとめて脱ぎ捨てた。

　ほどよく筋肉のついた肉体に、思わず目が釘くぎ付づけになった。本格的にスポーツはしていないと云っていたけれど、佑樹の細いだけの体とは違ちがう。

「や、何……!?」

　あらぬところにぬるりとした感触を覚え、我に返る。アレックスは佑樹の腹部を汚よごしていた体液を掬すくい、足の間に塗りつけていた。

「慣らさないとキツいだろう」

「え、噓うそ、待って、まだ心の準備が───んぅ…っ」

　何のための行こう為いか気づいた佑樹は、アレックスを制止する。嫌なわけではないけれど、もう少しだけ時間が欲しかった。

　けれど、アレックスの指先は、容よう赦しやなく押し込まれてしまった。体内で異物がぬるぬると蠢うごめく違い和わ感かんに歯を食い縛しばる。

「う、んん……っ」

　節の太い指を抜ぬき差しされているうちに、ざわざわとした感覚が少しずつ快感に変わっていった。

「やあっ、そこ、何かヘン……っ」

「感じる？」

「ひぁ…っ、あっ、あ、あ……ッ」

　アレックスは同じ場所をしつこく責めてくる。ぐりぐりと指先で押されるたびに、上うわ擦ずった声が押し出された。快感と羞しゆう恥ちに意識がぼやけていく。

「柔やわらかくなってきた。もうキツくないだろう？」

「あ、あ、ぁ……っ」

　何本かに増やされた指がスムーズに出入りする。突き入れられるたび、ぐちゅ、ぐちゅ、と卑ひ猥わいな音が聞こえてくる。そうしているうちに、体の中にある熱が大きくなっていく。

　直接触れられていない昂ぶりは痛いほどに張り詰め、先せん端たんからは雫しずくが溢れ出していた。二度目の衝しよう動どうを迎むかえかけたそのとき、躊躇ためらいもなく指を引き抜かれた。

「や、何で……？」

「この体勢のほうが楽だから」

　体を裏返され、腰を高く掲かかげた格好を取らされた。後ろの窄すぼまりに硬かたいものを押し当てられ、佑樹は小さく息を吞んだ。

「……ッ」

「大丈夫だ」

　ぎゅっと目を瞑つむると同時に、塊かたまりの先端が押し入ってきた。何とも云いがたい違和感に息を詰めるけれど、じわじわと押し入ってくる屹立の大きさと熱さに、頭の中の神経が焼き切れてしまいそうだった。

　アレックスの欲望が、ドクドクと激しく脈打っているのが粘膜から伝わってくる。自分以外の鼓こ動どうを体の内側で感じるのは不思議な感覚だった。

「ぁ、ン……っ」

「そんなに締しめるな」

「そ…なこと…云われたって……っ」

　意識してそうなっているわけではないのだから、自分ではどうしようもない。根本まで飲み込んだアレックスの昂ぶりは目で見ていたときよりも、さらに大きいように感じられた。

「もう少し力を抜け」

「できな……んんっ」

　後ろから回された手が、佑樹の胸元を探さぐってくる。弄いじられて腫れぼったくなった乳ち首くびを再び抓つまみ上げられ、びくんっと体が跳はねた。もう一方の手はさらに下に伸のばされ、欲望を吐き出したばかりの自身に長い指が絡みつく。　>>>♥

「あ、ん、や、そこ、ぁあ……っ」

　それぞれ同時に刺し激げきされ、一層甘い声が上がり、快感に体が蕩とろけていく。そうやって佑樹を高めながら、アレックスは繫つないだ体を揺ゆらし始めた。最初はゆっくりだった動きは、少しずつ大だい胆たんになっていく。

　そうしているうちに、穿うがたれた部分が馴な染じんできた。強こわ張ばりも徐じよ々じよに緩み、それに従って繫がりが深くなっていく。最後は少し強ごう引いんに押し込まれた。

「ぅん……っ」

「苦しくないか？」

「……ん、へーき……」

　体の内側で感じる鼓動が自分のものと重なる。それは生まれて初めて味わう感覚だった。突き上げるように腰を動かされると、背筋をぞくぞくとしたものが駆かけ上がっていく。

　休みない律動に、どんどん呼吸が荒あらくなっていく。やがて、それは抜き差しに変わり、深く入り込んだ屹立と内ない壁へきとが擦れ合う。

「はっ、あ、んんっ」

　硬い切っ先に粘ねん膜まくを抉えぐられたかと思うとぎりぎりまで引き抜かれ、また勢いよく押し込まれる。後ろから送り込まれる律動はどんどん速度を増し、抜き差しの動きも大きくなっていった。

「あっ、あ、あ、ぁあ……ッ」

　硬く張り詰めた屹立に突き上げられるたび、上擦った甘ったるい声が零こぼれる。繰くり返し粘膜が擦られる刺激に、さざ波のように肌はだが粟あわ立だった。

　理性などとっくに霧む散さんしてしまっている。快感に溺おぼれるという生まれて初めての感覚に、ただ喘ぐことしかできなかった。

「あっあ、あ……っ」

　指が食い込むほど強く腰こしを摑まれ、荒あら々あらしく体の中を搔かき回されるようになると悲鳴じみた嬌きよう声せいが喉のどの奥から押し出される。

「ひぁ…っ、あ、あ……！」

　最さい奥おうを穿たれた瞬しゆん間かん、声にならない悲鳴を上げて達してしまった。白濁が皺しわになったシーツに散っている。絶頂の余よ韻いんに体を震ふるわせていると、勢いよく屹きつ立りつを引き抜かれ、瞬まばたく間もなく体を裏返された。

「や……っ!?」

　足を深く折り曲げられ、再び体内を犯おかされる。一息に奥まで貫つらぬかれ、目の前で何かがチカチカと明めい滅めつした。繫がり合ったその場所は、押し入ってきた昂ぶりを締めつけてしまう。

「可愛かわいいな、佑樹」

「だめ、見ないで……っ」

「隠かくすな。感じてる顔が見たい」

「……っ、や、恥はずかしい、やだって云っ……んん」

　アレックスは佑樹の手をベッドに押しつけて、覆おおい被かぶさるようにのしかかってきたかと思うと、嚙かみつくような口づけをしてきた。言葉を封ふうじられる。　>>>♥

「んぅ、う、ん」

　捻ねじ込まれた舌に口こう腔こうをめちゃくちゃに搔き回されたかと思うと、アレックスはそれ以上の激しさで腰を打ちつけてきた。

「──…っは、あ、や、ぁあ……っ」

　口づけが解ほどけた瞬間、これまで以上に蕩けきった甘い声が上がった。最初のうちは初心者相手に手加減してくれていたのかもしれない。体がばらばらになってしまいそうな荒々しさで追い詰つめられる。

「……っ、佑樹」

「ぁん、あ、いく、またいっちゃ……っ」

　普ふ通つう、こんなに何度も達してしまうものだろうか？　自分が特別いやらしい体をしているのではないかと不安になった。

「もう少し我慢できるか？」

「できな……も、無理……っ、あ、あ、ぁあっ、あ───」

　絶頂を迎えた佑樹を追うように、アレックスも欲よく望ぼうを爆はぜさせた。体の奥に熱いものを注ぎ込まれる。

　汗あせばんだ体を受け止め、抱だきしめる。そうやってしばらく抱き合っていたけれど、やがて顔を上げたアレックスが気き遣づかわしげに声をかけてきた。

「体、大だい丈じよう夫ぶか？　痛いところはないか？」

「うん、へーき、だと思う」

　無理な体勢を取らされたせいで関節はぎしぎしいってるし、体の中に違い和わ感かんは残っているけれど、それも抱き合った証しよう拠こだと思えば何も辛つらくはない。

　痛みがなかったわけではないけれど、それ以上に気持ちよかった。

「初めてなのに無理させたな」

「ううん。初めてが、アレックスで嬉うれしい」

　熱に浮うかされ、本音を零こぼす。恋ができない自分にコンプレックスを抱いだくこともあったけれど、それは心から好きになれる相手に出で逢あっていなかっただけなのだと、いまはそう思う。

　虚きよを衝つかれたような顔をしているアレックスに微笑ほほえみかけると、嚙みつくようにキスされた。










「いつまでそうしているつもりなんだ？　どうしたら、機き嫌げんを直してくれる？」

「…………」

　アレックスの問いかけに、佑樹はさらに深く布ふ団とんの中へと潜もぐり込んだ。別に機嫌を損そこねているわけではない。恥ずかしさに合わす顔がないだけだ。

　初めての行こう為いに痴ち態たいを見せた上、後始末までされてしまった。激しい運動による疲ひ労ろうで眠るように意識を失ったあと、目を覚ましたときには、汗まみれの体を拭ふき清められ、着き替がえがすんだあとだった。

　まるで子供のようにされるがままだった自分が恥ずかしくて、こうして穴に入る代わりに布団にくるまっているというわけだ。

「佑樹、頼むから顔を見せてくれ」

「無理。絶対ヘンな顔してる」

「どんな顔だって、ヘンだなんて思わない」

「俺が嫌なんだってば！」

　アレックスがどう思うかより、いまは自分自身の葛かつ藤とうで手て一いつ杯ぱいだった。いま一人だったら、身み悶もだえながら叫さけんでいたに違ちがいない。

　枕まくらに熱くなったままの顔を埋うずめ、羞しゆう恥ちを押し殺していると、アレックスのため息混じりの呟つぶやきが聞こえた。

「仕方ないな」

「何？　うわっ、ちょっ、やだ、やだって云いって───」

　問答無用で布団を捲まくられたかと思うと、アレックスは佑樹を押しのけるようにしてその中に入ってきた。

「これなら暗くて顔が見えないからいいだろう？」

「……っ、ち、近いよ」

　アレックスの云うとおり、暗くて顔の造作ははっきりとはわからないけれどすぐ近くに吐と息いきを感じる。その上、佑樹が逃にげられないようにがっちりと腰に手が回されていた。下半身が密着しているせいで、これ以上顔を離はなすことができない。

「初めてはどうだった？」

「ちょっ、そういうこと普ふ通つう訊きく？」

　盛り上がっている最中ならともかく、素面しらふで訊くのはどうかと思う。

「二人ですることなんだから、お互たがいの意見は大事だろう？」

「……アレックスはどうだったんだよ」

　答えを口にするのが恥ずかしくて、仕返しとばかりに疑問で返した。しかし、やや天然気味のアレックスに意い趣しゆ返がえしなど通用しなかった。

「もちろん、すごくよかった」

「ばか…っ」

「俺も、佑樹の初めてが俺で嬉しい」

「もういいから！」

　恥ずかしさのあまり反射的に起き上がり、アレックスを布団に埋めた。熱に浮かされて口走ってしまったことをいつまでも引き合いに出さないでもらいたい。

「やっと、顔を見せたな」

「！」

　アレックスは頭から布団を剝はぎ取り、おもむろに体を起こす。そして、佑樹の肩を摑つかんで、告げてきた。

「───卒業したら、日本に来る。それまで、待っててくれるか？」

「な、何云ってんの？」

「いまはまだ半人前だけど、佑樹を支えられるような男になる。だから、佑樹の未来を俺にくれ。二人で一いつ緒しよに『初めて』のことをしよう。もっと、佑樹のことを教えてくれ」

「アレックス……」

　呆ぼう然ぜんとしている佑樹に、アレックスは目を細めた。

「とりあえず、今年のクリスマスは一緒に過ごしてくれ」

「えっ、家に帰らなくていいの？」

　今日のフライトはキャンセルしていたけれど、明日には帰国するものだと思っていたから、アレックスの言葉には驚かされた。

「好きな子と過ごすほうが大事だ。家族にもそう伝えた」

「え!?　伝えたって、俺のこと話しちゃったの!?」

「ああ、さっき全すべてを報告した。何か問題でもあるのか？」

「問題っていうか、家族に云っちゃったってことは惺にもバレちゃうってことだろ!?　次、どんな顔して話すればいいんだよ」

　ロイが惺に報告しないわけがない。佑樹は頭を抱かかえた。

　黙だまっていてくれと頼んだらその約束は守ってくれるかもしれないが、不ふ審しんな態度を取るのは目に見えている。

「きっと、惺なら喜んでくれる」

　複雑な想おもいを抱える佑樹に、アレックスは幸せそうに笑いかけてくる。その無む邪じや気きな笑えみに毒気を抜ぬかれ、嘆たん息そくした。

（まあ、いいか……）

　どうせいつかは伝えることになるのだ。アレックスの云うように、あの二人なら祝福してくれるだろう。

「次は佑樹の両親に挨あい拶さつに行かないとな」

「ちょっ、それはさすがに気が早すぎるだろ！」

　暴走するこの性格は、早いうちに躾しつけをしておく必要があるようだ。幸せを嚙かみしめつつも、前ぜん途と多難な将来を案じるのだった。
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　アレックス・クロフォードが約半年ぶりに訪おとずれた日本は、焼けつくような猛もう暑しよだった。

　寒さに強い代わりに、暑さにはてんで弱い。とくに日本特有の湿しつ気けの高いむわっとした空気は、何度体験しても慣れそうにない。

　額に浮ういた汗あせをＴシャツの裾すそで拭ぬぐい、我慢しきれずに空調のリモコンに手を伸のばす。運転のスイッチを入れ、全開にしていた窓を閉めた。

　すぐに吹ふき出してきた冷気にほっと一息つきながら、クローゼットに服を詰つめる作業を再開する。今日中に荷に解ほどきを終えるのが目標だ。

　大学卒業後、アレックスは日本に支社のある企き業ぎようを選んで就職した。将来的に日本で仕事をするためだ。積極的な自己アピールの結果、幹部候補として採用されることになり、入社二年目にしてやっと待望の日本勤務を命じられた。

　研修という名目のため、赴ふ任にん期間は一年ということだが、まずは夢を叶かなえる第一歩だ。

　日本での住まいには会社所有のマンションの一部屋が用意されていたけれど、それを断り、家賃補助を受けることを選んだ。それはもちろん、念願だった佑ゆう樹きとの同居を始めるためだ。

（……夢じゃないんだよな）

　気を抜ぬくと、すぐに口元が緩ゆるんでしまう。飛行機の中でも、隣となりに座った老婦人に「何かいいことがあったようね」と云いわれたほどだ。

　空港まで出で迎むかえに来てくれた佑樹と共にまっすぐ向かったのは、二人で住む新居だ。来客があることも考こう慮りよし、それぞれの個室が取れるように２ＬＤＫの部屋を借りた。

　家賃と希望する広さの条件を照らし合わせて物件を探してくれたのは佑樹だ。結果、条件のいい中古マンションが見つかった。中古と云っても、綺き麗れいに使われていたようだし、隅すみ々ずみまで清せい掃そうしてあるため、アレックスの目には新築のようにしか見えない。

　カーテンやリネン類を揃そろえてくれたのも、一ひと月つきほど早く引っ越こしてきた佑樹だ。赴任の準備で忙いそがしく、ろくに相談もできなかったにも拘かかわらず、一人で同居の準備をしてくれた。

　リビングはオフホワイトとブラウン、アレックスの部屋はアースカラーで統一されていた。

　前まえ以もつて注文しておいたベッドも希望の位置に設置されており、シーツやベッドカバーまで整えられていた。自分の部屋に置くベッドを大きめのものにしたのは、二人でもゆったり眠れるようにと考えてのことだ。

　スーツケースを開けて真っ先にしたことは、今日の日付に印をつけたカレンダーを机に置くことだった。二人の記念日はいくつもあるけれど、大事な日が増えていくたびに嬉うれしくなる。

　佑樹との四年に渡わたる遠えん距きよ離り恋愛は紆う余よ曲きよく折せつあったものの、こうしていまでもつき合っている。何度かケンカもしたけれど、仲直りするたびに結びつきが深くなっていった気がする。

　新たな生活が始まる喜びを嚙かみしめながら、スーツケースに詰め込まれていた服を、クローゼットにしまっていると、玄げん関かんが開閉する音が聞こえた。宅配ボックスに届いていた荷物を取りに行ってくれていた佑樹が戻もどってきたのだろう。

「ただいまー」

「おかえり、佑樹」

　何気ないやりとりに幸せを嚙みしめる。これまで自分たちを隔へだてていた海もいまはないのだと思うと、胸が熱くなった。

「この荷物、どこに置く？」

　佑樹が持ってきてくれたのは、アメリカから航空便で自ら送ったものだ。

「ありがとう、重いのにわざわざすまなかったな。俺の机の上に置いてくれるか？」

「ん、わかった。この中、何が入ってるの？」

「辞書とか靴くつとかの嵩かさ張ばるものがほとんどだな」

　中身は主にアレックスの私物だが、それだけではない。家族から新居で使えと贈おくられたものが半分ほどを占しめている。

「すまないが、開けてもらえるか？」

「俺が開けていいの？」

「頼む」

　佑樹は少し不思議そうな顔をしたけれど、快く引き受けてくれた。

「玲れい子こさんからの手紙が入ってたよ」

「よく見てみろ。俺宛あてじゃないだろう？」

　白い封ふう筒とうに収められているのは、母の玲子から佑樹への手紙だ。佑樹が箱を開けたとき、真っ先に目につくように一番上に入れておいたのだ。

「あ、ホントだ！　でも、何で俺に？」

「それは佑樹が自分で読んでみてくれ。大方、頼りない息子むすこのことをよろしくとでも書いてあるんだろう」

「アレックスは全然頼りなくないと思うけど」

「リボンがかかっている包みは父さんと母さんからの引っ越こし祝い。その下の袋ふくろはロイと惺さとるから。で、このワインはヒューバートのコレクションの中からユーインが選んでくれたやつな」

　佑樹と一いつ緒しよに開けようと思っていたため、プレゼントの中身は自分にもわからない。ワインだけは割れてしまわないよう、洋服でしっかりと包んでスーツケースに入れて持ってきた。

「俺たちにってこと？」

「そうだよ」

「何か照れくさいね。でも、すごく嬉しい」

　佑樹は気き恥はずかしそうに、はにかんだ表情を浮かべた。

　ちょうど三年前の夏、アメリカに遊びに来てくれた佑樹を家族に紹しよう介かいした。佑樹は自分が同性だということを気にしていたようだったけれど、両親の歓かん迎げいぶりに安心したようだった。

（俺も佑樹の家族に挨あい拶さつしに行かないとな）

『友人』として紹介してもらったことはあるけれど、まだ『恋こい人びと』だとは告げられていない。佑樹曰いわく、過か剰じような偏へん見けんは持っていないだろうが、自分たちの息子がゲイだとわかった場合、どんな反応になるかわからないため、様子を見たいとのことだった。

　自分にできるのは、佑樹を幸せにできると自信を持って云えるような人間になることだけだ。そのための努力は惜おしまなかったし、これからも全力で自分を磨みがいていくつもりだ。

「プレゼント、開けてみないか？」

「うん」

　二人でベッドに腰こしかけ、プレゼントの包みを解く。両親からの贈りものはシンプルな一いち輪りん挿ざし、ロイと惺からの贈りものはフォトフレームだった。

「懐なつかしい、みんなで撮とった写真だ。こっちは一輪挿しかな。すごく綺麗だね。玲子さんが選んでくれたのかな」

「これは父さんだな。母さんが父さんにプロポーズされたとき、再婚ということもあって一度は断ったらしいんだ。それでも毎日花を贈ってくる父さんに根負けしたって話だ」

「へえ、そういう話してくれるんだ」

「酔っ払うといつもこの話だ。母さん曰いわく、話はだいぶ盛ってあるらしいが」

「でも、いいね。両親がいつまでもラブラブなのって」

「だからって、息子に贈るプレゼントで惚のろ気けなくたっていいだろう」

　自分たちを見習えとでも云いたいのだろう。気持ちはわかるが、これを見るたびに両親の惚気話を思い出してしまいそうだ。

「あはは、確かに。でも、気持ちは嬉しいじゃん。せっかくだし、両方リビングに飾かざろうよ」

「そうだな。明日、花を買ってきて飾るか。ワインはいつ飲む？」

　出で逢あった当初は未成年だったけれど、歴れつきとした大人になったいまは、二人で酒を酌くみ交かわすこともできる。

「俺、ワインに詳くわしくないけど、それってかなり高いんじゃないの？　本当にもらっていいのかな……」

「値段は気にするな。こういうのは気持ちだろ？」

　実際、自分たちの収入では手の届かない額かもしれないが、ヒューバートが快く持っていけと云ってくれたのだから気き兼がねする必要はない。

「そうだね。じゃあ、それキッチンに置いてくる。冷蔵庫に入れといたほうがいいのかな」

　佑樹はそう云って立ち上がり、一輪挿しとフォトフレームをベッドの脇わきの机に置いた。すらりと伸びた背筋を見ていたら不意に離はなれがたくなり、アレックスは反射的にその腰に腕を回し、抱だき寄せてしまった。

「……っ、アレックス？」

「ちょっとだけこうしていてもいいか？」

「いいけど……いきなり、どうしたんだよ」

「いきなりじゃない。ずっと、こうしたかった」

　インターネットを介かいして毎日顔を合わせて話はしていたけれど、こうして佑樹の体温を直接感じるのは数ヶ月ぶりのことだ。久々のスキンシップが恥はずかしいのか、腕の中にいる佑樹は落ち着きなくそわそわとしている。

「えっと、あのさ、俺、汗あせかいたし、臭くない？」

「そんなことはない。佑樹はいい匂においがする」

　背中に顔を埋うずめ、深呼吸すると日向ひなたの匂いがした。

「そ、そろそろ離してくんない？　ほら、まだ片づけ終わってないんだし」

　佑樹は落ち着かない様子で、アレックスの腕を引き剝はがそうとする。

「佑樹はこうしてるのが嫌なのか？」

「そうじゃないけど、まだ外も明るいし、こういうことは……うわっ」

　力任せに引き寄せ、膝ひざの上に乗せてしまった。そのまま横向きに抱かかえ、がっちり腰をホールドする。

「明るいほうが佑樹の顔がよく見える」

「なっ……」

「会いたかった」

　頰ほおを染め、目を泳がせる様子が微笑ほほえましい。出逢ってから四年も経たっているのに、不思議なくらい佑樹はちっとも変わらない。

　同じだけ年月を重ねているはずなのに、いつまでも初うい々ういしく、自分のほうが年下にも拘かかわらず未成年を口く説どいているような罪悪感を覚えるほどだ。

「キスしていい？」

「……ちょっとだけ、なら───」

　躊躇ためらいがちにそう答えた佑樹の言こと葉ば尻じりを飲み込むように唇くちびるを塞ふさいだ。

「ん……っ」

　唇を押し当てた瞬しゆん間かん、佑樹の体は小さく跳はねた。引きかけた頭を押さえ、薄うすく開いた隙すき間まから舌を差し込み、歯列をなぞる。

　余よ裕ゆうのあるところを見せたかったけれど、歯止めなど利きくわけがなかった。夢中で佑樹の唇を貪むさぼり、舌を絡からめ、口こう腔こうを搔かき回す。

「んぅ、ん、んん……っ」

　口づけを解ほどいたときには、佑樹の目はとろんとしていた。

　我に返る前にとＴシャツの裾すそから手を差し込み、少し汗ばんだ肌はだを撫なで上げる。乳ち首くびを抓つまみ上げた瞬間、びくりと体が跳ね、瞳ひとみに正気が戻ったのがわかったけれど、文句を云いわれる前にまた唇を塞いでおいた。

「んっ、んー…っ」

　非難めいた眼まな差ざしが向けられたのがわかったが、それには気づかないふりで愛あい撫ぶを続ける。舌を絡めたまま体勢を入れ替かえるように佑樹の体をベッドに押し倒たおす。

　両手首を摑つかんでベッドに押しつけ、身動きを取れなくしてから、さりげなく足を割る。膝で擦こするように股こ間かんを刺し激げきすると、喉のどの奥からさらに甘ったるい声が漏もれた。

「んぅ、ぁ、んん」

　きっと、快感に溺おぼれそうになる自分と理性を闘たたかわせているのだろう。こちらの足の動きを止めようと膝に力を入れているけれど、アレックスにしてみたら抵てい抗こうされているうちに入らない。

「……っ、アレックス！　キスだけって云うから……」

「だけ、とは云ってない」

　キスをする許可は取ったが、その先のことは訊きいていない。詭き弁べんだとはわかっているけれど、二人きりの空間で我慢できるわけがないと内心で開き直る。

　手首の拘こう束そくを解き、乱れたシャツをさらに上まで捲まくり上げてピンク色の乳首に吸いつくと、さすがに苦情が来た。

「や、あ…っ、こら、そんなことまでしていいなんて云ってないだろ！」

「ダメとも云われてない」

「子供みたいな云い訳するな！」

「佑樹から見たら子供みたいなものだろ？」

「……っ、そんなこと───っあ、だめ、ぁ、あ……っ」

　こういうときに歳のことを持ち出すのはずるい、佑樹はそう云いたいのだろう。文句はあとでまとめて聞けばいい。日に焼けていない陶とう器きのような肌に赤い印をいくつも残し、胸の先を指で押し潰つぶす。

　言葉での説得を諦あきらめたのか、佑樹が頭を摑んで引き剝がそうとしてくるけれど、感じてしまっているせいかまともに力が入らないようだった。

　力ない抵抗を微笑ましく思いながら、舌で転がして硬かたく尖とがった粒つぶに歯を立てる。

「あ……っ」

　佑樹の体は、痛覚すれすれの刺激によく反応する。アレックスは思ったとおりの反応に気をよくしつつ、手早く緩ゆるめたウエストから手を差し込んだ。

「待っ───あ、や……っ」

　すでに芯しんを持ち、下着を押し上げていたそれは、緩く撫でてやるだけで力強く張り詰つめた。もうあとには引けない状じよう況きように追い詰めてから、ジーンズと下着を押し下げて、反り返った昂たかぶりを剝むき出しにする。

　潤うるみかけていた先せん端たんを引っ搔くように刺激し、根本の膨ふくらみを揉もみしだく。キツく絡めた指で屹きつ立りつを大きく上下に擦ると、佑樹の声はさらに艶つやを増した。

「ぁん、あっ、あ、あ……っ」

　ピンクに染まっている体にキスをしながら体をずらしていき、やがて、快感に震ふるえる昂ぶりを口に含ふくんだ。

「や───」

　口こう淫いんはより恥ずかしいようで、いつも佑樹は泣きそうな顔になる。けれど、零こぼす声は甘ったるく、感じているのがよくわかる。

「ああっ、や、だめ、や、あ……ッ」

　引き剝がそうとしてくる佑樹の手をやんわりと剝がしてベッドに押しつけ、強く吸い上げる。

　反り返った昂ぶりだけでなく根本の膨らみも舐なめしゃぶる。体液が溢あふれる先端を舌で抉えぐると、一ひと際きわ高い声が上がった。

「あ、んんっ……ちょっとって、云った、のに……っ」

「こんなの、ちょっとのうちだろ？　どれだけ俺が佑樹に飢うえてたと思ってるんだ」

　顔を上げたアレックスがしれっと返すと、佑樹は真っ赤になって絶句した。その隙に、再び深く屹立を飲み込む。

　佑樹を抱だいていると、自分の中に嗜し虐ぎやく的な部分があることを思い知らされる。好きな子なのに泣かせたいと思ってしまうのは、どうしてなのだろうか。

「あ───」

　佑樹は声にならない声を上げ、終わりを迎むかえた。

　小刻みに震えながら吐はき出したものを、残らず嚥えん下げしてから顔を上げると、佑樹は涙なみだ目めで荒あらい呼吸を繰くり返していた。その顔は少し怒おこっているようにも見える。

「……ダメって云ったのに」

「ごめん、佑樹」

「悪いなんて思ってないだろ！」

「佑樹が可愛かわいくて我慢できなかった」

「そう云えば俺が何でも許すと思ってるだろ……」

「許してくれなくていいから、続きをしてもいいか？」

「勝手にしろ！」

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

「……っ」

　ジーンズと下着をさらに押し下げ、立てさせた膝を横に倒す。そして、こっそり用意しておいたローションを手に取った。

「ちょっ、何でそんなもの持ってんだよ……！」

「さっき買っておいた。ないと困るだろう？　ずっとそこに置いてたのに、気づいてなかったのか？」

　ドラッグストアに買い出しに行ったときに、さりげなくカゴに入れておいたのだ。

「痛くないほうがいいだろう？」

　佑樹の耳元で囁ささやきながら、ローションを手に垂らし、足の間に塗りつけた。

「ひゃ……ッ」

「ごめん、冷たかったか？」

　アレックスは謝りながらも、窄すぼまりを探さぐる指の動きを止めることはなかった。

　何度か往復しているうちに、指先は狭せまい入り口に吸い込まれるように入った。堅かたく締しまったそこをローションの滑ぬめりを借りて、抜ぬき差しを繰り返す。

「あ、ん、う……」

　しつこく指で解ほぐしているうちに、強こわ張ばっていた入り口は柔やわらかく蕩とろけてきた。内ない壁へきもひくひくと物欲しそうに震えている。

「佑樹、そろそろいいか？」

「そゆこと、訊くな……っ」

　涙目で怒る様子も可愛くて、つい口元を綻ほころばせてしまう。

「可愛い」

「……っ」

　足に絡からまっていた着衣を取り去り、膝ひざを左右に割ると、佑樹の頰ほおはさらに赤くなった。こんなに赤くなっていては、そのうち茹ゆだってしまうのではないだろうか。

　慣らした窄まりに先端を押し込むと、佑樹は苦しげに眉まゆ根ねを寄せた。中の粘ねん膜まくが絡みつくようにアレックスのものを締めつけてきたけれど、構わず奥へと進んでいく。

「く…ぁ、あ…あ……っ」

　熱く蕩けた体内は堪たまらなく気持ちいい。じっくりと焦じらすつもりだったけれど、結局、自分のほうが先に音を上げた。

「ごめん、佑樹」

「あ……!?」

　最後は内壁を抉るように突き上げて、自身を根本まで収めきる。最さい奥おうを穿うがったその瞬しゆん間かん、佑樹は軽く達してしまったらしく、張り詰めた屹立の先端から白はく濁だくを溢れさせた。

　そんな自分の反応が恥はずかしいらしく、佑樹は首や耳まで赤くなっていた。狼狽うろたえている様子に気づかぬふりで細い腰こしを摑み、深く繫つなげた体を揺ゆさぶり始めた。

「あ、待っ……ぁん、あ、あ……っ」

　初めはゆったりとした動きだったけれど、すぐにアレックスのほうが物足りなくなってきた。衝しよう動どうに従い、小刻みに震える佑樹の体を自らの昂ぶりで搔かき回す。

　深く突くたびに高い声が上がり、卑ひ猥わいな水音が立った。抜け出る直前まで腰を引き、勢いよく穿つ。そうやって抜き差しを繰り返しながら、ひくつく内壁を抉ってやると、より甘ったるく喘あえぎながら背中を弓なりに撓しならせた。

「あ…っ、あっ、んん……ッ」

　快感に喘ぐことしかできなくなった佑樹の体を引っ張り上げ、膝の上に乗せてしまう。突とつ然ぜん体勢を変えられたことに戸と惑まどっている様子だったけれど、深く貫つらぬかれた体に逃のがれる術すべはない。

「や……!?」

　跨またがるような体勢になった佑樹は、戸惑いをその表情に浮うかべていた。

「やっぱり、このほうが顔がよく見えていい」

「……ッ、ばか……っ」

　甘く詰なじる様子が可愛くて堪らない。可愛いことを云いう唇くちびるを啄ついばみながら、睦むつ言ごとを囁く。

「ずっと佑樹が欲しかった」

「そんなの、俺だって……」

　消え入りそうな声で呟つぶやき、恨うらみがましい目を向けてくる。込み上げてくる愛いとしさに、堪らず口づけた。呼吸を奪うばうほどの激しさで唇を貪むさぼったあと、下から大きく突き上げ、摑つかんだ腰を力任せに上下させた。　>>>♥

「ぁあ……っ、あっあ、あ!?」

　ベッドのスプリングを使い、自分の体ごと弾はずませる。律動に合わせて上がる嬌きよう声せいと自らの荒い息いき遣づかいだけが部屋に満ちていく。

「佑樹……っ」

「あ、あ、あ───」

　佑樹はびくびくと体を震わせ、欲よく望ぼうを解き放つ。仰のけ反らせた背中を強く抱だきしめ、アレックスも熱を爆はぜさせた。

「……ッ」

　衝動の余よ韻いんが落ち着くのを待つ余よ裕ゆうもなく、再び佑樹の体をベッドに組み敷しいた。

　半年ぶりに抱く体は相変わらず細かったけれど、手加減などできるわけもなく、結局泣かせることになってしまった。

　もちろん、新品だったベッドカバーは早さつ速そく洗せん濯たくすることになってしまい、佑樹に怒られたことは云うまでもない。







　　　　　２




　日本に来てから、多た忙ぼうな毎日が続いた。

　本社からやってきた幹部候補の若造という立ち位置は、思った以上に厄やつ介かいだった。しかし、まずは環かん境きように慣れ、馴な染じむことが大事だ。

　勤務外でも積極的にコミュニケーションを取るようにし、夕食などに誘われた場合は可能な限り、ＯＫするようにしていた。

　佑樹のほうも関かかわっているプロジェクトが佳か境きようらしく、朝早く出ていっては終電で帰るといった有様だ。ゆっくり顔を合わせて話ができるのは朝食のときだけという日々だったけれど、やっと今日、デートの約束を取りつけることができた。

　デートと云っても、仕事帰りに二人で食事に行くだけなのだが、それでも朝からそわそわとして落ち着かなかった。

　佑樹と落ち合うことにしたのは、四年前に待ち合わせをしたのと同じ場所だ。そのときに二人で行った店がまだ営業しているとのことで、そこに行こうという話になっている。

　あのときは、佑樹とつき合うことになるなんて考えもしていなかった。ただ、佑樹の親切に甘え、所在不明になったガールフレンドを捜さがしていた。いまにしてみれば苦い思い出だけれど、彼女のことがなければ『現在』はなかっただろうと思う。

　あのときに出で逢あわなくても、惺の紹しよう介かいで知り合っていたかもしれない。けれど、二人で過ごしたあの日々がなかったら、佑樹が自分を好きになってくれたかどうかわからない。

（そういう意味では、感謝してるかな）

『彼女』のその後は、あまり詳くわしいことはわかっていない。佑樹が会社の同どう僚りようから漏もれ聞いた噂うわさでは、子供を産んでから離り婚こんし、シングルマザーになったそうだ。離婚の理由は、彼女の不ふ貞ていのようだ。どうやら、生まれた子供の髪の色が金きん髪ぱつだったらしい。

　全すべて伝聞なため、あやふやな情報しかないが、自分とのことを考えても事実である可能性は高い。結局、遊んでいたツケが回ってきたのだろう。生まれた子供が不幸になっていないことを祈いのるばかりだ。

「アレックス、待たせてごめん！」

　駅から走ってきたのか、佑樹は軽く息を切らしていた。

　先に着いたとメールをしておいたから、急いで来てくれたのだろう。髪を乱して駆かけ寄ってくる姿に、思わず口元が緩ゆるんでしまう。

「謝る必要はないだろう。約束の時間にはまだなってない。それに待っている時間も楽しかったしな」

「楽しかった？」

「四年前のことを思い出してた。あのときは俺が電車を間ま違ちがえて、遅ち刻こくしたんだったな」

「そんなこともあったね。懐なつかしい」

「駅の中は様変わりしていたが、このへんはあまり変わってないな」

　クリスマスのイルミネーションは片づけられているけれど、大きな変化はないようだ。

「そうだね、入れ替かわってる店てん舗ぽはあるだろうけど、ビルはそのままだし。あの店がまだやっててよかった。予約してなかったんだけど、さっき電話したら今日はまだ空あいてるって」

「あのときと同じ席が空いてるといいな」

「そうだね。内装が変わってなきゃいいけど。とりあえず、早く行こ」

「ああ、そうだな───」

　足を踏ふみ出そうとしたそのとき、誰だれかに肩を叩たたかれた。

「クロフォード？　どうしたんだよ、こんなところで」

「寺てら嶋しまさん」

　声をかけてきたのは、会社の同僚たちだった。みんなで飲みに行くと云っていたのだが、こんなところで鉢はち合あわせるとは思っていなかった。

　正直なところ、面めん倒どうなことになったと思っていたけれど、そんなことはおくびにも出さず、奇き遇ぐうですねと笑い返す。

「お前、今日は彼女とデートって云ってなかったか？」

「彼女とは云ってませんよ」

　きっと、大事な人と会うと云って誘いを断ったから誤解されたのだろう。

　正確に佑樹のことを称するなら『彼氏』と云うべきだが、不特定の人間に自分たちの関係を詳つまびらかにする必要もない。アレックスは日本人的に曖あい昧まいに笑ってやりすごすことにした。

　以前はこの曖昧さがもどかしかったけれど、大事な人を守るためには必要なことだと思うようになった。

「あ、俺、学生の頃ころからの友人の初は瀬せと云います。お互たがいの都合がついたから、久々に飲みに行こうってことになって……」

　場の空気を読んだ佑樹が、気を遣つかってそう説明する。

「彼女と会うんだと思ってたから、週明けに冷やかしてやろうと思ってたのに。あ、俺、クロフォードの世話係を任されてる寺嶋です」

「あの、会社ではどうですか？　職場に馴染めてますか？」

「人気者ですよ。仕事はできるし、気も利きくし、おまけにこれだけの男前ですからね。昼休みは他ほかの部署の女子社員が代わる代わる見に来て大変です」

「何か想像できます」

　佑樹は話に合わせて笑ってはいるけれど、アレックスは内心冷や冷やしていた。この寺嶋はムードメーカーで面めん倒どう見みがいい有能な男だが、ややデリカシーに欠けるところがある。

　寺嶋が世話係を任されたことに使命感を抱いだき、アレックスが職場に馴染めるよう気を回してくれているのはありがたいのだが、今日だけは邪じや魔まをしないでもらいたい。

　店を予約しているからと云いって立ち去りたかったけれど、佑樹のほうが完全に摑つかまってしまっていた。『デート』という言葉に、佑樹が動どう揺ようしているのは見てわかる。

　これ以上、余計なことを云わないでくれることを祈るばかりだったが、更さらなる一いつ矢しは予想しない方向から飛んできた。

「あの、せっかくだから一いつ緒しよに飲みませんか？　よかったら、学生時代のクロフォードさんの話を聞かせて欲しいです」

　一緒にいた女性社員の誘いに、何故なぜか佑樹は一いつ瞬しゆん狼狽うろたえた様子を見せた。すぐに元の笑えみに戻もどったけれど、いまのは見み間ま違ちがいではないはずだ。

　彼女の誘いに動揺しただけだろうか。基本的に人好きのする性格で、初対面の相手ともすぐに打ち解けるタイプだが、同世代の女性に対しては幾いく分ぶん人見知りの気がある。

　そのことに本人は気づいていないが、横で見ていると身構える瞬しゆん間かんがあるのがわかる。

「いや、俺は───」

「それ、いいな。俺も聞いてみたい。ものすごい浮き名を流してたりしてな。あれ？　お前って日本の大学に通ってたのか？　それとも、初瀬さんがあっちの大学に？」

　根掘り葉掘り訊きいてくるつもりでいる寺嶋を牽けん制せいしようと、佑樹との間に入る。

「すみません、寺嶋さん。俺たち、今日はちょっと……」

「行ってきなよ、アレックス。俺は遠えん慮りよするからさ」

「え？」

　寺嶋たちの誘いを断ろうとしたアレックスを遮さえぎり、佑樹がそう勧すすめてきた。懸け念ねんしていた最悪の状じよう況きように、アレックスは歯は嚙がみする。

（だから、嫌だったんだ）

　佑樹は真っ先に空気を読もうとする性格だ。自分が不利益を被こうむっても、場が収まるなら自分が身を引いたほうがいいと思っている。

「えっ、何でですか？」

「旧交を温めるより、まずは職場の親しん睦ぼくを深めるほうが先でしょうし。それに俺はいつでも会えますから。アレックス、あんまり飲みすぎるなよ。じゃあ、俺はこれで」

「佑樹……っ」

　引き止める間もなく、佑樹は踵きびすを返して行ってしまった。一瞬の躊躇ためらいのうちに人込みに紛まぎれてしまい、その背中が見えなくなる。伸ばした手が虚むなしく宙に浮いていた。

「残念、面おも白しろい話が聞けそうだったのに。彼、大学の同級生か何かか？　初対面なのに、ちょっと図ずう々ずうしかったかな」

「寺嶋さんが強ごう引いんすぎたんじゃないですか？」

「最初に誘ったのは俺じゃないだろ。なあ、クロフォード」

「すみません！　やっぱり俺、帰ります」

　佑樹の気き遣づかいを無む駄だにすることになるけれど、恋人を放ほうっておくわけにはいかなかった。仕事も大事だけれど、それは一緒にいるための『手段』だ。決して、『目的』ではない。

「は？　いや、でも───」

「失礼します！」

　寺嶋たちに深く頭を下げ、佑樹が消えていった方向へと足を向ける。人込みを縫ぬうようにして、佑樹のあとを追いかけた。










「佑樹……！」

　もどかしい手つきで鍵を開け、玄げん関かんに飛び込んだけれど、部屋の中の明かりは一つもついていなかった。手て探さぐりでスイッチを押し、廊ろう下かの照明をつけて足あし下もとを確かく認にんする。佑樹の革かわ靴ぐつがないということは、まだ帰っていないということだ。

「どこ行ったんだ…？」

　同どう僚りようの誘いを断り、佑樹を追いかけたものの、駅で追いつくことはできなかった。

　帰り道で捕つかまえることができればと帰路を急いだのだが、途と中ちゆうで追い越こしてしまったのかもしれない。

　このまま待っていれば、そのうち帰ってくるはずだ。けれど、いまは待っている時間すら惜おしかった。カバンを持ったまま部屋を出て、来た道を引き返す。

　こんなふうに不安な気持ちが拭ぬぐえないのは、コミュニケーションが足りないことを自覚しているからだ。自分が不安だということは、佑樹も同じように不安定になっている可能性があるということだ。

　ほんの一瞬だったけれど、佑樹は表情を曇くもらせた。何か思うところがなければ、あんな顔をするはずがない。そして、気に病やんでいることがあるのなら、放っておくわけにはいかない。

　マンションのエントランスを飛び出し、駅へ向かって走り出そうとしたそのとき、キィ、キィ、と断続的に金属が軋きしむような音が聞こえてきていることに気がついた。

（ブランコの音か……？）

　このマンションには、小さな公園が併へい設せつされている。たしか、滑すべり台と砂場、そして、ブランコが設置されていたはずだ。これまで立ち寄ったことはなかったけれど、もしかしてと思い、足を向けてみた。

　街灯に照らされた公園は、スクリーンに映し出された映像のように暗くら闇やみの中に浮かび上がっていた。

　焦あせる気持ちのまま駆かけ寄っても、また猫ねこのように逃にげてしまうかもしれない。アレックスは深呼吸をしてから、ゆっくりと近づいていった。

「こんなところにいると風邪かぜひくぞ」

「アレックス……」

　驚おどろかせないよう、静かに声をかける。それでも、佑樹は動揺を表情に滲にじませていた。どうして見つかったのだろうとでも思っているのだろう。

「家にいないから心配した」

「ご、ごめん。ていうか、飲みに行ったんじゃなかったの？」

「そのつもりだったのに、先に帰ったのは佑樹だろ」

「そうじゃなくて、会社の人と……」

「恋人とのデートが最優先に決まってるだろう。プライベートを犠ぎ牲せいにしようとするのは、佑樹の悪い癖くせだ」

　怒おこっているわけではないけれど、釘くぎは刺さしておくことにした。この先、何かあるたびに身を引かれては困ってしまう。

「……ごめんなさい」

　しょんぼりと肩を落とす佑樹の隣となりのブランコに腰こしかける。子供用のため、自分の体にはやや小さめでキツかった。

「怒ってるわけじゃない。むしろ、今日謝る必要があるのは俺のほうだ。気を遣つかわせてしまって悪かったな。まさか、あんなところで邪魔が入るとは思わなかったから油断した。不ふ愉ゆ快かいな思いはしなかったか？」

「ううん、全然！　俺は会社でのアレックスの様子が聞けて嬉うれしかったし」

「あれは大おお袈げ裟さに云っていただけだ。まだまだ一人前とは云えないよ」

「でも、モテるのは本当だよね。俺だって、アレックスみたいな人が職場に来たら、気になってしょうがないだろうし」

　顔は笑っているけれど、作り笑いだというのは見てわかる。

「そうやって、無理に笑うな。何か気にしていることがあるなら云ってくれ。顔に何か心配事がありますって書いてある」

「！」

　アレックスの指し摘てきに、佑樹は膝ひざに乗せていたカバンで顔を隠かくそうとした。その仕草の可愛かわいさに、思わず相そう好ごうが崩くずれてしまいそうになる。しかし、恋人に骨ほね抜ぬきになる前に、彼の心配事を取り除くほうが先決だ。

「それで、佑樹は何を気にしてるんだ？」

「た、大したことじゃないよ」

「それでも知りたい」

　なかなか本音を云いおうとしない佑樹から、根気強く話を聞き出そうとする。佑樹は弱音や愚痴を積極的に云うタイプではない。むしろ、隠そうとするほうだ。

「……云っても笑わない？」

「笑うわけないだろう」

「本当に？」

「本当だ」

　何度も念を押され、何度も頷うなずく。何が何でも聞き出そうというアレックスの態度に、佑樹は渋しぶ々しぶと語り出した。

「さっきの女の子、アレックスの好みのタイプだなって思って。彼女のほうも気があるみたいだったし……あっ、別に浮うわ気きを疑ってるってわけじゃないからね！　俺が勝手に自分と比べちゃっただけで……っ」

「好み？　そうだったか？」

　同僚の顔を思い出してみたけれど、いまいちピンとこなかった。

「ストレートの黒くろ髪かみで清せい楚そなタイプだったじゃん」

「そういう女性が好みだなんて云った覚えはないが、どうして佑樹はそんなふうに思ったんだ？」

「だ、だって、昔日本まで追いかけてきた彼女がそんな感じだったから……」

　そう云われてみれば、雰ふん囲い気きは似ている気がする。けれど、佑樹に云われるまでそんなふうに思いもしなかった。

「何か誤解があったみたいだな。俺の好みは佑樹が一番よく知っていると思ってたんだがな」

「……ッ」

　思わせぶりな流し目を送ると、佑樹の頰ほおが赤く染まった。

（もう少し、自覚してくれるといいんだが）

　自分でもどうかと思うくらい、佑樹を溺でき愛あいしている。日本で仕事をしようと思ったのは、佑樹の傍そばにいたかったからだ。離はなれている間、佑樹の心が他ほかの誰だれかに移ってしまわないかと不安で堪たまらなかった。

　まっすぐで優やさしくて人ひと柄がらのいい佑樹が、人に好かれないはずがない。それこそ、浮気をするような人間ではないけれど、気持ちが移ろわないという確証はない。

　ずっと好きでいてもらえるよう、日々、心がけてはいる。それでも、相手の気持ちは透すけて見えるわけではない。不安を抱く佑樹の気持ちは、アレックスにも覚えがあるものだ。

　だからこそ、約束が欲しいのかもしれない。アレックスはカバンの中から小さなケースを取り出し、ブランコに座る佑樹の前に跪ひざまずいた。

「な、何？」

「手を貸してくれ。そっちじゃない。左だ」

「え？　え？　左って───」

　咄とつ嗟さに左右がわからなくなるほどパニックに陥おちいった佑樹の左手をやんわりと握にぎり、ケースから取り出したシンプルな指輪を薬指に滑らせた。サプライズで作ったものだから、サイズの心配はあったけれど、誂あつらえたようにぴったりだった。　>>>♥

「よかった、サイズは合ってるみたいだな」

「これって……」

　軽く咳せき払ばらいをして声を整え、面めん食くらっている佑樹を見上げる。こういう顔を、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような、と称するのだろう。

「好きだよ、佑樹」

「……っ」

　一いつ瞬しゆんで頰が赤く染まったのは、薄うす明あかりの中でもわかった。

「君を一生かけて幸せにすると約束する。だから、死ぬまで俺と一いつ緒しよにいて欲しい」

「あ、あの、ええと、それってつまり……」

「プロポーズだよ」

「～～～～っ」

　同僚に指摘されるほど朝から浮き足立っていたのは、デートだからというだけでなく、プロポーズをしようと思っていたからだ。

　レストランを予約し、ホテルの部屋を取って……というプランも考えたけれど、佑樹はあまり大袈裟なことは好きではない。だったら、思い出の場所で驚かせようと思ったのだが、結局その計画も上手うまくいかなかった。

　ずいぶん行き当たりばったりになってしまったが、月明かりの下の公園というのも悪くはない。

「本当はあの居酒屋でプロポーズするはずだったんだけどな。頼むから、イエスって云ってくれ」

　狼狽うろたえている佑樹に返事を急せかす。考え込むとネガティブになっていく性格だとわかっているためだ。

「ホントに俺でいいの？」

　不安げに訊きいてくる佑樹に、思わず笑ってしまった。もっと自信を持って欲しいけれど、この控ひかえめさも佑樹の魅み力りよくの一つだ。

「それは俺が訊いてるんだけど」

　佑樹はくしゃりと顔を歪ゆがませ、泣きそうな顔になる。目が潤うるんでいるところを見ると、必死に堪こらえているのだろう。

「おい、泣かなくてもいいだろ」

　恋人の泣き顔には弱い。困って眉まゆを下げると、佑樹は泣き笑いの顔になった。

「ごめん、嬉しくて、つい」

　佑樹は自分の膝に手を置き、恭うやうやしく頭を下げた。

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

　生き真面目まじめな返事の仕方が、佑樹らしい。顔を上げた佑樹と目を合わせ、二人で小さく笑い合う。月明かりの下、密ひそやかに誓ちかいのキスを交かわした。







　　　　　３




　コミュニケーションが足りなかったことが、佑樹を不安にさせた原因だろう。アレックスは、自分の気持ちはちゃんと言葉で伝えなければと反省した。いままでも告げていたつもりだったけれど、あれではまだまだ足りなかったのだろう。

　いまのところ、忘れずに実行している。朝、出かけるときと眠る前は欠かさず「愛してる」と伝え、スキンシップも多めに取るようにしている。遠えん慮りよして不安になられるくらいなら、過か剰じよう気味にして怒おこられるほうがずっといい。

「ん？」

　風ふ呂ろから上がると、佑樹の部屋から話し声が聞こえてきた。二人ぶんの声が聞こえるということは、パソコンで誰かと話をしているのだろう。

　聞き耳を立てるのはマナー違い反はんだと思い、ドアの前を通りすぎようとしたけれど、耳に入ってきた会話に思わず足を止めてしまった。どうやら、佑樹が誰かに愚痴を云っているようだ。

　大きく開いていたドアから室内を窺うかがうと、佑樹のパソコンのモニターに見慣れた顔が映し出されていた。

（惺と話してたのか）

　自分にはなかなか本音を云いおうとしない癖くせにと拗すねたくなったけれど、相手がわかり納なつ得とくした。相談相手が惺なら仕方ない。つき合いの長い彼らの間には隠かくしごとは存在しない。

　惺は佑樹の学生時代からの親友であり、アレックスの異母兄であるロイの恋人だ。もちろん、アレックスにとっても大事な友人であり、家族の一員のような存在だ。惺のアドバイスはいつも的確で、自分もよく相談させてもらっている。

「だからさ、この間からなんだって。気持ちは嬉うれしいんだけど、ちょっと頻ひん繁ぱんすぎるっていうか……。どうにかする方法はないかな」

　いったい、何のことを相談しているのだろう。立ち聞きはよくないとわかっていても、なかなか足が動かない。佑樹に気づかれる前にこの場を去らなければという気持ちと、もう少し詳くわしく知りたいという気持ちで揺ゆれ動く。

『佑樹、云わせてもらうけど、それは愚痴じゃなくて惚のろ気けって云うんだよ』

「違ちがうって！」

『意外と照れ屋だよね、佑樹って』

「だから───」

『じゃあ、僕が云っておいてあげようか？　恥はずかしいから、あんまり好きとか可愛かわいいとか云わないで欲しいって佑樹が云ってたって』

「それじゃ俺が相談したことがバレバレじゃん！」

　惺は佑樹を宥なだめるというより、むしろ、面おも白しろがってさえいるように見える。モニターに向かって吠ほえている佑樹に対し、思わせぶりな笑えみを浮かべていた。

『もうバレてると思うけど。アレックス、久しぶり』

「え!?」

　ウェブカメラの向こう側にいる惺からは、部屋の入り口に立つ自分の姿がモニター越ごしに見えていたようだ。

（しまったな……）

　真っ赤になって振り向く佑樹に、どう云い訳すべきかと必死に頭を巡めぐらせる。

「すまん、立ち聞きするつもりはなかったんだが……」

「ど、どこから聞いてた…？」

「あー……」

　最後のところだけだと云おうとしたけれど、それよりも先に惺に真実をバラされてしまった。

『佑樹の愚痴は惚気だってあたりからだよね、アレックス』

「!?」

　今日の惺は、どう考えても波風を立てようとしているように思える。

『佑樹もそういう話は僕じゃなくて、アレックスに直接云ったほうがいいと思うよ。じゃあ、ロイが呼んでるからそろそろ切るね』

「え、ちょっと待って。惺！」

　惺はにこやかな笑顔で手を振り、通信を切ってしまった。

　佑樹は惺を呼び止めようとした体勢のまま、こちらを振り向こうとしない。しかし、後ろからでも耳まで赤くなっているのはわかる。どんな顔をしていいのかわからない、そんなところだろう。

　内ない緒しよの相談ごとを立ち聞きしてしまったことに対しては心から申し訳なく思っているけれど、それと共に恋人の可愛い悩なやみごとに、顔がニヤけてしまいそうだった。

「そんなに照れなくたっていいのに」

「普通はそういうこと口にしないんだよ！」

「俺、アメリカ人だから」

「……ッ」

　反論の言葉が思いつかなかったのか、佑樹は悔くやしそうな様子で黙だまり込む。

「好きだよ、佑樹」

「俺だって好きだよ！」

　せめてもの反はん撃げきのつもりだったようだが、ますます耳を赤くする佑樹に、アレックスは愛いとしさを嚙かみしめた。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　今回は、『求愛トラップ』『蜜月トラップ』の惺の親友、佑樹が主人公です。周りの世話ばかり焼いてきた佑樹が初めての感情にあたふたしつつ、惹ひかれていく初はつ恋こい話になっています。経験豊富なようで意外と初心うぶなアレックスとの紆う余よ曲きよく折せつを楽しんでいただけたなら幸いです。

　素す敵てきな挿さし絵えを描いて下さった[image: ]川愛先生には深くお礼申し上げます。『求愛トラップ』で描いていただいた佑樹を見てから、いつか主役にしたいと思っていたので野望が叶かなって嬉うれしいです。ありがとうございました！

　そして、お手に取って下さった皆みな様さまにも最大級の感謝を。最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一三年陽春


藤崎　都　　
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